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序

本書は、平成9・J0年度にかけて筑後市教育委員会が実施し

た「古島榎111奇遺跡J埋蔵文化財発掘調査の記録であります。

当地は、筑後市の南西部、標高5"-'6m位の低位段丘上に立地

し、 一帯は米や麦、惑栽I音を中心とした農業が盛んに行われて

いる地域であります。当遺跡周辺では、これまでの調査によ っ

て縄文H寺代から中近世にかけての追跡が確認されており、今回

の発掘調室によって新たに純文時代前期、弥生時代中期~後期、

rt位の遺跡データを加えるこ とができました。

本千件が、地域における文化財保護忠怨、普及の一助となり、ま

た、学術研究の資料としてjよく活用されることになれば幸いと

存じます。最後になりましたが、本;5の刊行にあたり、多大な

ご協力を賜りました|対係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成18年3月

筑後市教育委員会

教育長城戸一男



例 言

1.本 ，'~は、筑後市教育委n会が干成9 ・ 10年度にかけて実施した「山山桜111奇i世跡(節 1 - 3次訓任)J の

地l能文化財発掘i訓告報告1!主である。

2φ~ 11fにJ局、1&した免姻調査の以閃、訓告機l制等の，JI¥I1'tに|均わる経過については、各調子Eの iO)はじめに|
の部分で~~~&した。

3.先制 IJ，~脅か ら 械fhlT作成に雫るまでの品作業lよ、筑後 rli教育委l~会が行い、発州1~1.j1f.で11¥:1-_したj世物政
びに紀録した閃Itjj賀l-写点制等は、吋教育香川会で所蔵-1~trを行っている。

~ . W，羽根に月1 いた ijlll ; ， tNHj~{は、 Ill.J 1:訓告i1::品目時似系 (11~ìIlljJ也系)を基地としており、本，'fに心される )j

f¥l:はG.N.を示している。従って、本文"1に，ll.!される迎:+IItのßJ J!tはこれを l~~rt としたものであり、水司，1\に

ついてはT.P. を~~~笹としている 。

5.本r'~に他川 した同副知i に|回 して、地榔'五 iJl1J 1ヌ|はぷ占|場弥 (剥 : I111崎Ulj'教長)、川崎、拠村木rm、 I~.村英

1:、小林9J作、地物実制IJ凶は佐々木)..ji代、|ヌ|版浄Ji:は検JI:.flll絵、)L山裕比)'・が作成した。
6.本山に使川した'I):~賀i に|制して、 j立榊写以は本 l守、 1"，村、小林、遺物'Jj・nは小林が1~~J*; した。

7 .本 JFに使月l したill榊砕けは、 ~jiに訓告次数、n~ぴに舵別記日・を点 ，ll.! し、 個別は以下の記号を I1J いたo

HOJIJII己り rSA・柵ダ1IJ rSB -持I!.1Í~枯ill物J rSD・1ltl「出 _1張穴イ I:Jr~' J rSK ~ lt{1付 j二坑. j_);tJ I Sp 
れ火・ ピγ トJrSX - 同情状泣榊 ・不IYJ .i削I~J

8.本，'fの執市と制~は小林がm‘片した。
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ll.位位と環境

筑後Ih'は払11叫県の市阿部、筑純手野のIp火t'iISにあたる。diMを.m鹿児山本総とrklill209号制が縦断し、
I.kljι442 ~.綿が抽|析する 。 また、，li lNIJ4 msには ・級河川の矢持15J11、111*1'刊いは111ノjト川や北京川、北部に
は什11川が阿流サゐ。di.1ヒ古ISにはlf納山地からiJR'E.サる八k任院が|叫に延び、 l位i肌川のi留j也が.'.¥(イにする
fJHUJ!状地であゐ以部やflt地である 市 I阿部にはfrl.~起点路が先述している 吋rliIよりよ内イf故の脱:ff1J削17で
あり、北部の!日宅地域では恥制|事|や?tHI日、点怖や l十l 阿部では米立小心の山 I~l]地仙が11: がる 。 dJJ&地は、
IJiI ill に iftっ ~Cdiの'11心部に形成されているe
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皿. 1制作成)f~

しlh-KMMlbJfjUA;(約l次dJ，¥J1E)

(1)はじめに

、lij立刷、は仇後 dì大下 Il iI:~'i'似Ih!.H70 外に川(， ~ゐ ;九段|州市;地Î-児科 FHd也呼出j血性14il'Jf拾に係るJI-J1~ 

川地のjL此1.，](γ1'1¥う党持I¥IJIJ~í- て 1 'JII(II fu，yf.J 9.HO() rn のうわ、 jむY~'IJ' (1'(( 1;&'された約3，9()()111 を別 1ti.J 年~%.

IJHとしん ~t~hIU/，j 1r は、I~h比9:1-J )J 1 H 11から 11(1W 7 )) 30 11の約3ゥJ)11¥] '，( bfuし、 1. +.J礼 1: ・~.;:.'i 1伴姉、

(JJ}. : J Illh，~f IIIJ 放ú安Ll会)らの It~ )J や {!J て小林 ~J刊が1 11"iした。ょの11¥)、ど1'，"j!"I'fI:J riJ: (-tゐj<.1 ;j!lJぎ-
，ìul位ト~lII¥ . ，ilt IIH'I! Iljl] . ')~ il[ll判定.'1 i Ú~I{ :~(3 ・快JII'.作業174rffい、出(1JJ; 刊 lι{'I :f~ (J '1'-1& 17 :ドl主にソ;凪し

た IJI，j ffの付加、 I:，~~火 (HI ;- . ~.III'( 十Hl1物・)，'.j i町 1J~ )titlli・i出. 1 :坑唱の多くの i立 HI~が附ー "t さ ÀL 、細丈 1:

出・体J1 1. ~:~. 1-_帥日;;，ィi~:;. ̂ ，~ J、ンよJンナ・)-10tri十11叶にも及ぶn1ft:な/1¥1. ;11物を 1~1 ゐよとかできた。

以 1，'は、 1'~!な jむ~II，\と ja物につい て m;1ける 。

(2)検出遺構

竪穴住居

吋，JM作Î-<.~ 1企 /1\δ れた';~~火(1・111;の4iiとは弧l¥，、rJI)~ 1乙を.'1;I}'ており、)¥J1怖が141かに伐((l t.f'，' Jlrの ~Iめて

JE.い ;1火山であった a jU11t の‘I~1(11ノノンかh形状ょたはlUj)例xで快/1¥~ J t、静六|人J(íl~か nt t '1' JIIなlギ1M
で仙JIXされゐi¥lHI)γついて「問火(IJ';-_jと1I!l.iとした。 /1¥ 1. j山知から州、'11I.¥iU創出を ii本ヒサる I;~わ'((1-)， 1;

と;包13じされゐか、‘'i:;~~UJの 1伊火(nl: に{・j 附する と a忠われゐn火べ'1J I刷、、 Ji¥l人J1 J/Lて?が欠品 j-るらのもあ

った そのf・め、 IIIIHの;il怖としてペ行本ブシンが村!l111されす )11:(1:雫III)tあっt.かのか']'1)然レしないj削/1)

t .ついては、伶j七の|不川j山内lとしてm;Jパることにした

181104 ( 1・1斥 5 、 1'1:1.'1 ・ ~)

IdI.J frl̂のItJ1'4 i~l~ I 171:1に(1/:lr，' l 、ihl!¥1 ~ l. ill物 (ISHHH7・H9H)及び 1J/C (1 SI(07S)ド切られゐミ令{がの

・ I~1(11ゾそ/ン tJlh.1ヒl・ベ'や以ぃf(JV') JbU L /'I:/JI)L k h 11引Kを1，1l 、jω111115.10111X ~I，) 11'1l11.08川、泌さはM:人で

0.1 G川をil!1Jゐ 1 '11111のん(1/・(tN・29 :t!' 19" ト;や小・4 (Uサのi:'十!火tJ. l' 1・3の21>:と}(.'.h.hゐカ仁 !な

はHdÝ~十 lili物 (ISH89I-1'3) (・切らJれLているため / ノンl川iイ不.;IU川v川J"Cあゐ lド川》汁11けj噌， 11引~.河叩;1γ|ド内人句、'J川I_l)抗t (“l討矧lκ(129)の|卜、1い，;.， 

で4椴従l山1¥δjれし、 1申恥帆11仙川11“1'1川0，ι4引刊()Ij州ji山;臼II伶を、 j川山Aよ~1げ山(1向nl.Jか、iら‘.)のi派架苫().'Ifi日1111や令il洲n山削|ドIIJリゐ l此主t-H.穴JA.市11からは1tO1 5mの~1 1h跡、も JZめら

れた。 (1・)11;の休1(11は地111カrIlfl)り/1¥されt.~ -tの状態で仙川され ており、 l終火|竹内11の!J11.A!:I斗よね1閥、

( 1 日 1(757) と }~I、われる i世情が伶 1 1 11 され t.。カ 1 閥、(j_OA () x 0_50111の+i'J11 J !r~~λ を 1 1 \ し、 !4~ 1(11 か r) V')ìÂ~ さ(;1

0.09111をiJllJゐ ，j'ul'、J1 ~坑(i !~~ 1Mのけj¥:，r付近でl日1(72Hを、司t¥柊{・J-ili:では!日1<7お3rrHW'，し、 ιの{也ドjぷIfriI‘ 

t.nu数(/)ピ y トヤr)'み(日752・75!i・ 7G6・759・76() 7(2)が必められ/. )i~1人-J I-J/L (1日I<n9)，よ不椛
形4えを II Iする 11A であり、 ~IM1 :10 1..15111、山1(11からの深さはO.17J11とや-，¥J~11t1Jj;で i 旨い ， ここか r) は人-JA

(/) ;，え化米か11¥ I_しており、ニの炭化本をサンプルとして此ぷ・14"ト代iJ!lI山U;(“1:-1 )い主ゐ分析をわ・った
とニろ [;えみ 1~11 :{t (14(; IW) : 2020.l:m] [11頃il~ 11~代(仁川1 BC) : 1 OGBC -An60 95A C)u] (/)分析

粘以がぶされ、この粘思いついては後中・に参mt'4ることとする もう ・hの陪|付 1:坑であゐ lS I<7H:~ は・l'

1M形がH'II') Jr~~X ~ 't~したれlìH.~人の 1 1)1じであり、恥10，85 0.94111、深さはo1 ，1mを測る 1日11()4 l誕1・1]1から
は制丈 1~日 (n' ) 、リ~i)ド|二社;'f (兜 ・市 .，ùjt，ィ~ . )\")、 lS I<729からは~fJì/ l. 1 ?':f (市)、lSK7H3からはイ[出tf

が/1¥L しており、弥生時代後J1I) に析すると .I~I.われゐ。

1S1240 (Fi以，5、)'lu.4・ 6)

IJ~11f. 1メ|十j 恥日líK() IA.に(¥/:li'，'，した 吋，JI，11r- 1ベで愉/1\ したMb 火さい l経穴{ト };I; であり、、~fj~ )II;QJ先後|処l係(I'i 

-新)li 1 S13900・lSl240・ISIQ.llとなる) 'I~ I(II I ヲン (tl~VLlξ); Jr~ tr ')~し、 iえ 'I~h6.HHII1 x ~\): 'Iqh 5.55111、

深さはO.21mliíU去、 ~v>1拘のんいは N・20
0

54' 50
H 

Wをぷす jぷI(U1.1地 111 をほぼ干Jfl_な状態でI~IJ り 11'1 して

-9-
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山mされていたが、ill物の主柱穴は冊;認されなかった。1J:府のほほ1J1 ~たに~，向円形を i註した炉湖、が時認さ

れ、制0.:36 111、民さ 0.68111砲位、床而からのi京さは 0.271刊を ìJIIJ る。長iに、 Jぷ 1mからは 11"~:内ヒ坑が検出され、

1 SK871はが跡の|十111l1Jに、 lSl<872はIlij峨付近い似inする。lSK871は桁円形状を1Eし、 l正さ0.97m、帆

O.58m、深 さ O.~91ll を aUJ り、 l SK872 は柿円形状を J-11. し 、附 1.50m、泌さ O.12rn を ìUIJ る 。 何れも 11\上造物に

はl!(よれていないが、 イ主肘内からは制丈 1'.時 υn、怖や'.1:時 (鎚 -dt-JT)、行持 (イT包丁)等が/l¥_1ご
しており、リfJi't.時代後JU]後半以1;最終木j悶の純附に制すると，1J.tわれる。

1 SI250 (Fi必.6、Pla.6)

，V:'J咋I，{IH J.I~ I~IS M4 l! t~ 1，，~ In寸る 1経穴1U';'(1別240)のIti1I刊ISで桃山 し、l挺火fU日;.(lSI493)、ihJI、LAHI!
物 (JS目的4 ・ 899 ) に 切られる ~ i t:J，I ;'の ‘ I~I(Liプランlよ1;山九民)j)似たをVし、 i毛判15.84mX知11'lh4.031TI、深

さは0.1()川liiI後と十71 かに (1:/;1;'0月以跡を叫すむi院の;1)\11~であり 、 N'IQhの )j1、tは N・30u 26 ' 47" -W をt)~すc

lぷ l(liは地山をほぼ‘1-:)且な状態でl'jl]り 1[\ してN~ J1Jされていたと思われ、 '1'公刊1>からは均1跡と辺、われる|同JL

)j)例)~(1)ピ'/トが検/1¥された。カ1制;はi主さ0.5己nl、中itl0.4 7n l を i則り、|人I r/~には小ピットか614められるの lぷ

l(liからの深さはl比大で0.23mをilllJゐ。山物の j;H穴 IJ附;it.~，さ れて必らず、 1;5:内」・坑 ( 1別(864 ・ 875) 、&

びピtツト (lSP876・877・R79)が桃山された(1 S I\864 は H:J叶の 1判明 rl' 央付近にはin した ドIJ~JLl長)j形状

の I.JJtであり、 l之さ 1.021ll、'111M).7 (j 1 11 、 i京さ O.16rn を iJllJ る の |人lJJ1:: IM~吠は H)r川 はと!どにirんだ状態である E

')JO) l S Iく8751よ ( 1:1，山十j 点 lrlSIII~で検/H した杓川Ii~状の 1".坑であり、 '1'1110 . 70-0.8311¥、泌さ().4111をmリる H: 

，，，; 1)すからは !i{内 1:坑(lS I<864 ) からH・1かに ~(Ji 'L 1・出(片)が/1¥上しているのみであるが、弥生時代後JUJ

の}'jfilnと思:bfLゐ

1 SI260 (Pig.6、|ヲ|凡7)

1~IJ1tl ，{ I十iiI!M i¥，JS 1'51ベに11/:Î;II~ し、(lJI;'の |十jIILj i~11は l出X098 を切る 。 '11. 1 (11 プランは縦民の j毛 )j形状を 11! し、 rl可

哨i毛6.8711¥X ~\/II~1i 4 .00111 、 j宋さ O . 15 111Iìíf1'をを illlJ ゐ 。 1 1:川のJ~11 り )jの JAJ [J [Jでは、 ~I，t に沿ってピ y ト列 ( ド l

9 ) が検1 1 '， さ れた。 ピントの配ダ'J状況からは、 Jí~似からの 1Jl:本を文えていたHの瓜帥;と先日;とされる 。 1也 、

Ij fllJIよ1.1() 1.20111、['6-911fJ'よ1.15-1.30111をiJlIJり、 |斗・5・7、9の内部でff:lO<.:Il¥I)if後の村山跡が必め
られた。H，J，lfの)J(，，'はJ<.:'I'IIIでN34 0 2 l' 46" . wをィ、 4・"Iぷ1(11は地山をほぼ、11.)11.な状態でj')1]り/1¥してお

り、 J，f(l ùiか ら はJ.~t1人'JI))t (lSK78，1)及びピ，)ト(1向い7お5・789・790)は検11¥されt.が、 ill物の Ut火以
ぴ炉湖、は{I'(['li!.t.で与なかったc lSK784!よ北1'411出で・桃山された村iI1 J 形状の 1:抗であり、 '1IIIlO.78 0 .92 111 、 q~

I(liからの泌さは0.50111、iU物は抑止 1:出(J'r")が/1¥ 1-.・4る。fl:I，I}I付からはキ!日丈 1:協 (片)、的、'1:.1".日;;

(34-fi1・)i-)サ-が/1¥1: しており、妨げ1 : 11 .[代後WJ以|咋にMすゐと ，r~lわれる 。

1 SI480 (刊は.7、1>1<1.7)

IJ，It]1'r: 1--< '1' * i~11ぞや」ヒよりの06 1ベに 11" i;j'，~サ る、 市北 )jlílJ にキ111 J之い l出火作1，げであ り、 Jヒ!↓~I!品J9..び 11lj 4腎 ì~ISIよ

JJUにの~U8Lを受ける の f I:!，'~の、I~1Mプラン(よJil月九片山形状をf/し、 lも1'1115.:3011¥X ~'1'MI3.56 11\ 、 i架さは 0.14 11\

)Iif後とバイf状態I.J.:出ぃ (H':.のJJiu:は14:Ililllて¥:.!so 0' :~3" - I~ を Jj~す。 !収 1M'よ j血 11 1 をは r;r‘T~Jr\~状態で

1'11]り /1'，して他川されていたと思われ、 J，t.:1Mからはピッ ト(出P778. 807・808)が検出さiしたn しかし、

山物のl:体である杭穴、が刷、 lよ fì{~1出されなか ，た】il::h';1人l からは~_(~柁 IJI 央に近いr4~I(II 11¥ 1二で弥化 1:時

(撚)が/J¥j-. し、弥1.1~ 1時代後JUJliiI '1"，にMすると)J.'，われる。
1 Sl493 (Fig.7、Pla.4)

訓告|λ:I~j *[;~ß M61メに!な目せする。!在穴住)，1;'( 1 討 ! 刈()) を切り、~~火il~ J，J;' ( IS I 2~O ・ 250) に切られると

い円た問中11;な切り介い関係にあることから全体胤般の，1HfJlは欠 くが、民劇116.60111x W*lll 5.::!0ll1、深5
O.09m、'111mプランは|制)LJ.J: )j Jf~;1えを td し ていたものと (tl Jじ さ れる 。 ( 1:/.';'の )J 位は民 Ilillt で N-:~6 • 13 ' 

07" ・I~ をぷし、印刷(よ j也山をほぼ、I-:J rI.に 1'jリり H\ して山川されていた， IJ '1-とには民さ1.27fI1 X Illf.I1.00111 X深

さ0.17111をilllJる怜111形状の均 3跡が検11¥dれ、ょの1也、 ';i:I付1:.1:)'((lSK8GG・8fil.873)、ピy ト
(1 SP269 ・ 270 ・ 87/1) がI~-められた " 1 SK856 1よ(]:J，I~' の IHAJ，'~ 'I ' 火付近に位附 した柿円形状の 1 --坑で任

0，9610前後、深さO.30m、lSI<8611.J:{U';.の点哨IJ'央付近に山rnした柿川形状の 1:坑でI去さ 1.07111、'1而

-11ー
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O.80rn、深さ0.12111、18K873はlSK861北側に隣接した桁川形状の 1-jj'Cで民主 1.02rn、制0.84111、深さ

0.15mを測る。住民内からは純!J...上保 (鉢・ Jn、怖'1:Uif (挫)がtl¥.Lしており、弥生H年代後JVJ1泊、l'に

凶すると思われる。

1 SI765 (Fig.8、Pla.8)

，川 fEIよ中央部T17 1.6:に位 tr，~する 。、Il. lfIi プラン は|判 )Lh:)j形状を'Ilし、 J'::111111 1. 3 2111 X知.仙3.71"，、深さ

0.(911)前後、 ll:/llrの)i1立は氏物11でN・25"113' 50
H ・ I~ を fj汁 c Jぷl(rIは地ILIをは(.f、11.JI[に削り/1¥しており、

中央には jミさO.67111X申111

O.5111lXi架さO.07rnをi則るHI

川形状のか跡 (lSK555)か a1 11S1765 

倹/l\された 。 l~ I付 1:J/C -A I 

(1 S1(554)は、 1/4'峨'1'火付近

で検出され、 '11.，(11プランは桁

円形状を1し、民さO.70Jll、

中MO.46m i~ さ 0 . 13m を ìlliJ る o

11: )I~' 1)づか ら は石持、

lSI<554・555からは的生卜出

(出fi・}t)が出しし、弥't
|時代後期以降に胤すると息l、わ

れる。

1 SI860 (Fig.8、Pla.4) 

IJI~ ft 1，)(: I村点 ~ilN61ぷにN:ln

すゐ 。 、円11:1，1;'はl摂穴fI~ )1';' 
(lSI493)に切られ、上抗

(ISK495)に隣持する。、1i.IIlI

プランはほぼ 11:}j・形状を'li

し、 . ill4.23 ~ 4.'13m、深さ

0.09m liiI後、 i1:/，1;'の}j位は長

村lでN・30.10' 24 N -wをぷ

す。床l前はj山山をほぼ平jllに

削 り出されて使川されてい

る。他の住民に凡られた炉跡、

JtIl付上抗はなく、他物の h体

である住穴も検IIJされなかっ

た。住尉内からは弥生時イt"， 

J間後半~後則前半までの弥生

土時(鉢 ・弾・ !I:l・高杯・

片)、石路等が出上しており、

遺構はこの時期に属するもの

と思われる。

掘立柱建物

1 SB881 (Fig.9、Pla.9)

部j査区東端の09区で舶iuA

した梁行1問×桁行2間の東

。18K554g1以555(炉)

Z
H
M
W叶
A
H
H
S

h、ー-・ー一一ー

2m 
リIl17// 17TmW'llil!!lll/171)1l7/ 

も

附臥KU
 

窃~ふi//;仰i~仰7IlTi!//!T17_ 
Fig.8 竪穴住居 (1S1765・860)実測図 (1/60)
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凶棟地物で位穴Pl-6を検/1¥した。深さは0.39-O.54rnを測り、‘It.出プランは|判丸n形状または柿円形状
を世する。キ1:穴Pl. 4 ~ 6の内部でill物外万へ展開lするテラスを認め、民にP1. 2では応部ι探20crn前
後の小ピットを伴認した。土M拒Jl祭では住痕跡を砿I訟できなかったため柱が抜き取られた可能性がある。
染行方位はN・5.42' 38" -w をボ し、梁行平均i毛 3.301ll、桁行予j~H毛 5.30m を測る。別・ 2 ・ 4 から弥生

仁路片が/1¥t:している。

1 S8882 (F'ig.9) 

~~J有区"*端円2 1瓦』二位置する!制f HU] X桁~r I聞のill物で判穴P1-4を検出 した。P4は丘陵相u部で町ii認
された位穴で、深さは 0.48m を測り、服部に (.HJ汗~{跡とみられる任20('mliir後の小ピットを認め、Pl-3 

は深さ 0. 15m松皮と伐存状況が:W~ぃ。 なお 、 この状況により P2は 吋 ill物のけjに|樟持サる 188901 ・P2 と 1ft:

複するね穴として従元した。杵火の‘1-:凶iプランは附)L}i形または桁円形拡を1し、操行、ド均民2.37111、桁
行、P:~J廷は3.20m を測る。 梁行)i付:は N・3

0

10' 47"・W をぷし、 113・4から体生上慌が出.1:した。

18B883 (l"ig.9、Pla.9)

Id~ 11:1弐*端の1151正で硝iほし、 娘行l間×桁行1IlIJの他物でね火い1 4を検mした。ポ1Mプランは111
形 ・柿|斗j形であり、深さは0.33 0.45111 を ìJllJ る 。 P2Ji.( m~で筒20cl1 llY1r後の小ピットを認め、机火からは縄
文上持、効i'F.U~， :.IAli/tl イì~;が11¥ 1:した。i制 r、v必'JJ毛2.83m、HHi'3.4mをislJり、梁行h・付:はN・380 57' 
21 " ・E を 'J~す。

1 S8884 (l"i民.10、Pla.l0)

IJ~J世 1>( ~! 1H1J ，1 121J{に位併する決行111(1X桁行III¥Jの他物である。H火PI、4の、I'-IMプランlJ..fi'j川]臨を'11
し、P2-4 の Jj'~ ì~IS で?を 20crn Æ'I\I.立の小ピットが冊;説、された。 深さ 0.351111ìír後、 Y進行、I~均 l毛 1 .88m 、 桁行'[7.
.t&J Jおま1.93111をiJliJる。1制iJi似lよN290 44' 41 H ・ I~ をぷし、 / 1\ J:jt1物は持:I~~であ っ た。

18B885 (Fig.l 0、Pla.10)

1888841
'
y隣で検出した奴・行l111JX桁行1nlJの出物で K121~に位慨する 。 吋 IJfJ任lえいjでjì{l:必された~ILv>lt

ill物11下のなかで1，えも小m棋なill物であるo H穴1'1-4を検/l¥しており、 i架さ0.23111、'17'1而プランはほぼ円
形を首する。P3・4のj阪市には机縦断:とみられるf世20cI1Iliír後の小ピ ッ トを必め、u!;行、11.16)民 1. 50m 、~1r

行、11.均iおよ1.63rnをiWJる。操行)i似はN・23.29' 54 H -日 を ïJ~ し、 P3 ・ 4 から怖'1: t:?:ょが/l¥J.した。

1 S8886 (r"ig. 10) 

凋:tt1X::ほほ'11央N131.<に位慨した操行1111JX桁行l111Jの他物でね火Pl-4を検出した。、F的iプランは川
形・柿 I J1J降を日し、各位穴の)1宝1~ISすべてに利子:JJ'.u~:と思われる小ピットを体必し、径は 10-15c1I)杭度を前IJ
る。梁行、1'-均民2.38111、桁行、IJ;J'&JJ之は2.73rnをinlJる。秘行)iW.はN・140 49' 35" - I~ をポし、 ]>1 から的i4:.

仁詩が出1.している。

1S8887 (Fig.lO) 

調査l足'11央部、 1寝穴住民 (1S1480)の*1峰で検出 した梁行jlHJX桁行 l 111J の ill物でM16~くに似附する 。

他物は牧穴Pl-4で榊成され、深さ0.32m前後、-r:而プランは方j隠・柿円形を呈する。Pl. 3・4の底部

には柱痕跡とみられる律20cmITIJ後の小 ピッ トがftull泌されたo 梁行、ド.t~Jf{: 2.85m、村ih ・ 1 1..均 l~は 3.35m を

yfllJり、梁行)j伎はN・35.54' 35" -8を示す。P3から悦;也 I:?tがH'，1:した。
1 S8888 (Fig.10) 

調査区北部以より のN20院に位慨す る。梁行1rlljX桁行ll11Jのill物で枯火PI、4を検/1¥した。柱穴の平
面プランは柑円形・附九)j形状を日し、深さは0.31-0.43m、P1-3では底部に柱痕跡とみられる径

20cm前後の小ピットが認められた。 梁行、I?均民 2.70rn、桁~J・ :-ll均時3.78m、決行}J位はN・30 . 57' 49" -

W を示し、 P1 - 3で弥生土持、サスカイ ト n.カ~I I\ 1こしている。

1 S8889 (Fig.l1、Pla.lO)

調査区中央郎氏14区で検/1¥したu!:行1IlOX桁行1mJのill'物である。他物は位穴Pl-4で構成され、深さ
0.33 -O.'lt1m 1前後、予而プランは隅)LJi形.m円形をItlする。PH1:穴JiS.:~iSで径20cm恥jの小 ピ ッ トを認め

16 
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たか、上附IDl策では性保跡を確i認することはできなかったため枯は肱取られた 1可能性が与えられる 梁

行予均長2.40m、桁行平均民は2.95mをi則り、梁行)J位はN・24
0

20' 27" -Eを示サ 。杜穴からは純文よ

保、弥'1-:.上跡、江¥1I7ilイj片がlill二した。
1 58890 ( ~1ig.j 1、Pla.ll) 

訓l査1>(北部1/4'よりのX21区に{世間し、 18B891に隣接する。梁行llll]x桁行1II1Jのill物で11:穴Pl-4で構

成される 。 住火の平ÛliプランはJi l臨または桁円形状であり、 P2 ・ 4 では村~Ji跡と与えられる径20-25cI1I 

を測る小ピットが雌認された。 çょに上J\'1~ill妓では P3で任 12cm の位脱跡が制妓され、 i来さは 0.30-0.35m 

を iJIIJ る 。 梁行、F均艮2.50m、桁行予j:~)民は 2.9j川を jJllJ り、梁行 )j(l'[.は N・32. 0' 19 H ・日をィミサ 。純文ヒ路、

悦i'tヒ協がH1r.した。

1 S8891 (Fig.ll、Pla.11)

ISs890に隣崎した他物で調査I;{.Iじ行IS1'4'よりのX211ズに位慨する。!准hllll]X桁行I1l0のill物で柱穴Pl

、 4 でtl~成される 。 梁行、11;J::l)民は 2.20m、相f行 'TLj"1)1ミは3.1801と1SB890と比べ、やや桁行がl毛いill物とな

る。作火の手而プランはほぼ杓円形状をtAし、1>4Ji~部では任20cIIIIMの小ピットを姉必した。 P2土J\~í断

lírÎでは住を文える|務の寝込めは、 小隙を合む判i~q 1:でJlp'められていた状泌が断片に制策された。 しかし、
どの怜穴からもね痕跡は確認されておらず、 ltは ill物l括絶後に!ttJ~られた IIf能件がザえられる 。 柱穴の

深さはO.25ml背後をiUlJり、桁行)j位はN・18
0
59' 47"必をポす。P4H火から怖かに崎、'1;.ヒilFが1]¥上した。

158892 (Pig.12) 

I~'~任Iメ:阿端で険/J \ した ill物でAA12 1ベに (lï. lnする 。 ill物の l川側は rØ，\J11: 1 x:外へ凶IJIJ-.jるためill物胤艇につ

いては不IYJであるが、ね穴Pl-4を検/1¥し、*却の2111j分を町lil恕したo ~l~火の・ 1J:，JIi プラン i判明 )L)j形また

は桁川形状であり、深さは0.17 0.39111、L'1では 1'，肘|析lIliで径20c・J1Iの柑泌跡を1iU:，諒した。P2-4111Jは

3.451l1、 t~rllJの 'flj":む j長は1.72501 を ìJllJ る 。 )j{伝はN・40 . 10' 45" ・E を 〆J~ し、 科-tEí\から 1ñi'l : I:?"品カf/tl上し

てし、る。

158893 ( r~ig.12 、 Pla.l l )

。州売lζけj点持ISK8院に位irtした梁行llllJxHi行1111Jのill物である。杭穴PI-4で構成され、枯穴の、II.[耐プ
ランは附)L);)形状を』止する。深さは0.48 0.59mをiJllJり、 P3柱穴|付ではナラスをdめる。染行平均長

2.60m、桁行、ド均民は2.73mをiU'Jり、梁行)j位lよN・39
0

48' 20" -wを示す。各相穴から弥生上限がHI上
した。

158894 (Fig.12) 

IU:d任1><:1打点古ISL4Ix:に位置する。柱穴PI・-4で榊成される挑Qdlll]X桁行]rllJ の ~k，1 立Hill物で、1'1 は 1経

穴住民・(181250)に切られていることから先行する辿物と捉えられる。位火の'II.I(IIプランは|判九万形ま

たは抑円形状を虫し、深さは0.45-0.5701、P3・4版部では位瓜跡と与・えられる任10-15cmの小ピット

が硝認された。梁行平均民2.43m、桁行干必J民3.25mをilIlJり、桁行}j位はN・45
0
54' 33"・Wをぷす。各

位火からは弥生 1:慌が出上している。

1 58895 (Pig.12、Pla.12)

調査|山知~ISS91正に杭置する。 住火 P I - 4 で榊j此される操行 1[111 X桁行l聞の品iI立花ill物であり、 P1. 2 

は間滞状i世情(lSX31O)と切り什っている。遣例検出時においてP2はISX引Oを切るように検出された

が1>1の存在には気付いておらず、 Plは18X310完t¥ll後μ雌認された住火である。先後|則係について後に

検献したところ、やや疑わしいが吋 ill物が)，I，Ji晶状追H~ (lSX310)よりも後lれするものと忠われる。また、

1>3 は吋辿物に|憐擁する 188896・P2 と iR1Uする 。 .W~ 1'.、切り合いはあったものと思われるが、検証はで

きなかったため先後関係については不明である 。 特火の~而プラン lよ隅)LJi )f~ または桁円形状を呈し、

深さは0.22-0.56m、 P3底部ではH~瓦跡とみられる任 15cI1lの小 ピットが{l'(，i læ.された。 1私行平均艮2.80111 、

桁行予均長3.03mを測り、柴行)j似はN・420 08' 15"・Bを示す。花穴からは制丈 1:縦、弥'l:_t持、石持
が/!¥.tしている。
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1SB896 (F、ig.12、Pla.l2)

lおBH95に隣持した制也柱建物でR8!>(に1¥'iInする。先述したとおり杭穴P2はISB895・P3と切り合いはあ
っ たものと，141われるが、先後|則係については収段階で不明である。 染~j llUJ x桁行1IUJのill物で住穴の干

l(rÎ プツン は桁円形状を I~する 。 深さは0.52mÆl\l立をiJllJ り、 1義行手均民は 2.60m、折dJ 、ド均艮は 3.40m、桁

行);'(也はN310 40' 31 "-E を〆]ミす。柱穴からは純文仁持、弥生上路、 1i?~がI:iU '. した。

1SB897 (Fig.13、Pln.12)

IJI;J ff.ll.lti ~-ß lJ 81乏に位位する。H穴Pl 1 で例j北される染~J: ) 1111 x HH J: 1111Jの ~hl!¥IAHIS物であり、 P2は

1，1M此状辿榊(lSX175)に切られ、 P3はl在火イ仁川(lS1l04)を切るように雌認5れた (P21よ‘ドITii閃作成の

段|哨で|火l化し忘れていたため1/100から作成しt.J-.JJ4ラインのみを予Iflll記|に作以|した)。 杭火の・Il[師プラ

ンは|判九)jJ臨ま たは桁川形状を官 し、 ì~ さ は 0.59 、 0 . 63111 、 P3J，広;~:Iíで lよれ痕跡とみられる?を25('mの小ピ

ットが附'，a.された。梁行子均民2.65111、桁h学均i毛2.85JlIをilllJり、桁行)jW.はN.37
0

37' 34
H

・Eを1)ミす0

H火からはがU丈J: ?~、体IJ:. .l: ?i品、1î?~カf/11.1:した。

1 SB898 (ドi必.13、P1a.l3)

l品，J1t1'{ 1十j端部Ll51えに位lrtする染hlltlJx折dJ:2川の持tl\J~牧ill物である ft火はP1-6を硫1&'しており、

1祇火fl:JA(181101)及び同情状;n榊 (ISX057・058・103)と複雑に切り合う。検11正したところこれらの
先後関係 (，1 i .新) は 18X0571 ・ 18 1 104 ・ ISß898→ lSX058 ・ 103 と従)[; さ れる 。 件位穴の 'l~[而プランは

|糾九l毛h Jl;~ ・+1'1川形状を旦し、深さは0.60 0.74m、P5版部からは径18('"，の位泌跡がftrli，.{!.された。檎行

、I~H) 1-毛 375m、桁行・ltJ"~)1ミ6.15111をHllJり、行dJ: )jf\i~ は N・42 0 58' 08"・15を示す。性火からは純文上部、

抑，[..1:出、イi絡がw上した。
1 SB899 (ドiA.13)

IJ，~ 11:1正l十i~!M tm N31'><':に位Wtした操行l111Jx桁行l111Jのill物であり、社火P1. 2は略穴11:}.1;'(181250)に、

1'4は不IYJ;rHI1t(lSX121)に切られる。社火の・1'-1Mプランは不盤円形 .}j形状を日し、深さは0.56--

0 .61川を測る 。 P31夜間iからは牧を文えていたと思われる慌板~ia占:が侃1出され、中川10('111前後、民さ45cm

liill去をiIIリゐ !新 f ・ I~均民は 2.8011)、 ~fr行・l'必，)1毛は 2.85111、桁行万{立は N・32
0

09' 08 H 日をぷす。柱穴か

らは的、Jト"l'時、 行総が/I¥上した。

1 SB900 (lt'ig.14) 

，JHf臥|十1*日1$1<5 1ベに位附した梁行 IIIIJ X 折HJ: ZIIIJの4~1!i主Hill物で1経穴fH';'(181240)に切られる。位火

はPl 6 を検11\し、・I~ I耐プラン は仰UL1~ )jJ臨ま た は村i川形状を旦する。 深さはO.58mJiil1去を測り、円 、4

の 1: J\~1断 I(Üで何 14 -22cmの抗出跡と慌板:JJ.l.跡が州i，(.f:!.された。児に、 Pl-3 ・ 4 の村火山l~ISからは柱を支

えていたと思われる礎板痕跡が冊1.認された。この礎似痕跡は柚民にmんだj昨状の痕跡l二Hがあったと思
われる日1$分がやや恥IJ1:に拡張しているといった状況である。情状部分は中ItIIO-20rrn、民さ75--85c、m、

，f ):支え古IS中1，1は20-25c'm を測る 。 !*i行?と均民 3，6801 、 ~j行平均以5.60m を iUIJ り、梁行JJ (立は N・35
0

09' 

15" -w を 1)'す。 杭穴からは弥生 lこ慌が11\ .1 した。 吋 i~{，J1f. 1ベで位も II走大のlkil¥tHill物となる。

1SB901 (Fig.l4) 

íJ~J 1ê 1託収端 E11 1ベに位位した染行 11lfJx桁行11HJのill物で位穴町、4を検11Iした。吋ill物はlSB882と|捧

般しており、 P4以外の位穴は残存状態が月五い状況であったが、今凶はP2はIS6882・1'2と1在住する柱穴と

して彼J亡した。柱穴の平耐プランは|明九万形または桁門形状を旦し、梁行平均民2.50m、桁行平均民は

3.03111を測る。梁行}]位はN・26
0 33' 54" -wを示し、 P4から純文上出 ・効i1.:，1:協が/u上した。

柵列

部H't!;{のけj阿部に位置する。この付近はピットが集I.jlしている場所であり 、どのようなセット|則係に

あるのか非常に苫慮したところであるが、ピットの胤悦からlli物の忽定は除外し、ここでは次のような

柵9"IJとして械汗することとした。
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31' 29 H .Wをぷす。 Pl-4の31111を附:

深さは0.22-O.30mをi則ゐ。

6の51l1Jを肝心dし、 P6はISA903.Plと
15" .W をぷし、住火1111の 、I~jり l長は 1.58111

1 SA902 (1手ig.l5、Pla.13)
IJI，INI?(lti 阿部、 Z7J也 |えで~(t .íí'.した北 11可一市点 JJlílJのダlJて:N ・49

0

5唱し、杭火は円j臨または桁円形を官する。住穴IIIJの、1'"均民は2.46m、
1 SA903 (Fig.15、Pla.l3)
，JI.J1U{1十jllq filS、 AB9 地|メ:で冊;~，した」凶L ー |十ilJl.j)iluJのタ11で1'6はlSA902・l、!とlR複するため|則辿性が向いものと忠われる s しかし、松火1111の‘11.均以は1.581l1とたjRであり、 i京与は0.20-O.36mをi111Jるo N 
45' .刊をぷし、 P1 -6 0) 5 1111を118:112.したョ
1 SA904 (1♂ig.15、Pla.l3)
Iqi，l 1r-1.1( IfI 阿部、Y9J也1><にfli:i丙サゐ。」ヒI'Lj-1+J点);lilJの列で1'1
IT(桜するため関j出1tがj'，':jv、ものと思われゐ(JjF(_はN・35 09' 
とlSA903とほぼI"J~.j1，になる i来与は0.12-O.lgll¥令illlJる。
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1 SA905 (fig.l5、Pla.J3)

市il 1f I;{1軒阿部、 Y9地I~で怖，1.~した北同一時J*万rr~の列でN・53
ft

07' 48"-Wを示す。円、4の31Ujを雌

l認し、ね穴はイ~*布川形ま たは|判)L)i7巴を 1tする 。 位穴 II\Jの平均 i毛は 1 .33m、深さは 0.1 2 、 O.30m を測る 。

PlはlSA906・P5と市複し、セット関係にあるものと与'えられる。

1 SA906 (Fig.15、Pla.13)

，J~J咋区I軒 Ilg部、 Y8地区に似附する 。 北京 ft.irll.j方lilJのダIjでPl-5の4~IJ を雌i出した。 Pl ..... 41f1J は布掘り

状を2し、 P5はlSA905-Plと抗争担する。柱穴IlIJの、ド均以は0.97m、i架さは0.14.....O.31mを訓IJり、ノ7位はN・
29. 41' 26" -EをtJミす。

周溝状遺構

1 SX001 (Fi必.16、Pla.H)

，sM 11: 1ベけjjL41制の AC7Il(に位i仕する 。 j且榊の IllîfHlI は訓告1'><:外へ民 1)1.1するため全体プランについてはボI~]

であるが、jJJ形タイ プの川市状j且'榊と与えられ、 I礼状で外任4.00111 、 IÀJß~J .22m、 深さ O.301T1 1~ÎH去を制Ijる 。

I "' -Lì~物は弥II~上出(鎚・ 1{11 ・ g-)、打出が1'"上し、怖'F.時代'1'WH去、ドから後JVJ出'J'1:'に属すると与・えられる。
1 SX056 (Fig.l6、f'la.t4) 

吋i世榊は，U，'J1fl~ rNy!iJ m~ W51ベに位ii守する。fiilf昨状j制的(1ぉX057)及び !こ坑(lSK059)に切られ、点ん.

IÎI]へ l日X057 ・ lSX058 と辿枕して切り作う 。 jfi榊のけJ側は IO~J 1t 1天外へ民 IJIlするために令休プランは不明で

あるが、予而プランはやや frJ のある H形状のタイ プと旬、5とされ、現状で外~IM3.50川、内中M2.07m、深さ

O.15milirf:去をiJIIIる。w茶色粘'j.J{1: をJ島，~，~とする月1Lでレンズ状に 11然1ft脱 していた。 jfi物はリ市役 l二時(J¥，)、

イf慌が11¥1.したのみで|χ|ぷに耐えない。

1SX057 (Fig.16、Pln.14) 

iUM任限lNY，品目rsv51メ:に iù:位する。 JiiJ情状地榊(1SX056) を切り、 J，'fJ ì昨状泣fl~ (lSX058)及びfkllitHill物

( I S11898) に切られる の j削I~の|判官制は 1~t，J1f.b{外へ凶 rm-，するため全体プランは不IYJである 。 JJL状から、子1Mプ

ツンは円形状のタイプと似定され、外f毛4.07111、内保1.85m、深さO.34ml背後をiljllる。J11AE色粘質 1:をJ島

，olJとするJ:lD.1てであり、 j立物は劫i'J:_1 :砕(片)、イï~誌を 112.めたが|ズ|ポに|耐えない。

1 SX058 (Fig.16、Pla.14) 
訓告!又I~jýllJ fflW 4 IJCに似Inする。N.Ji昨状j則的 (lSX057)を凶り、拙l立性ill・物 (lS13898)に切られる。辿

仰のi村側は，0，'，1作|ベ外へ民 IJfJするため全体プラン 1;1ボ I~Jである 。 深さは0.12m 前後を mlJ り、]11\ 1:は見茶色中内

政 lこ を )1~ lørJ とする 。 造物は抑~I :. II判~'I' JUJ後 'r~に胤する州生 l二時(斑・呪， )It)、行時(j曾製イイ剣)を認め

るが、切り合いから悦入品の"T能性もある。
1 SX088 (ドig.16、Pla.15)

，uM 11:阿南端部85院に位irt し、 JttH伴状地fl/~ (lSX103)市端部を側かに切るように検出された。全体プラ

ンはやや府、ドではあるが円形タイ プに属する同情状地榊と考えられ、 l~!lqu 3.35111 、 ~vJ油 2.65m、深さ

0.21111 前後をHlIJ る 。 1i'背の断而)~は U乍状もしくは逆台形状を i止し、瓜茶色粘質上を」主，OIJ としたJ.!J!上がレン

ズ状に1ft和する。現上"，からは純.ltJ二時(片)、弥生仁;>'if-(聾・並1・)'j)、石器カr/11 1こし、弥生時代後期

前半以降に機能していたと思われる。

1 SX098 (Fig. J 7、Pla.l5)

調査|天 ItJ ~;~1~1~85!x:に位低し、監穴住居(181260)を切るように検出した。迫榊南部は制有区外へ展開

するが、全体プランはi毛細|い川形タイプの問iI~状遺構と考えらる 。 外l隅 4 .7511\、内問3.00m、深さは最大

でOA8mをi則る。惜の断面i}T~は概ね辺台形状を'tlし、出茶色粘質土を);l$îJI，J とした;阻上がレンズ状に IJ然堆

制する 。 開土庁Iからは純文上時(鉢・片) 、折、生上出(型・器台・片)、石23が出.1-， し 、弥I-I~時代中JUJ後

半に機能していたと忠われる。

1SX103 (Fig.16、P1a.l5)

制持区南端部86区に似lfl:'-、j司i背状追榊 (lSX088)に切られる。全体プランからは円形タイプと思わ
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れる。 外任のh立大中iJ4 .95111、|何任のi止よ申1，13.35rn、i京さO.24mliirl去を測る。 榊の断凶i形は概ね辺fi形状を

叫し、 :，U茶色私11i't J: を l.~~r.J としたJIf! 上である 柑上rllからは縄文土持 (鉢)、体生k持 (盛 ・.a' )r)、

行総かII \J.し、 ~hìJ Iミ|時イt後期以降に機能 していたと忠われる 。

1SX128 (1♂i只.17、Pla.l5)

IJlJ1f l正 Iti 以部 "2 1?<J..:位併する。 刷出状i山I~ (lSX088)に切られる。 .ififIIt I村部は iJ~任以外へJ.Mr;nするた

め全体プランは不IYJであるが川形タイプの)，1.]iIYJ~状jfifIItと思われる。 現状で外径のj出火恥15.40m、内径の政

大ITI，13，95m、i架さ0.45J11杭J立をilllJゐ。 柄、のI+Jf1M J隠は辿Tî' J形状をfd し 、!日茶色粘悦 lこを ~iぷ! とした埋上であ
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的仰Ij"事岨l青む』

1140')." Iレ。
101001'/1世

1m 2m 
1/60 ̂ ケール。

1. i.JtTilI!'，終1'!11o'W1， 01011強い..~島色'*ぴ:，11
色tH;';むi
2. Til:ll候色t，t，rt1: 1 I >'=tM1=li.)じ 集色村r
合む}
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!1\(1o.f~ r~lJ) 
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品， I!I栴(b.tlt質1:(私t1.3と1"1じ.接色h!.CfIl.¥
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必JUtf可(r)
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事〈代む)
，1， ik.'!.¥品色fM'{t 12よりtlot1あり
1 tlt人)

Jdllll :山町l'rll¥糸色tlt'l!(I 

!)，I 

，，，，，.y，色

11 (， !J(Mhn 

肱
周溝状遺構 (1SX098・128)実測図 (1/40・1180)
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2.95111 、 深さは0.41m 前後を測る。 ì~Y!ょの断Irrr :l~は逆向j飢えを~し、 J県茶色粘質土を基調とした組上がn然

堆硝する。権土中からは純文土器 (i1>-)、弥生土器(強 .)Jr)、石器がIH上し、姑生時代後期以降い機能
していたと思われる。

1 SX31 0 (Fig.l8、Pla.l6)

~，'，j 1f.!亙， p*rosやや |村よりのS10区に位抗する 。 、'-'1 1調官|メ:で"v{ll認した11止もたさい)5j構状j世情であり、抽I I.Z.

~.l:辿物 ( 1S8895) 及ぴ榊(18D316)に切られる。全体プランからは)f形または円形のどちらのタイプに

凶するかは不明である 。 外径の肢大111f.l 6 . 15m、!大j律の11企人JiI~3 ，35111、深さ 0.21m l~jH去を測る 。 hY~の断固形

1/40 ;tケール。 1m 

、
‘ 

1/80λケール。

、、

、、

2m 

a 
11 f¥ 7(~'1Il 
・ーーー-r
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1. I.!~\供色鮎1( : 1 : ( r'l f!lt~ (.士事<~tf 鼠色村
fを少しt'tむi

務副
~. Il義尚(!!MUt. ( I'I&*~. rを少しt¥"む 品供色
/'IJ 17をf-<t¥"む)
3.附n¥色軌質1.(前品fuプ口ゾ7世!t< ~{r 品i
色村(，#，ぴ1?~)'，(-少し合む)
.1. ik 条湖('~tM'{ I 1m色*~ ("&ぴ則的染色ブu，ノ
クを事<Piむ)

11 "7IH"" 

傍訓

傍訓/

1 . IIMAI~島色tht~ I (1IcK<(W.'H:事<t¥む}
2， ift!.IH島 (t~t/，1~ 1 (減条色. .11J J7 ~: 事 <t'tむ)
3，IU，色帖1'(1 (航都色ゾ口 γ!J'，...f.<伶むIUhV，
糸色村 ((-/j)L合む)
1， IIll.'k\色粘~~ 1 (i指糸~ IIJ I ~ t事<;'¥'(J) 
G. r.k糸lIJ色11，11(I ('1¥色村 F及びIPJUI糸色/U'1 

ャ ~. /，， し合{r)

1. Uff!!，\糸色軌I~ 1 ( l' l f!! f~ r~ ~ <合tt14 (色村f 
#，び!I，\~色村fを少L代む}
2. ii先 !!.I糸 {'I払 l~ 1 (1'1仏tH企事〈白む 的色村
('.:少し合む}

;J Uil!¥¥&tl，f( 1， (I'j(色村F十少L合/，1111'1)1品飢
IU ソ H・~<合む)

1 . 明白糸尚 (MI，~1. (1'1色村 f 地ぴI~Ij)¥'糸色/'UI 
。骨多く :'I'u)
5. 1典m品世ltl，~ 1: ( I'llli'~ r #，ひ前色村fを少し
;'¥'む}

'ゲ加南方wffi
l. 1111 糸尚色ll~鮎官!I
2.目白糸川色れ，'.11](小側企!敵J.tに;'¥'む)

防 制

~あかすwä

働新初;

1. -4'>nl í!l ll~帖慣 i
2. IIff糸!日，¥f!!tMQ1 (小槻を1鵡借l-fTむ1

1. 11(1糸!1，¥1!.;刷抑i悦 1(小仰を少Itfliむ)
2. 茶尚他~41軌貸 し

1.糸尚色Glif，I，1司i
:1.11持自ら11，¥色も，tt].(:1 (l!'I)，l'dlJrの仰を少
'.1;:青む)
a.糸肉色帖慨し (Aの.1.と思われる ItJ ./ 
7 iヒ人組iニ合む)

Fig.18 周溝状遺構 (1SX220・310)実測図 (1/40・1180)
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は概ね辺ずìJ形状を宮し 、 ;L~;茶色粘~l:を必凋とした地上が地積する。 覆 1: ' 1 1からは制文 U~ (鉢)、弥生

j-. ~;~ (艶 ・1E-ji-)、イi器が出 hし、弥生lI.y代後間以降に機能したと思われる。

1SX315 (Fig.19、Pla.16)

~~査 |ベ '1 1 火羽~ H10 1正に位位する 。 、'í ~/.j任|メ.r付で枇も小さい円形を喧したJtH昨状泣榊であり、規模は外径

Jti 大中M2.90m、|付任f位 k~日2.23m、深さ 0.03m 前後をiWJ る 。 当泣構は残イF状態が:&~いために椛 ( 1SD200 ・

3 ] 6 ) と切り什いについては判然としなかった。 川茶色中市町上を北品!とした~'Il. 1:で純文上出()¥-.)、弥生

1 :時(1'1・)、イ[協が11¥上した。

1SX475 ( l~ig. 19、 Pla.17)

IJ:'J11~ 1 "( 111央部ややI+，jよりのZ131;(い似Wcする。捌也キH.r:物(1S8897)を切る円形タイプの同情状遺構
であり、外径JI~大脳 3.65m、内ffJ比大中1t1 2.03m 、 深さ 0.4 1111 前後を測る 。 |祈 I師形は概ね逆向形状を官し、

!日茶色村It1しを).1;凋とした.tfltLがレンズ状にJf1:秘する 。 世上中からは純丈 I . ?~ (鉢)、祢生 L時(費 ・23

fi . )'， )、イi絡が出上し、弥生時代後期liij'1<以降に機能していたと思われる。

i嘗

1S0200・316

I訓 1f lズ|十j ド‘I'~ 古I~ を!瓦 IIIUnÎI]にはしる i昨であり、途中は lSD200及び ]SD316で途切れる。ISl)200はがJ

42.5m、ISD316IJ.約5.2111分を検11¥し、やや自11れたl河側では榊状;1'H11f(J SD366・743)が冊i必されている0

・)iliの消であゐ可能性が強い。 吋 i昨は略火fl; )~ :' (lSI240) ・品11すfl:他物 (lSFl900) . }.';J榊状.iX.t榊

( 1討X315)・1:抗 (lSK400)に切られ、H{1"はN・650 40' 50" -w を示す‘ ÌJ'11~は~めて伐が状態が:11i:く、

1SD200からイ怖かに ~{J;'1:. 1二時()¥.)が11¥1:したのみで|刈ノj訂こは耐えない。

1 S0585 (ドig.20)

，J:.J 1tl札阿端部を l札|ヒ}j lírJ にはしゐ it~であり、 I+i北の 111什Ihl ?il~は品l企区外へ延びる。 約 24 .5m分を検11\ し、

~I"I 0.50 .... 0.70m、深さ0.30-0.35111、)ifli:はN_24
0

06' 08 H -Eを示す。械の断Ifri形は概ね逆向形状を2

、.

". 11 

1I.0.IK)11I 

~精神w 怜嗣WI
1.11作品尚色ω'1，質l
(小e慣れをl恕Iillニ¥'¥'1;)

~. :)，I~色納'1( 1
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11:物を{(j) 
3. Ø~I( 1&娩t"，貿l
(!同色のItld'ti'¥'む}

1 . 11島義lJ~&llIJ I\'，悦|
(小峨/¥青少阻i'Ii{J) 

41 . 品!!I色U~fì'，'l't I 
( ，よりも叩I.t>い、Aの I/:;肌
われるプ11/1を，.舗にfTむ}
3.同h¥¥1色強tl，質l
(1I.1色のプtlI 1を1'¥'む、 Aよ
り1;1，質瓜が強い}

-‘ 、‘

11 ¥ 1¥ J 11 

〉益、 ~ L>" 

ll郎副fIj/j
，. IIR糸111色1m，'，質1
2. :11側{!lAi"Jt1 
(Aのlと且lわれるTロ I'J、
-11'ぴに小聞を少鼠o"rt;l
3. 1I，'fVi t色姐斜i1'l1
{瓜l色勅，:{Iがr且:5.りあい、
Aよりも附い色あいである}

11 
1/40λケーJv。 1m 
-・・・・・・・圃・・圃圃圃・

1/80スサール。 2m 

llp嗣1f/;
' . 11再検1)，\色ij~tl，健|
(3 5 (:"，l・0収の餓/\ 、 ~~びt二Aの
1 e \\\われるプロ / 1 を微量に~む)
2. 11密政 L色愉粘質上
(!1¥i!!.") lu 11 ~' 人且";"rむ}
:1.附政1色強thfll
{小限)¥i'微a，'~ÍI)

Fig.19 周溝状i盤情 (1SX315・475)実測図 (1/40・1180)
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11 [if>()Um 

協初

協削

幼訓
。

1. U/H，¥¥熱色私:lH
(I'I Í!\*~ r&ぴill色村H 'f.<合
む峨lポ糸色プ口〆ヲ企:少しf¥'む)
2. P&/，I.¥集色粘貸し
(IY(色村.H 多〈含む白色付i&.
ぴ時脱茶色プU17を少し禽む}

I.llrw.\晶色払1~ 1 
(1']色村fS:J.<fiI.J/I(色村 f枕
ぴ時fi<~島色ゾロ dl~ 少し代む)
;I.ll帯!!U色色tM11
l前色村 r&ぴI'!(!!nf及び11:'11>¥
Sも色ゾU/7t少し1tむ)

1π1 

1.鳩山栴色t.J，'tt1. 
(I'I(!!A~ (を多<1tむ比色村r&
ぴl高I六県色f口 17を少し合tJ)

~. iA茶附色村，慣l'
{前色村rJ1.ぴ1'1色村T-t少し合
む泌l火糸&/1.1 17を，，<1tI.J) 
3， il!JI却，&t，I，1It1. 

(l'f(色村 f紘び漁J*~恥&1ロ :1 ~ 
t少L合むl

Fig.20 溝 (18D585)

土層断面実測図 (1/40)

し、以茶色村ii11: を必捌としたJll~ 1'.が取

締す る。 純文上時 ()'t)、 5fJiLJ_;_ jょ出

(拠・九111)がU¥Iこした。

不明遺構

18X116 (Fi氏.21) 

訓1ft区南端部Q4区μイ也!rtする。 吋迫
十iVf.は l訓告: U'Fに嘘穴f l:}~fであ る可能性が与

えられたが、地*I~のi濃 さ は l品大で O.06rn

と極めて残存状態が悪く、また点部はイミ

砂j泣榊(lSX1l7)を切 り、凶持ISは周j時状

泣榊 (1日X098)に切られ、|千J昔sはfdl日奇怪;

外へ展開するこ となど全体的に枠制11な部

分がつかめなかったことから不明遺榊と

した。IH1:地物は~:rn文 1: 器 (J'r)、弥生

土器 (片)、石器が認められてお り、弥

生時代後期以降の地榊である可能性が考

えられる。

1 8X1 17 (l"ig.21) 

調査|京市制fflSP31X: ~こ位置 し、先jlli し

た不明泣構 (lSXl16)に切られる。

lSXl16と問機に調査時は周辺で検出し

た!張穴住情である可能性が与えられた

ggd唱
H
Z

1;杭市お両日7I/J
1m 

nHv
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が、全体嵐般の不f{(lliや残存状態が悪かったこと などから不明地榊とした。W1'，造物は純文上持(片)、

弥生1:?，~ (J " .)、 行23がi盟‘められており、 ~~;Iト.時代後期以降の遺構であると忠われる。

1SX121 (Pig，21) 

，u.'oj1r.rメ::1旬端dl)N31，{に1、I:fnした下円状のi立榊である。鋼、ii..ftill物 (lSB899)に切られ、|旬半i)i)は捌査!R

外へ!民1)11するため全体風棋は不明でめる。深さはi比大でOA8mをiftlJり、泊;構内部の北村には細長いテラ

スを'J.する。II'tJ・泣物は弥生土器 (fE-保有・ J'()、似忠船(鎚)、 ヒOili?a>(小llU)、l五時(椀)、峨器

( 片)、イイ持(的イ{・(iJ~ィ i) 等がi官、められてねり、 rl ' 世以|時の辿榔であると忠われる 。

1 SX274 ( F'i~.21 ) 

，JiJ 1f!，( I~j IJy kiiJ ;JI~ A ß~) 1ベにfurltした'1と川状のj世間であり、 114i~l\は訓告I~:外へ民1mずる 。 illtl~は仲間1\から

北部にかけて徐々に深くなっており、 l比六で0.37m -a:'iJWゐ。Jli茶色村氏 i: を J恥~:Jとした担J. 1:であり、理

仁川1からは弥'1;.1:出 (斑 .~~fì ' !'r-)が/1¥ししており、弥'1ミ11!j:代後j回以降に腐すると思われるυ

土坑

1 SK017 (Pig.22) 

訓1tlベ|何1J1.fkiM ;~IS AA8 1ベに位Inする。illfIIlはl則市18に切られ、 lSK019・615、I剖》勺04“1. 0例45. 079を切
苛る 、干ド|的刷h削iブプ目ランlはよイ不〈蝦桁川形状を'ιし、 b民~'I判州q引州114 .0ω3 1川n 、 ~'.糾'.i.ψiレi幅制州Iql凶ql油11 2己.4 5白l川n臥1し、 j深架さ0.1悶81山nをi側n則lilる。辿榊!収氏部は|ド川11川11，'山l川川'，7.)カが

;符存しく、 }I川'11.1:二lは主J:川.1ι|
鈴鍬iυ).咋tが出上した
1 SK025 (Fig.22) 

JtJ 1f.Iベ|十j11日端部 Z8 1~に位慨する。 .ìlHI~は lRP026 に切られ、 lRK0603 ・ 604 を切る 。 千四プランは不戦

桁円形状を1Jiし、民。Illh2.20 rn 、~\1. 'I~hJ .281H、泌さ0.18mをilllJる。JII¥1 '， は!日茶色|ニを J恥淵とし、怖II~. l ?if 

(J ".)が判(かに/1¥1二した。

1SK397 (I"iぷ.22、PIH.17l

jQ，'Jイ'f.1瓦"， ~ffl\υ14 1ベに他 lì"，:する 。 'I/'IM プランは桁川形状をJ1 し、 1'::'lqjI3.23m、少'ah1.35m、j采さ0.39111

を illlJ る 。 足i 十I~内の北村にァ ラ Á~ ，i.~.め、 J/~ ;~~はほぼ、Ii. HlI.i:状態を P11する 。 J~l 1: 'J: !，U tt~ 1!!. 1:を)t;，JI，jとし、
制丈1:出 (H) 、'.I~i/l;， 1 : 出 (兜・出f~ ， J '1 )が1'"J:しており 、効，1ト.II!J:代後JVJに機能していたIIf能性が与え
られる。

1 SK400 (I"ig.22、Pla.18)
~:，J 1f.1)_( " '央部門01バ.に似if，:する。、竹，J，'J1t1メ;でfi!t:，泌されたMも大きい 1'，坑であり、・I'-UJiプランはほ(1柿ドj

j例丈を '1げる の *1'4にはしる it'1~ (lS lJ200 ) を 切り、 l毛利15.53m 、 t~J. 'I~h 2. J 2m、深さ0.34mをiJllJるn J也打'll，Ji.(

i'illはほぼ干.tllであり、，IlH1'，は:.1.¥茶色村，'i't1 '， を )，~，J:J とする 。 J自物は制丈卜?a~υ"( ) 、弥生 1: 出(拠 ・ 'J11 ・ '\"'1

峠・a:I'fi'J't')、イ[日:;0 (1~1i) ~~;が/ IJ， 1 : し 、怖'I'II，~代後JVJliIr "，"以怖い機能していたIIJ能性が与えられる。

1 SK428 (Fl凡三2)

制作lベ rl'~昨日 IU4l.{ にN:I附する の 、!と 1M ブラシ liHÍI'JJ惨状を lii し、 1~j;~I~は 8・823 を切る 。 民物h 3 ，06rn 、~ri.

Ilqh O. 79m、深さ0.11m;を測るのj世榔Ji'f.市1)，よlまは>V，JI[であり、四lヒは!ll茶色 1:をJ占酬とする。地物は制丈 1:

持(Jn、効i'1:， 1:出(部・・42・片)、イi出(航11)咋が/1¥.l:し、 ~fJ~生時代後JYJ I~f 半以降に機能していた，，]'

能性が与えられる。

1 SK430 (Fig，22、Pla.l8)

，J~J i'f.12( rl1 ~よとお1)やや 1'4'よりの U 1 3~えに杭位する 。 干 lírÎ プランは柿円形状を 1 し、|十I阿部は lSK431 を切る 0

~II.I O ，76m 、 i束さ Q，351nをiJllJ り、 i立榊ri~ ;~I~からは弥生時代後WJlìíJ 乍に凪する型が柚たわった杭態で雌認され

たの 他に尚i'E，ヒ時(出向 ・}"，，) も111上しており 、、'iII!iWJに機能していたi1r能性が17えられる。
1 SK431 (Fig，22) 

先述したlSK430に切られた状態で検n'，された 1:坑で、 iJ，'，J先iぷql~よと汚IIJやや IL4'よりの U13 1Kに位置tする 。

予 I(tiプラン は桁川形状を 'l~ し、申MO，94rn、深さ 0.38川を inlj る 。 即l 1:は県茶色tをJιJtdとし、迫ー物は弥生 t

-31ー



ij初煽動而初玖

11 f，7(XI川

/ Ifli/l/i /l//lTIi711 /; 

1SK431 

11 r，711(1111 

1177'........ 、 A III

W府知i//;刀厄万7T!l/;刀/s

lIo::f， II川川

11' r; 71KIIII 

あ/Z///勿物協
11 r，7lMhll 

橋治171/訓 。 1m 

1 SK451 11 r，';(M)!" 11 r， 7(~111l 

- J/ ゐ/日/川IV肋加押7初ル
Fig.22 

土坑 (1SK017・025・397・400・428・430・431・451・495・521・614)実測図 (1/40)
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出 υ¥.)かi't'l.かに/1¥-1:したのみである。

1 SK451 (Fiメ.l2)

IJ.IJ 1t1.< 11l.jll!lJ X 151メに位irtする ・ I~1MプフンU:Hrl'lJ巴4えをti{し、 jfiHI~I人!の 11(fli，J料にァラパがめぐる白

J* 'I~II 2. 7~1tl、 WA'UI l.lOIII、深 さはァラス lilS-c O. 1 S 0.1 i m 、 j氏 ~rl(土 111人 0.5己 111 を illlJ る )11'. 1'.は!日茶色 1:をJ主

rJI.Iと L、i山知は制止L.;.r..;.()'O、弥'1.1.出 (315・n.)、イ1保守が11'，上した

1SK495 (Fi氏以)

J，'，j1rl;{1十JI~II 061'(にf，，'I'V，:した制1I1{:い杓I'J}fW~の卜.btであり、 j祉制の ItJ 以Ml I!山 IJI悦火山!日;・(1日18oO)と{怖

か』ニJ程4ゐが、切り介い{よj立榊1"1の北IAtj¥，11此び|十J内部の 1111))'/占にすラ λ をdめ、山氏11'よ概ねソラ ットな~)\

!.il;である'" lah5.90m、知~'1111 1. 31111、深さはIII人0.56111をHIiJり、 JIH1: 'i !.lH~ 色しをJ.I.，JI，J とサゐ .iil物は判、

11'II.Ht'l')UJ後l. 後JUJliij '1'-を i:体とする妨げ11 _ 時(卸・伝・):~・ 111j 上イ~ . ;{:ifi' . n.)、イi~:; ( I;!~ -{ j )等がm
1 l /-

1 SK521 (["iバ22)

，J，'~ 11'1-<.I'41H1J X 161-<にf¥l_inし、:-;1¥52を切るように{会fI¥した0 ・l'l(rIプランは桁川形状をγし、 L以毛4制村帆，1怖112.0討m、

t知\l~制村帆11物hけ1.6似11日川11、i探菜 きは以大0.3お5111をi洲11即川IIJゐ j川川川11叩lドi川|は!川.1.以.1!A茶Itt色L己~ 1 をJ.Iふl

(~飢lA:.A山.百(j J刈f小、.イ!川iυ) 、 イれl時t等宇がH出JU仁.した 悦似;川fぺ111川l山J代f後走刻j即附り山JII前i日向if、|乞以降に機能してい/-uj能十|が与-えられゐ

1 SK614 (Fi必.22)

IJ/，J 1t 1.< ，h III.j t'm 八^91メに!な irt したボ紗JI~な l.jAであり、 1~'Iqh 2.00m 、 ~v.ìlqh1 7011¥、i指さはltikでo2:1111を
illlJゐョJIII.1. (J川茶色 lニを J，~，J.'.jとし、 j也物 lよリil;'1 '.11.¥.代後JUJ'Iif 'I~ に ~J付る外Il~ I.~日 (~S ・ 1fir ・時fì . ，'，':jJィ、.

J'， )、{1 出 (IIJ~~j)咋かH1.1:してJj ~)、吋 fl主 JUJ に~i.t@していた"1'能竹が 6-え1")れる け

ピット

1 SP343 ( I~i民.2:3)

，JM1f以内部Z121̂.に位Ifr'する，.'11. 1(11 ノフン(J. I判)L))Jr~~えを t11 し、申;.\0.73 -O.9gl1l、深さはl比大で().t17m

.t"iJIリゐ Jir: ì~lll l' !k: j~11からは小ピノトを必められ、十1:穴であった 1可能↑'1.が与えられゐ ， I:k'刊必然から十l:は

J友『取らtLt.uf能刊:が考えられる ~r); 11 1 ~:f (艶 ・尚jィ、 .)'0カ{/I¥'-していゐ。

1SP416 (I"iバ.23)

，JIiJ1dぺ以II[1J111.1 r-< に{、l~ In-~ ゐ 位 、1'- I(IÎ プッンは桁IIJM~えを 11; し 、 I~fíl0.93 1.20111、i栄さはllik.-c O.23mや

illlJる。制丸 I~;f υ'， ' )、 ~~、 II~ I ~. ?;.~ (fltl~ ・ J'J)、イ i昨(liJ~ィ i) が11\ ししている

1 SP457 (Fi必.23)

，d/.J1f.1メ.1川fHlJZ 1 S 1.<:にhi・rnする。‘|λ1(ljプランはほぼ杓IIJ形状を 'I!し、中IrlO.93、1.12111、i京与は111大で

OA:3 111 を測る 。 1-.l\~1制桜からは作ι7('111 の十 1:泌が伺: titされていることかられ火であった吋能十LiJ{与・えられ

ゐ。妨げJ'.I，協 (艶 ・11')、打出 (イ;鍬)がIILI'，している。

1 SP458 (Fi只.23)

IJ.'.I1fl〆l川仰IJZ151ベに{古川する ・ 11. 1(11 フッンはほほ村i円形状を 'ìi し、 ~M0.93 -1.17111、深さは位大で

O.11 3m を測る。悦~LI.:. 1:時(克・鉢."tG材、.n)が11¥I二している。
1 SP461 (Fig.23) 

iJ!J1i:1;{ 阿部 Y141x~に位置する。予lúì プランはほぼ桁川形状を2 し、 illtlll北部は S・460 に切られる 3 中1，1

1.00tl1 Ijíj後、深さはi比大で0.4 7m を測る。 1:1.\茶色柏町 1:を )，~，d.'.lとしたJlJl. しであり、弥'I~ t-_ ~品(郵・鉢・片)

カ(/1¥l'している。

1 SP465 (町民.23)

，d!J1f.1バ::1'4 y!IJ 1~11 AA 14 1ベに{川町する。 j立榊点古11はS466と岐し、何持rsは訓告以外へ胤|);けるためにj立怖の

JJL悦については不明である。 1.1_l;茶色上を Jl~iJ，~と したJlI!. 1:であ り、弥'1之上保 (鎚・出fi. } ¥ )カ~/ I \ t-:した。

1 SP627 (Fig.23) 

IJ，~1f. 1メ:'1 1 火自11 1'91メ.ド {立此する 、l'- lfIiプランは III~九 )j 形状を官し、 ~ll，1O. 731111iif後、深さは批大で'0.42川
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を測る ほ古11 にfÞ.~Ji filか と思われる小ビ ットや iiZめ、仕穴であ J た IITfì~刊:が与えられる。 !日茶色私lj口 t を

J九州としたJllt上であり 、弥生上掠 (兜・ )¥.)カ(/1¥上している

J1Eι71MI川

1/1¥¥ 1 - A / '. 
1/ー?こま士アつ 人e
/，7'>-手ユl%r/ 1， 
'IIIIT文ニノ'1/ 

， ， iftJ.l.¥県(1141.'I'{1 川町け~ ('， : ，~ < tr;1.I ，'， {I¥ 
tH・Iiぴ偽首¥Jtlclli}[I df ~"Il し代(iI

~. lIihW ，Y，色川l~ 1 W¥lliブU 111骨y，< f.;'lr) 
:l. 11目的l糸(!'.tl，l'(1. (1¥'，色'i>'{.!，I.び!I¥((:ブtl~ '1 
t少し合(1)
，1. 11;:~""'('líl，肉 L (/¥¥{'!.'/IIノク士少しf'iiむ)
f，. 1liT11.1払色仏関 l'î 的 (!d~ {・'!，事<f，4>' j:k的
不('!・rllJ" ~少し合む}
1;. U;W.\ 耕 (~;I，n 1: 1i4 {'1I~ ('.~ぴ"1色村 H.~レ
l.1i'U ik的条lli"/11 I 世i'，y， < '("~り}

3、

11-ロ!，tUIIII

文言?
1. nl~，色11，刊 l、 (/1，色 1)r i.少し合(J
~ . J.品Ki色帖'IU UI，色ni J}.ぴIl(I，.t~ (li_ぴ
法l両品位"11';/ク空iVt<:"i'り .'1.¥{'d.¥. ì '~ 
少l.. ~I.:J
:l. ，・/.1.¥快色11.'''I W: '" ，1，色プU '1!'号事〈
代む)

。

fI L!， 'tOlhn 

ーI_ー
や.......? Aペん'
と-:..-)/I ~ 
4 _ーA

'///11111 
1， j.':'I¥)Y; l'~ 11， r I 1. ¥的!!li，'.f'Jíぴ l'I(!lI~ (，を少
し合む}
日， !I.\N~色。/， 1'{ L 1 !1.\色î'~ i.IWI'J&I~ i・(，少し
f!;/; l'~íf(~，色-/，\I j ;0 ItひlIi~\ Î~ [01，.事〈
~l.r) 
1. ，1i.11H'i色t，I，'I11 (/il色iH 士少しftf.l t，た舗
栴(I.l'1I1J .71*<作IJ)
1. '~'I\品~îI，n 1. ( ，V( (t..r~ (IÆぴ浅'l;~高位'1 '1
7IHJ'il:.V，糸色ブリ Jク企'，1:L. t-;υ 

11'・6印刷川

lI"'y，r，，"，川

族研
，. 11;1，1'以1.'.{I¥ t"， 11 1 (Ij~ fヒ拘 t，~h\に合むi

畢I'!f~ íl， l~ 1 (1 r，ペ，!I 川1~1!(<I)M' 1 1: 
.1'.'.1011φγ11 J ;-と小I'HI:tMI二合(，.)

~i . I情的 J{'!I.'，'fl 1・(1r1l，f'IJ!l:の II.\(~I LJ I 
!' i・ψ r，~1"; 1] 

1， ift!I'，:¥，:(I!!，'，'R 1. î l\\('!f~ (11.ぴ11色村fを$

2m 

< ;'W i ~尚早l仇 I jI I ~ nu I 2:!li ~ 'J)' 
合1...I 

'I-i，.れ01/川

一
日， 11目的品世¥I，'，11l'it" ('ll~" 比び t1j1t 色.:' (~，'!少 ノ 、 ‘〆九， 

1.1代¥，1札わいrパ.什1 Iン，¥ 1 ノ:1 )/， 
H附i'il.'，川.¥Ii，ι，('.色'!lν，.九げ'川T'!I.(品仇1比己j'- Iほ唯 υlドれ‘'If他'~n (l此tぴ • I ¥-目 J 戸τ7γJノr 
i仇~:品仇川，¥':(11 

/ '/I//. III 

Fig.23 ピット(1SP343・416・457・458・461・465・627)実測図 (1/40)
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， ， 
" 2 CI :11 

31111 
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、
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， 川，'11問:
511.:11 

鹿内土抗 (1SK783) 

どー¥で〉
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911凶

411 il 

、、

8 CI:II 

6 (lt:1l 

:: 711.:.， 

113スケール

o 10cm 

112 '?. 'rール。 5cm 

Fig.24 竪穴住居 (181104)出土遺物実測図 (1/3・112)
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(3)出土遺物

竪穴住居

1 SI1 04 (l，'j以.2'1、1'la.19)

紺文土器

J.t>， (1 3) 1 -3はすべて制)¥.であゐ，}J{i IXI'I↑イ|ーをffみ、外IfUにtJit飢えを施サ 31γ川11;1'にし協と思わ

れ、*'日立:IIH¥liirJUJのliffii(~ と J3・えられる。

l警務 り??3;
10 11 ;， 

ゲー?二
.... 14 1." 

、、

112λ1， -Jレ。
~ 

m
 
K
4圃

I ; ~;.~ .. "， 

uぬ-x主要f~必.

， ; 12， 1) 
~ ~l 
:: 13 11 '1 

ーう〉て
113λケール。 10cm 

p
n
v
 

門
《
叫

i: 17けれ

1βi 10J 

18川目'

， ~~9)ぬ

19.1リ

20.， .n 

Fig.25 竪穴住居 (1SI240)出土遺物実測図 (1/3・112)



弥生土器

卸 (4・5) <1は11村tl)'J: ，]nw.;に小さく外J.iし、 11作14.2('1llを彼Aする。外lfIiJI1 ì~\付近にミガキ仇が叫
り、 |人川IはしJt.ナヂで仕ヒIrる:0h 1 r~s付近に煤がiJ%Í'する c 5 は!出)fìがlh'i付けられるタイプのJi~{';IS*III J '，'で

ある"

向付、(6・7) 6は11付加中1IIl'!'であり、外1(11には)"J-喰りが施される。7はJVlJ部のキ1IIi't.で 1:fu:にIfJfrtri -: fJj形

状のJI，'j付突伯、外Iflj には J~・ i4~ りが地される 3

181104屋内土坑

18K729 ( ドig.~4 、 ド);.1 19) 

弥生土器

世 (R) JII"JMSの 1&)'，でややAn1'1~ な J求!日をj止すゐ ， 1，土木任は326('111をぬjじし、Wrl(1I :向 )r~状の1"';付突怖を

l条施t。
18K783 (1"ig.24、Pla.Hl)

石器

1七川剥J" (9) イ1材lよサスカイ ト拠である。民さ7.5('111、11'1015目6(，1l1、仰さl.tCllI、北さ33.1gをItIillリ守るロ
1811240 (Fig.25、Pla.J9・20)

縄文土器

鉢(10、13) 10 131よサベて制II'tであり、 外1M~ -，よ沈線文を施す。13はJJfil' IこiHイl・をfTも・138J竹III;¥;1: 

出と J4Lわれ、制丈II，H~ lÌírJUJの JVf)1(;と貯えられる。

弥生土器

部(J 4・15) 14 IJ. fくi吋λJを』止する11村部制)J，で上IUIはヤや九みを'iiYぴる。151JJif部品111}"で千収を
'，!.する 応部からIJ阿剖iにか1)'てはほば11'(制的に立む |こがる。

任(16・17) 共に他紋のある兇状11似を日する紛IJ'，'であゐ。17は1;VJ1lii)巴に DIJ く ~~1åIS を ' !l ~~るものと思

わtLる

石器

行包r(1民 20) 18・19は外的)J'I':.JJ J隠を'，!したJ1¥>
山イ71止rである。 メJm¥は11町)J、体日1$に川j伝をJtl-十る組
イし を火山 1mから辺イL~~たれる u 1 Hはn.'(i製であり、 1<
dJ3AcI1l、IIIM4.9(，!ll、l引き0.6c1I1、，rcさ61¥.j氏、 19は似
iJe)t 'n 製であり、 J{ さ 1 3.2cm、 ~IIJ5. 3cJll、)1λt-Q.gc・lil、
，rcさR3.1gを，ll'iJllJする。20，よ内1:)巴を出しfニ*M反Y;製
のJ向型イi't!Lrであり 、メVglS は I~，j 刀 、 体部に 円iI~の車H孔

を点出1(li1)\ら 2 イL.rJ~つ 。 長さ l3.8cm 、 1111，15.4('n l 、 JI! さ

O.!kll1、Jf(さ85.2gをith則する。

181260 (円g.26，Pla.20) 

縄文土器

鉢 (2]-26) 21・22は11縁部調1])十であり、 21は外而

に沈純文、 22は内外1mにi主総文、端部に刺突丈を施す。

23 -26は細片で、 25・26は胎ょに附イiを合み、 26!よ焼

成t'ltr に 3.5mm の穿イしが穿たれている。 イIJJ~ l.も門知u式土

;訴と思われ、キrrr文(I，~イt前JU]の所践と号えられる 。

弥生土器

鉢 (27・28) 27はjしみを'lifびたil純白1¥をJi1，する。28

はJL~~I坤11)十で平成を』Ii し、Jh~径は 3.4cm を測る 。

勾-
内

J

'0 flf 
~ ~業
りささ鎮??- :: 25 

議Rりそ年 l議
" 23 26 

フ:iJ7¥以;
。 5cm 

Fig.26 竪穴住居 (181260)

出土遺物実測図 (1/3) 



31 

。 10cm 

Fig.27 竪穴住居 (1S1480)出土遺物実測図 (1/3)

1S1480 (l"ig.27、Pla.20)
縄文土器

外 (29・30) 共に11制部制nであ
り、 29は内外I師に刺突文、 30は内外

l耐に沈級文、端部に刺突文を施す。

fq畑.1"¥仁保と忠われ、純文ns'代IlirJUJ 

の前提とJ3・えられる。

弥生土器

鉢 (31・32) 31は|く'i:状J11付を?

し、 r1 作は 15.1('mを復J乙する。32は

10cm 

:1 33 
o 

Fig.28 竪穴住居 (1S1493) 

出土遺物実測図 (1/3) 

「く'j:状JI 1 *誌に椴やかな}JII~ ì~IS と、]!ほをムけ る Ij1 }~~の犯で、 JJII;J 11ISの 11~大

任はやや |・'.\I'~ にある。 JJ阿部から成市IS にかけてやぞいJifJした版部を1liし、

1 I ~を 20.2cm、成徳7.2cm、路~':j 23.3t'1Il を測る 。 外1Mに~~が小Jlfする。

1 SI493 (円g.28、Pla.20)

弥生土器

強 (33) r <午状jを!止するII ~*古1)の細H~で!阿部は張らない。

1 SI765 (Fig.29、Pla.21)

右器

行倣 (31) 訂材はサヌカイ卜判。て~.辺マ frJ形状を'rl.するが、先端部

は欠損する 。 衣而にはネガテイプ[師、 ~I耐には ;J~ ジテイプI師、盛1M)μ出

向ISにr'I然耐を認める。点|師1.:辺>>..ぴ央1Mイijfl.にリタ ッチを)111えて刀却を

作り/1'1す。1[.(さ6.9gをiij-る。

|斗盤 (35) はぽ円形を込したJ作製11J離であり、 イi材・は)'(円製である。

径は3.2cmlItr後、 JI/き0.4じIII、1[(::'6.8 gをiihllリする。

-38一

ζご〉

c:::二ご三〉

o 5cm 

Fig.29 竪穴住居 (1S1765) 

出土遺物実測図 (1/2)
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Fig.30 盟主穴住居 (151860I )出土遺物実測図 (1/3)

151860 ( I"i民JO ・ ~I 、 Pla .2 J ・ 24)

縄文土器

H (36 -38) 36 ・ 37 は 11付加の制}J1• で 、 JJfì Iに多くのi廿{Iを合む 36はr1似端部い中IJ突丈、外I(liμ沈

-:m-



制を施し.38'よ|人j外 I(ñ に i:U~

丈、端iilSに刺突文を施す。w
'tlll人L?品か?

弥生土器

~1， (39・10) 39は111壬11.8CJlI、

I)'(í桁，7Cl II、日:~I\':j7.&1I 1 を砲 1(;4-

ゐ，1ハ|同t似i自川川|目s，はよぺやJやJ九Lみをf仙i
IJ此J収\いi汚川叩1引'~II目11はi、|ド円4勺IJ戊Eを1ν1い'.-す4る 4(仰()川lは土|ハ1(作予
l川50似)('111をf主jじする。 (本出11と11純

白II~)境，-1~線を i認め、 1 .. I *~ i}11は

外jぇ気味に 1/'ち1:がゐ

1'~ ('J 1 18) ，11・12はfd・J
先の1((ì~;であゐ 11はわ、1

';: ~Ä ， -1m ¥，、I;JJ!U?を'llし、 Il(
if. 9.(i('111合f担Jl:すゐ ，121よ外
以L/" 11、J， (.~xの刷Jfî を I l;

し、 liUfIO.()(・111ルfV:Jl.する

(13 U liU'，11破片でIJ¥ifR.6C'1I1を

彼Jl.-Jゐ 1)¥白11から)JlIIJ/~IIへの

点九 |がりは純やかに|人Ji汚し

た1111線を4t¥'i< 44は 「巡し'(:
状い IHをr，lし、 )JI"Jì~iS は級や

かな 1111~\Iit を fl't'， く 1 1 if. IJ. 

28.6t・111をfi;:'じ4る ，15は|逆

!. '，' ;I};: Jから|く 7・状|へと
Ath J ゐ l交 I~・?の卜. 協 と込.thH

ゐ，IIHiihliil1はItJll(II: ffJ I路状

にややJJ巴P/し、 11 it::33.0γ111を

i%l )L;する r 16はややj毛めの
Iく';:;IkI 11似合 t11し、 111予
27.0cll¥をfll.J仁Jる。47・48は

1，~大任を 1 I ~査よりも)JIuJ i~11 にJ与

つタ イプであり、 11は出11はJし

みや，liYびた Iく字状J"*誌を
I ，~サ ゐ 171.1.111壬21¥，0('111をiJIIJ

り、刊はr11f. :30.恥ITI、)JI11]ffllll.( 

47 fI.1I 

4811'.‘ 

ん

内
川

λ
h
v
1
ル

nu 
'/6 20cm 
z 
ウ

I~ 

50 q '1， 。10m 

Fig.31 竪穴住居 (1SI860(2))出土遺物実測図 (1/3・1/6)

大it.61.1c-1I1をnueする大さ
さから部十n と 辺、われ、)JI，'J部には IHf lru 二 frJ)似たのlI~i1，J":先伶を l 条施す

官 (19) 1 1林市般J¥.で11任は2:3.持('111を仰JL;4ゐ "1 日I1から 11紙日11にかけ ての~jli~111よ ラッパ状に外l正 し 、

J党にはIDfrlli : ffJ 形状のIIMJ兜fi?を他サ ョ

Jt/jlj jィ~ (50) 1m!古11の雌l't-で総やかに大3く外J:，d る)IV~! 日11ftは 1 6.()rm を格l)L;し、外1mにはJ'J'検りが施さ

れている ，
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Fig.32 掘立柱雄物 (188881-883・889)出土遺物実測図 (1/3・112)
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掘立柱雄物

1S8881・P4(Fig.32、Pla.22)

石器

砥石 (51) 石材は安山岩製で民さ l l. lcrn 、 M:λ~~JM5.2cm 、 P/ さ 5.8cm 、 虫さ 570.0 gを計測する。点出

師及び阿側而を枇IIliとして使用している。

1 S8882.P3 (l"ig.32、Pla.22)

弥生土器

鉢 (52) r く乍状J を旦する 11紋持1Iで Ji.~古1Iは、ド成になる v 1 1 ~壬 2 1. 8('n! 、 Jt~任 8.0clll 、 mf高 14 .2cm を抱

Jじする。

1S8882・P4(Fig.32、Pla.22)

弥生土器

鉢 (53-55) 53はII t王22.0cmを復元し、 rI融自ISは級やかに外jメする ι 5~ は 1 1 Ü~ 21.3crn、成筒8.0cliI、

時間19.6cl11を測る。11 *球部は「く 寸:状」を吐し 、 /llIIJ古1IはJしみを ~-~:ちながら|二'1"0に l比大径を似つ。 l底部は

平成を ' J~ し、)JI.J 持11にかけては成却を立織するように内何気味に也ちとがる。 55 は 54 と II.Hl~な器j隠を ïJiし.

j点径8.2crnをiJII同。

1S8883・P4(I吋g.32)

縄文土器

鉢 (56) I寸村部制1)十で外1Mに沈純文が施される。)jfi1:に滑イ{会多く合み、円'iIlJJ'¥:士総と忠われる。

1S8889・P2(F'ig.32、Pla.22)

縄文土器

鉢 (57・58) 共に紺1)\~で外 1(li に沈机丈が施される ω )J台 卜: ~二十17 イ iを多く fTむ。

弥生土器

桜台 (59) 1.日~J 郎の破片で}i~任 9.6cm を測る り

1S8892・P1(Fi氏.33、Pla.22・23)
弥生土器

鉢 (60) )i~符 7.6cm を従元サる 。 内部は・ド)J'~ を 1 し、成mlから)J1uJ ;~11への合:r.がりはやや内的気味にιち
上がる。

予想 (61) J I縁部劇lJ) rで|断面fì J惨状の究~1i;; を貼付 I t 、端部い者IJみ 11 を施す。

'LI:! (62) 袋状門付の端部細川-で境には掛綿を，認める。

1S9892・P3(Fig目33、刊a.23)

弥生土器

鉢 (63) }.底任 5.4cm を復元し、 JJI~ ff'11へはほぼ|立制的に ï'r.ち 卜.がる 。

1S8894・P1 (Fig.33、Pla.23)

弥生土器

鉢 (64) 成径11.6cmを彼元する。円盤状に)回収したJiHi[Sを't!.し、 JJ阿部へは外)jへrt'1tlll気I!ょに立ち |てがる。

1S8895・P1(Pig.33、Pla.23)
縄文土器

鉢 (65) 円械部組|片で外面に刺突文が施される。

石器

行錘 (66) サヌカ イト 製の縦長越Jf~状ポlJ) i~ を利閉する 。 民さ 3 .6cm 、 Ilrlrl2.7cm 、 m さ 4.3cm を叶H!IJ し、

錦部の断I町形は変形を世する 。 長弘而にはネガテイヴ I (li を大さく践す。 ~製品か ?
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Fig.34 姻立柱組物 (188899-901)出土遺物実測図 (1/3)

188895・P2 (Fi~.33) 

縄文土器

鉢 (67) 網11)'，'で・外1Mにi:t純文が施されゐ。JJfi卜.に十IHiを多く合み、'/，'i111式 L:仰と思われるc

188895・P3(Fi只.33・Tab.23)

縄文土器

外 (68 ~ 71) 68はCI村間消11)'n: 1人l外rmμijilJ突文がbもされる。69 711よ外IfLiに沈級文を拍す。
弥生土器

現 (72) 1 IHi1:IS細川・で(く'川氏J1 1付を'j¥"4る、
船内 (73) ド日1)破片で脚部任は 11 .Oc・m をぬ J~tる。協1'1:が1'1:く、 1" ;~I) Iよ111111114るc
188896・P1 (jo'ig.33) 

縄文土器

鉢 (74) 外IfIIヒ此に刺突丈、干hi:にi:t綿丈が』もされる。JJfiヒにrI'f.{iを多く合む。
188896・P3(l"ig.33) 

縄文土器

鉢 (75) 制)J(で胎u司l't.{iを多く合み、外凶iにi:t純文が施される fr十illl.1¥I.iりょと思われる。
188896・P4(F'j氏.33、Pla.23)

縄文土器

鉢 (76・77) 共に目。畑式 |二協の紺1)¥'と忠われるのJlfitに十iT行を多く合み、外l耐にi:t純文が施される。
弥生土器

艶 (78) 1 1紋部細片で r<下状Jr 1付を'Il.する。 !寸律28.4cmを復元するω
188897・P1(Fig.33、Pla.23)

縄文土器

鉢 (79) 11&致活1)細川・で内外i1IIにi.:t線丈が施される。
188898・P1([t'ig.33、Pla.23)
弥生土器

H (80) fl作 12.0c lrl を似 Jéする 。 IIHì~rlは ( く'ド状」を世し、船上に微砂粒、 f{J1均イi、金主りを合む。

-4~ -



158898・P2(Fig.:s、Pla.2.1)

制文土器

外 (81) 外1(11に中IJ突文が施されていゐ JJfi 1. Lt微砂川、 1(1I刈イi、金主l誌をftむ。

弥生土器

兜(山 .s:n 山 (i )j~I'/ した I 1~li. MS(t" 'l1-j・ゐ .83 (よ械やかに外kすゐ 11付加を~I~し、 1 11fは20.()cllIをぬ

JL: -4る"

:':i: (刷) 't:':(の ~1j'1iilSか「バ，/~i)にかけての紺In で岐に は ItJf1(11 "刈Jr~")IIM.J突，;17かl条泊される。

;88898・P4(fi以.33、1'1<.1.2~ ) 

弥生土器

f兜d(ω純柿5引) rく'{~~状λJ tに二3鋭見< III!I山11山11した!刊lt作弘i削司;を a1l止;γい.ヘす‘
イ不';IV川v川j(似お以刈()ωiけ) 制制111ハ;で外|げ山(，耐11にH附庁丸がb肱IlRさJれLる。

188899・P2(Fig.3・1、ド1<1.21)

弥生土器

11-(87) 

J!:! (附)

j段目1;般)"でほ(1'9.1c'lIlを1l.lJ乙Jる。・n戊を"，!し、 {'ir内部t:Ci:r.叫した刊り とな円ている。
「く'川えJr I~:;'を ti; し、端部にしたがって制 く尖 り勾l味になる 伝

;58899・P3 ( 町民3t1、 PI(l .2~ )

弥生土器

III~I~ Jィ、(州) !州市1)*'111)'，'で脚阿部間は I ~ ，HC" 11 を f~lJ仁4る JItilJ 1115にかけて出111くI;i]与、端f¥IIは、li，JII.である

188900・P5 ( 1"ig.3t1、 Pla.2~) 

弥生土器

5兜1唱I，~ (ω90ω) 人大~)刷I，~リのJi(心;郎1引官|目5*制紺制~l制州11川1 )" 

るJ れl.ゐ

;.::( ( 9 1 ) ru"J ì~15 1，岐)"で|折I(tifiJH~}\のtL'11 ・j 突':i~. を 1 ~ミ地す。

188901・P4 ( F'i~.34 、 Pla.24) 

縄文土器

外 (92・93) JI，に釧JIで外1(11に沈線九が地される

弥生土器

剥 (9'1) fくす:状JII*'訟を ' I~'4る)}Jfi I.lよ微砂;j:もし てit..'ffg会合む。

日:ffi(5) 1 1 作 1 3.8【 ' 111 を 1U)じサる 、 出f? とし t-が他出柿の 'If(ì~れもあゐ 。

柵列

15A903・P1(Fi民.35、Pla.24)

弥生土器

ボ (96) ~I(l ~i5から|二 、j<，を 欠損した慌で1111'];iilli土大任24.5(・111、Jlf:1壬8，3<'川令測る ~i(ì白15 と }jJ i~11の境に!折田1

:tIl Jf~の lh'd.J':先イii '.i-2::条を施サ 。1J'f.古[Sは{'，レンズ状、fl.Ji去をほし、Jlloojtillにかけてのψら1'，がりはやや外的勾

I!本Cある 3

18A903・P4(1旬.35、Pla.2t1・ 25)

弥生土器

兜 (97・98) 97は11律28.4ClIlを1UJl;する Iく乍状I11紘を31し、端部ドかけてはj毛〈 卜'.}jへややJ'i

るぜ98はJi(ii[S破片で!戊任7，2('111を彼;eすゐ司、11.11'(をII!，し、IlIU]ff~へはJしみを悦びながら ιち卜.がる

出ri (99) IV~J;'111 ，よu'[線的に Iノ、ヤ状JI ï)iJさ、 )JJ~1 ~)，f:H:は 1 3.8cm を組元するω

右器

!ili.イi(100) イi~.A は安11 1 計制と忠われる。 mイIの民さ 11.0cm、制7.3('nl 、 JT(;:. 565.0民を，1I'iJIIJし、点目I(，i

&.ぴ側 l(Jjの~1(liを{iLi.1耐として仙川している 3
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1SA903・P5(Fig.35、Pla.25)

弥生土器

斑 (101. 102) 共に「く字状J1]*誌をJiiする。101はII f王 2 1ιC'rn 、 102 は 26. ，lem を ~~iJ乙する 。
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Fig.35 柵列 (1SA903)出土遺物実測図 (1/3)
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Fig，36 周溝状遺構 (1SX001・058)出土遺物実測図 (1/3・1/2)
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弥生土器

件(1(3) 1 11125 ::!(・111をHlJ己サゐ 1:1科目1I1付1111)I;_ひtf+: ì~lj外 1(11 は I，~IJ T~ 11 後ナデ、 1If~i~11外 1Mはヨコナデ、
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Fig.37 周滞状遺構 (1SX088)出土遺物実測図 (1/3)

体部内rMはナデを施サ 。

到(1011、106) 104は11似郎カ吋見〈外jえするもので111長12.0('111を復Jじする，円品求却はヨコナデ、イ本邸

内ItIiはナヂである。105は11付加内外luiヨコナデ、 (~;~ill人j Ifrìは刷も 11 、体行11外1Mは11りものため 1~1，1 ~i宅不 IYJで

ある。106は 「逆し'下状|を l止する11村部品rnJ，'で 1'，lmはfhiJ、にjしみを，J17びゐ。11似出1I内外IrlIヨコナデ、休

日1I1付 101 は ~1l!J1: 1-1である。

石器

!流行(107) イ{材は安山 Yi拠で}，t，]紋>>..ぴ点目l~r(Ijの・作1I に r:;x-! r艇を Ht.める 。 民さ 12.9('1fI、 1111ω .OC ITI、)l，~さ

7.6Cn1、ir(さ1350.0g を irhIliJ p~- る 。

1 SX058 ( ~'i以 36、 Pla.25 ・ 26)

弥生土器

不明 (108・1(9) jl~に持制は不IYJであるがpr愉りが施されて必り、 11枕端部の刺IJr と J41われる の

兜(110-11三) 110は鋤先形11械を日サる11林部細川噂である。府比のためJ司被不IYJo111'よ「辺し'j;:IJ(J

11紘を:止し、 11任32.2c・111 を従 J~する 。 1 J村部|人l外1Mはヨコナテヘ)IJ.~i¥:fS外1Mは刷 sf1後サデ、J11I1J郎|人l而は

ナデのi制整が1itめられる。112は「ハヤ状jに1mく作付却でl出IM'HわよlO.lJc・111合従ll:するコ

世(1 13) ~ln ì~ISから JJ阿部いかけての細川ーで境に|折 1(li :: frJ }f~の lh~付突'mごを施す。 外 1M ヨコナデ、内而はナ

デである。
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Fig.38 周溝状遺構 (1SX098・103)出土遺物実測図 (1/3・112)

1/2 ，，~ ール

石器

打鍬 ( l1~ ) J:作製打鍬で石材は粘似日製と思われる。先端及び基却を欠掛 し、 d提出lfii&び同紙は研j持に



よって整形加工される。

1 SX088 (Fig.37、Pla.26)

縄文土器

鉢(115・116) J~に体部の細片と思われる。 胎 Lは付tイ 1 .微砂粒 ・ 企'~ l止を fTみ、外IITÎに沈線止を施

す。同・凶体か?

弥生土器

鉢 (1l7) Il f~ 20.2cmを測る。持|勾は1'/<、 11緑町lはやや)Lみを併びながら外万斜めにIYtJく。

聾(118-121) 118は制い「く寸:状JI 1維を1し、JJlIIJiHIは jしみを，;17 びる 。 ~~肉は!ゲ〈、 IIrモ 12.9cm を

f耳元し、胸部内外Úfì は~i11j1; Uを施す。119はj事下で「く下4人」をli:し、 1If~ 12.0cl1Iを但;eする。120は
|鋤先状jから「く ，i:状|へ変わる将行WJの弾マややJしみのある「く宇状JLI料を'nし、 111壬17.()cmを彼

足する。121は版部釧H'で、ド成を』止する。

任(l22 ~ 124) 1 2引ま 11IIIJ 昨日制i'J'で外 r(l!に断lúj 二向形状のJlI'j付究~1:日;を焔す。 123 は J{Ei~11車IO )J，・ でj戊 ;yrs からJ11I1J

持1Iにかけては山線を.M，さながら立ら上がる。124，よj岐部紺lJl"("I)~作 6 . 8('111 を似)L;'4る。

1 SX098 ( l~íg ，38、 Pla.26 ・ 27)

縄文土器

鉢 (125 -139) 125、127は11料開細}rで|人l外1mに沈純文が仰されゐ c fnIれもIJfi1:に1版砂料，:.rI'{イi' -0: 
JtlIJ:を合む。128-136・139は外I町に沈純文、内rMはナヂを施ナ制11)'，'である r 130・131・13:1はlfii:μ 

i1;t~1を合む。 137は内外liJi に i:t純丈を、 138は外1M に沈線文、|人H而に刺突文をぬす 、 ';(.'畑J\.:: 1.出と忠、われるn

弥生土器

鉢(140・H1) 140はほ部制IJtでJt.E任2.9('nlをHliJる 此郎は 'r~ IIIで内外1Mはナヂである 。 H1 は制}J， で

11鰍古1I内外耐ヨコナデ、体計111人l外I耐はナデのIJlj喉である。

知 (142-146) 142は「く't状」円帥を日する紺1'".で I 1純計1I内外 [úì ヨコナデ、 )JI恥'~II外 r(JiIIIIJ f:: 1 1、内I(IIナ
デのjq，'J較である。143・ltl4は|く乍状J1・1似を'liし、外r(lIに煤がi'f"Vfサる。145，よ有利-fEのj向)~III細川島で

l仰向日何は 1 1.0cm を彼必ずる 。 146 は ' 17. II:E を 1止する li~ 向|洲"""でほ何7.3('111 を f反応する 。

山上司~ (147) ，出l昨日制Ui'Jで脚;'111(モは15目6('111を似jf;する。端部にかけて船内はiWく、外)Jへ聞く。

時計 (148) 脚部の制nで掛川1Iにかけて外以し、内向12Acmを似Je.9る。
1 SX1 03 (L"ig，38、Pla，27)
縄文土器

鉢 (149-156) すべて '，"'/ 'r.IIJ J'\ 上 限と}~'，われる 。 1 49 ・ 150 は 1-1 純白1I制ji - であり、!J白 1:に滑石を合む。

149は外lui1': i:.t線丈、 F )nこ川]隠のイしを焼成liijに亦つ。139・、 144は細川・でJ51は内外iuiに沈綿文、 152-
156は外I(]Iにit純文、 内而はナデである。151-155はJJ(i1'，に十「}行が合まれる。
弥生土器

弾 (157) やや知い|く乍状J1-1紋を fiけaゐ犯で11俺14.0CIlIを復元する。

右器

行的 (158) 行材はサヌカイト製で民さ 4.5clll 、 ~JM 1.7(判、 j立さ 1.O(.'T1l、 直さ8.2g を ~rhll付・る 。 1;端部

に向然I[!Iを践し、ifllJ辺にはキIlく刃怖を作り山す。

1 SX128 (Fig.39 -44、Pla.28九 31)

弥生土器

鉢(159-163) 159-161はバケツ型を呈するものでl底部は・lLJ氏を培する。1!)9はrl待lO.Ocm、成筏

6.0cm、 時，'，'S7.7cm を従疋し、 b道官I~から体古IHニかけてはほほl白紙l的に立九 |・ーがり、 1 1縁部はやや外反する 。

内外出iは工品ナデ、 外l自はナデであるの160はI11壬14.0cm、出向6.7cm、QfI'，'S10.7cmをiWJる。liE;'';IS ~I ' V.とに

焼成前μ事たれた作1.4CInの穿イしをi認め、削として利用されたものと思われる。161は159よりも・|回り

大きく、 11径 14.0cm、底任8.4cm、時 ~，可 12.0c:m を ìJ!IJる 。 160 ・ 1 61 は外国刷E日 、内|町はナデの間接であ

F

、u



る。162はIi_(部に脚部を2するものとjAわれる。円総書[1は丸みを-117ぴた「く乍状|仁|緑を長し、 u径
23.6c llI 、 JtH壬 5.5CJr)、現存出向 17 目4tH! を出IJ る の 163 は成者|昨III片でJif;任 6.4 c lI1 を測る 。 j民自1Iは ~11. J，認を呈し、

内外l而は耐IJE: 11を施す。

向上が(164-166) 164はJしみを'iifぴた阿部を日する網IIJtで、時|勾はほく U径16.4cmを復元する。153は
端部がややIffれドがった鋤先形I1*誌を世し、 1I~壬 32 .8CI11 を従兄する 。 166 は脚柁部の制j十で原告11内而及

，I
1
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Fig.39 周溝状遺構 (1SX128(1))出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.40 周溝状遺構 (1SX128(幻)出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.41 周溝状遺構 (1SX128(~)) 出土遺物実測図 ( 1 /3)
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Fig.43 周溝状遺構 (1SX12S@)出土遺物実測図 (1/3) 
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間滞状i量禍 (1SX128(助)出土遺物実測図 (1/4・1/3)
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ぴ脚部内而iはナデを施す。 外Ifòは府~tのため訓捗不明。

jt脚(167・168) 共に脚部の紺1[¥である。167は脚制作

12恥111、168は9.3cl11を測る。

?~fì (169・170) 169は脚裾径を欠wし、 111t 10.0crnを復元
する。170は1I i壬lO.Ocm、脚l，CtH"A9 . 0 e 111、出I'o':j10.2c.:111を測る。

現(171 191) 171は11径11.2cl!IをfV.J[;する。1I村部は 「く

下状lを:iiし、JJlu]部はjしみを'1¥1びゐ。172は11何11.0cIl¥を従ん

し 、 11似合I~は的 1111 した í<'同kI 11*誌をl止する。173は111高1Iの

制1)'(で|付 1M に ~~IJf; U Iq:，J執を認める)174 ~ 178は1"1付加制IIJ¥・であ

り、 174 176は向山した「く，j:状J11料、げ71J.1く'r:状J1.1 
f!)，、 1i8は 1j並 し 'j::~kJ LI紙を \l~'十る 。 179 1Sl!よ'p:J伐を1し

た収却械n'で179はほ任7.1c1l1、180はJif任6.0crn、181は#主任
7.6(・mをiJIIJる。182は「凸レンス状lをtilしたJKi111破)'(で成保

8.0<:1l1をilllJる Ji~部か ら胴音1Iへは曲線 を41'11 きながら ι ち 1- がる 。

JR3は r1ft，レンズ状JJiS.書11の "l ~たに焼成後穿たれた とみられる

川 }r~ 1イしを認めるr 似と してAIJ川された"r他刊があゐ。成作
7.5t・111をilWゐ 184 はjしみを 'liiびた I く す:状JII械を 'I~ し、JJ1'~~11

は)L < 、 Ji~ 1~IS L:l: i 11L1レンズ状JをjJ-~ ゐ ③ IJ!I~fiIIU大f引ょに{立に

あり、 111王 14 .0，・m、 Ji:E筏 6.6clII、 ?~I\':j19.5c・mをiJllJる。185は11

?で 12.6(，1llを似 j己する 。 rl *Jk ffllはやや 1"(綿(I~に0・ι1'，がり、 IJrr川i

はjしみをJ午九ながら応部へと民iJfJtるε186は11HMは|く寸:
状jを111・4ゐfi付艶で111モ15.0el11、脚内11任10.1('111、日3117j
21.()(，1IIをiJIIJゐ。187は111壬15.8clII、 JiE1予9.3('111、出I'，':j22.5('111を

iJIIJゐ。11料品は |く す:状jをIIIし、JJ'X，剖1(よI!'I，レ ンズ;I).(jをlt1

-4ゐ。JJlIIJì~11 は)Lく、 Jji大1f.は 1 -，fit・rあり、 19，1emをiJ!IJる。188

は fj控L'r:状|から「く乍状Jへと移行する段附の 1:片足と思わ
ALゐ。IIf壬27.0t:lllをf主Jtし、タ}lfIiμ叫かi.j-，.，v，-4ゐ。189U，、 I I. Ji~

を?し 、 )J引をお.Ot・m を ìfllJ る 。 IIII1Jì~11は l~ く 、 Jli 人;作 lよ"I (立にあり 、

211 .5 ('111 を測る 。 外 1Mに煤がi~ ~，，(サ ゐ 。 190 は! く 'Í:~kJ 1 1 純、

)i~ ì~ll (よ r 1"1 レ ンズ状J を '1~ し 、 1 1 if. 28.0Clll、JiHf.IO.OClll、?'ifl¥lj

41.3('111、IlII'J~II J比 大f王 32.6cll\ を illlJ る 。 191 は111を:B.(km、l氏1f

10.()CI1I、 ?':fIUj36.6('川、JJlI~ 部批よ?を39.6clll を 1JIIJ る。「く'ド状J 11 

t誌を日した 11村部 ド端部に突':ifを n~îi・j け、 JJI"J部は)L く応部は、I~

JJ:Eを:iiサるョ

合(192-193) 192は鋤先形11料を'ilするものと思われ、上

三三三--=ー=

ー・・・回・・ー，司圃圃旬固

-dS; 

I • 
1 i 

¥ ↓J グ

207 

208 

209 

o 10cm 
lー←.....--r-Tート一一一一一- 1

Fig.45 悶渦状遺構 (1SX220) 

出土遺物実測図 (1/3) 

Inl に任 2.7c川の円形作文を貼り 付ける 。 193 は無 ~4!1査でIIf王 10 .8cm を従えする。 外l耐に拡が什，.，Vfする

194 は球状1111昨日制lI ) rで )11 古I1はやや航った状態を II~'4る。195はlしみのある袋状11似を日し、 11界自11ff立に

l+.Jr 1M .:.: 向 Jf~のUMJ 突fi? を施す 。 196 は般綿のある貸状II~*を斗し、!líSî部は4リj厄i形にj;IJ< c ~If([部 と h1 ~i~の#~

に|附I(Ti-: 1IJ J隠のWiH突'i持を施し、 111王はlt1.6('111を似j亡するも197はI11を29.2clllをiJ!lJる。1I付(11Sは刷版iJ陪

に外j又し、即日11と1，J i'刊の境に|折1mfî'形状の~IJ!1兜，;17をWiり付ける。198は|寸何22.Hcll1、 Ji_主任9.6clll、時向

30.1cllIをillリる。Ilk:綾部は倒産自形に鋭〈外Ji，し、JJlIIJì1!S は~lIj ~R Jf~ を tする 。 J)'(mlは r1'11レンズ状」を込し、

~JI M と hJ ~~I)境にはl析 1M -: 角形状、 IJII~ ì~'11には11R IÙi fì形状の車IJIJ突，JiYをs.liり1.Jける。199，よ創出;か ら JJ!~ ，~I)にか

けての綱11)'1 で~'ÍJ'I ，~i) と )11 怖の庇γ断的ï -:角 形状日l片付 突併を施す。 200 はJif.作 8.0c・m 、 IJIIIJ ì~官 i比大任26.0(，nl を復
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Fig.46 周溝状遺構 (1SX310(1))出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.47 周溝状遺構 (1SX3102))出土遺物実測図 (1/3・112)
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Fig.48 周溝状遺構 (1SX315・475)

出土遺物実測図 (1/3)

えする ω 応部は半JJ:~ を世し、 JJ阿部に|折而:角形状の

突怖をu山り付けるロ 201 、 205 は底部破g.で204 は‘I~

1足、その他は irll，レンズ状jを呈する。底径は201

カ{9.3cm、202は10.5rn1、 203は7.4cm、204は9.0(目m、

205は8.4cll¥をiJlUゐ。

石器

TtTイi(206) 安山れ製で点克1m及ぴ側耐に4H良、

仰fI持泌を。ほめる。3JLイがのjミさは 16.2cm、中国は

12.9cJn、/1/さ10.3cl11を測る。

1 SX220 (1可g.45、Pla.31)

弥生土器

潤 (207-210) 207 -209は11材部制11);-で11村民1I

は「く'I:状|を.Jlする。209は胴行1Iに|析Ifiiベ角形の

l!，'i f・H史':i¥'を施す。210は干j氏を J，~したj託部紺J) '，~でj氏

任6.0('01を1lLJeする。

1 SX31 0 (ドig.t¥6・47，1'1<.1.3]・33)

弥生土器

鉢 (211) IIf'U3.4('m、JiHt5.2rll'、協，I':jR.3('111を

測る ω JI支部は‘Ii.lr~でJi~ 5~1から円t量計1Iにかけてはは t:t

lI'f~~UI{jに 0・ 九|てがる。

艶 (212--224) 212・2J3はfi'1.J却のj託部車111J'r'で

あり、 212は脚Timl任9.2cJ!I、 213は)向1f1' ;'~IS任 JO.OC'nl

を f~]じサる。214-216 は‘Il. ll~ を )11. した府内1I制11J'r'で

あり、 211¥はJi(任6.4('11¥、 2151よJ)H1:7.8円n、216Ii))民

f予6.5('11¥をilllJる。215外I(IIには叫Jが!以くf.J~(fずる U

2げは11 1ì: 20.l\('1l1を f1i)~する の 11付 1~llli I'.)jへやや

)x りながら|く '{:~kJ を。，1する 。 出向 lii砕く、外I(ri

は車11 1かい刷 B I I ，OIoj~を施すの 2 1 8-224は「く'下状J

r 1似を"~サる 一m，である 。 218 220は「く 'j<状J

にhIi1111角が大きいが221-223 IJ. )'，: IA i逆し'川氏Jい
近い状態である。224Iよ鋤先j隠11倣をIAし、 11紋外
而iド位に断1m.:JfJ形のIIM.J突'li?を施す。21Hは1I符

25.2cm、2191よ27.2cl11、220IJ.I Hf:29.2c川、 2211よ

31.0clil、222';1 :32.0(:1¥1、 223は34.0t01をfU)[;する。

221・224外山.には煤がH..，'ffする。

伝 (225) 1 1径30.'1crnを抱兄する。IIHf1f1は鋭〈

外ばし、 111却は張りながら l胸部へと 1l~IIIJするω

向何~ (226) 1:而が‘I'-JII.で鋤先)f:H1 械を日する。

J不)~IS外 l(lÎ に断的1 =三角形の!l，'jf.J'突'lif、良市iにはH掠り

を施す。r1作~ 32.4じ11\ を fMJl:する。

桜台 (227-229) 227は11任10.6cll1、228は1I径

9.5elll 、 229 は脚掛:1予 1 1. 2cm を IU)cする 。 MiL も IJ~J

輯はナデである。
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Fig.49 不明遺構 (1SX116・121・274)出土遺物実測図 (1/3) 

石器

イ?鍬 (230) 扶りのある正て角形状を宝する瓜刷行拠行倣である。プ己j隠で側辺に出mかいリタッチを加え

て沼昔ISを作り出すり民さ1.8αn、111日1.9cm、fQ:さO.4cm、屯さ0.6gを，thsl)-9る。
1SX31S ( ~"ig.4 8) 

縄文土器

鉢 (231) 外国は沈純文、内JJiiはナデを施し、胎Jooは搬砂粒 orl↑行・金3ほを合む。円引U.r¥1:協と思わ
れる。

1 SX475 (F'ig.48、Pla.33)

縄文土器

鉢 (232) 外聞はit*Jit文、|人JI由はナデを施し、 lf:土は微砂粒 .ii']-石・ 金主母を合む。 ??畑式上出と思わ
れる。
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Fig.50 満 (18D585)出土遺物実測図 (1/3・112)

弥生土器

兜 (233 237) ~33 2:{5は純やかな「く Ij';IJ¥ J 1 . 1 特を FI~-4・ゐ制!'t.で2:35，よ19.0('111をft.AJじ4る ~3(_j 1よ

Jjr.1で7.0('11¥をiWJゐ 、 r~Ji( を'，\し、 J)'( 古11から体 i~11 にかけてはめ 1111 しなが() li九卜かゐ，237は・Ii.lis::を'1~し、

Jir. i王iUkl1¥をilllJゐ Ji~;~ISから{小川にかけてはJi'(MS をふ11地しながらもはばII\~官 (I(] に 、L 九 1.がゐ

九:':((238) 1 1料 ì~11制n. "('伶糾のめゐ持;I)~IIH を ' 1 '. Jゐ

?:~fì (239) JÚ:ì~11紺I l't"でIV~Itl，':作lよ1~ .()c lll を 1~1;己 4 ゐ ( 1人j外1(11は!lliJ(11でt;品目1Iはヨ Jゾデ。
不明遺構

18X116 (Fi民A9)

縄文土器

S-l-(2・10 2.13) -4 べて制n で外1(11 に i:t線止を仙十。 ~IIOのみJJfì J に前 イ i が'(~t uゐ
18X121 (FigA9、rla.33)

土師器

小IIIl(2114) 1 1 ~t 9.2('m 、 Ji~í t. 8A(・ 111、時I'::j 1.3(' 1 11 を何 j己 4 ゐ 。 外Ji~lt 1"lllt}、糸切りで内外1(liはヨコナデで

ある

瓦器

地 (2-15) 1 I *îl'~íll車111)'，'で|人l外1(liにミプJキを施す.
石器

i拙aイμi(ω2116 . 2別tI7引) J共bに安11山11'<'山;製で1官側11州川11目IJ.i辺旦に向帥u打打.帆をを.sddめる 2剖116 は lμ主 ~ l凶5.5缶('川川' 1川l日川l日1 、 申収川1，112.j ('111、lド州'りVμ/ささ.7. j ('刊何('n市n1一l刊l叫1
247 ，はよ J~さ12.1tl川II、中M7Atlll、lμさtI.5cm をiJliJる

IiJf1i (21R) イ:ï~~ は砂 I;j判で Il!IJjllを瓜lfilとして仙川しており、利|かL、線状扶助、を必める
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Fig.51 土坑 (1SK01 7・025・397)出土遺物実測図 (1/3・1/2)
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Fig.52 土坑 (1SK400(1))出土遺物実測図 (1/3)
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1 SX274 WigA 9、Pla.34)

弥生土器

川 (249-251) 249は断凶そ角状11結合!11し、端部に事1111を施す。250・251は「く'r:状jを屯する，1

一「
/
'
吉川

、、

， ， ， ， 、、

。

Fig.53 土坑 (1SK400(2))出土遺物実測図 (1/3) 
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ζコ。
Fig.54 士坑 (18K400(3))出土遺物実測図 (1/3) 

t求部組IJ'，'であり、 251は1Ift.22.0【・mをH.l;こする B
~~f î' (252) I I if:は11.8(・11'を似j己4ゐ 外IUIはヨコ寸デ、|人11耐はI.!リデを地す
澗

180585 (F'iK50、Pla.34)

弥生土器

10cm 

知 (253 255) 253はI1 if: 33.6('川、j点作9.0e01、出，'，':j31.3cl11をilliJゐ 「巡し'j-:状Jの1I紘却を~jt し、 IJI~J
部から Ji~ ;~I~にかけては級やかに (.lIj1111する o!JII1J ;'(IS /11人作は 1:(II:にあり、 Jj'(;~i)は .n戊を'止すゐ ι lifttilS内外

1M Iよヨコナ デ、外 1Mは j ・ 1がな ~lilJr. 1.1、 I)，jlmはサ デで11付加付近t.H1州11・ ~U を必める。外1(11 に煤が十J' ，{f す

る 。 25~ は I く 'i:状J IIHを"~し、 I~ I村部|人l外 1(11 は ミ1 コサデ、休;~I)I人j外 1(1 1 は1.Jt.ナデを施 -4 f} 255 は、I~J/~

を'，!.した Jj'~ms車1lI J'r'でJJ'~i手 R.O(，11Iを iUjeする 。

石器

航行 (256) )jfl.状の(11¥ィiで卜部を欠10サゐ 3 令1(11を(ll¥IUiと山川しており、全てのIflit • 制実IJ~.以跡を必め

る。制作j毛6.55(:01、制1.3(:11'、lυさ1.0('m、坑さ16.2g を，11'm村ゐ。 イ i~~ は泌1;;. と足l、われる 。

土坑

1 SK017 (Fig.51、Pla.34) 

弥生土器

兜 (257、259) 257 は IIN抑制 Jì で 1I村部内外1Mはヨコナデ、外 lfu は ~litJ 色 IJ 、|人JI耐lよナデである，

258 ・ 259 は・|ι此を世する Ji~1'(IS <<.~II J '，'で外1MAlitJ T:: 11、内1Mナデを施す。2581よほ任8.0(，Jll、 259はJJs::lモ8.6('01
を ~U}[::する 》

イミIYJ(260) 内外1簡はヨコナデで外I(riにH格りを施九

石器

イ7鍬 (261・262) 261 は先端を欠wする 。 脚msはイ{脚が~'，ï.く後い修彼された可能性かある 。 ィ i材は!.I.\IIit!

イ i製で、ゴ1(史的| に剥片 11寺のネガティヴ耐を大きく叫す。 -t.k:り 1~1& びイI側辺の|山Ij1(11にヰIIくリタッチを}Jnえ

て刀部を作りIHす。現存民2.5cl1¥、申1，11，8('m、/1/さ0.2('111、if(さ卜1gをIIr測する )262は;布;ll.-:j(J Jf~状
を込し、 k:胸I~捕を{tl'fかに欠mする 、 行中止lよサヌカイト拠でゴI(~kIflIに制かく 1:¥kHを}JIIえているοi之さ2Acm、
111M l.2CJll、 r/さO.4crn、1[(さ0.9g を IlrìJlrJ ~する。

1 SK025 (F'ig.51、P1a.35)

弥生土器

聾 (263) 干成をft!.する細川でII'(任R.4('111を彼厄する。IJ，lj瞥は外IfrHlilj[;11、内的iナずである。
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Fig.55 土坑 (1SK428・430)出土遺物実測図 (1/3) 
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1SK397 (Fig.51、Pla.35)

弥生土器

盟 (264-269) 264 -266 は 11林郁細川'で 1 1村形状が「逆し~j:状|から|く 'j:状j へ移行する過性的級
制|をi]ミすものであり、 26t1はn1を24.0cm、265(よ11任32.0cJlI、266は11 f王35.4cmを仰J己する。267-269は
‘n氏を1するl底部細片である。267はl託方1)の伴内がやや1'1く、liftモ8.4ClTlを{lIjじする。268・269は共に成
f壬9.4cll¥を{Mjとする。

sd! 

鯵il器

¥ートィ;tls
" '1 

30211/11 

303 (1叫

t ， ・，

i醇
297 tI川

~ \'i~下 4 三ξ三ラ

~ 

添いljf

301 !I 別
112λ守ル。

1/3スケル。

3061111 

Fig.56 土坑 (1SK451・495(1))出土i貨物実測図 (1/3・112)
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Fig.57 土坑 (1SK4952)出土遺物実測図 (1/3) 
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'，:':i_ (2 7 () ) m，~ ;~IS の!暁)'1 

て外1(11にIDiIfil Ti)1手状の1I11i

H突仙を地寸 M~ 大 t~は

2~ .5t1l1を従J己する

;fぷTi(271) 1二端;?日の
出111)'1でIlft9.()(.ltlを仰JG

する ， J，~ ~慢 lよ外 IfiÎ l(!IJt 11、

|付luiナずである。

1 SK400 ( F' i g ， 5~ -5，1、

PI;t.35 37) 

弥生土器

鉢 (272) IlhU7.0C'1l1、

JlHfG.()c1t1、 日:;山8.Hfi('It1を

彼j己する 1 1**;Ii!S(よIj控L
'j<状lを113し、 IJI"J;~II は Jし

みを仙び、 Ji'~;)-11 (よ・II.J/fを

il!する |文11111岐合したc

l河川、 (273) 鋤先JIラ11

献を 11~する 11村 ;~I洲u l't.で

ある 3

桜子i(27t1l )山l糾iti! は
1 t1.t1 t・ III を 1~[Jl:し、 IJ，'，ltをは

外1(IIIIi1Jc: 11、|付1mナデで
ある υ f也 ~:fH\であゐ 11]' 能

性もある。

兜 (275 286) 275、

278 ・ 28~~ 山6 は IIHHヨ

状が r;近 し，i:状Jから
「く'{:状Jへと将行サる
段|仰のものである o 275 

lよ11何日2.0(，1HをiJIIJり、1.1

付加内外1Mは可コナヂ、

J11IIJ i~11外 1M は IlliJ1: 11、|付1M

はナデを抽li-4 276は11

ff己3.0('111、Ji'fff8，8<'llt、

日:;山 2L.O<・ 111 を ìJIIJ~ ち 1 I ~;~ 

{1111人l外1Mはヨコナデ、lJIuJ

i'iII外1(11はi削t.11、|付1(11は

ナデを地 4 277は刷白11

1岐)'1でtJ'央部にn!)('l1tliiJ 
後のイしをti温める ，278は

111手18.9cmをfUleする.
)~ lui )f1，i Hのためぷ!快ボ

¥ 

d総肉、
下)トi
wliN 

んI 315 

‘ 、

。

ャ

I 316 

10cm 、、 317 

Fig.58 土坑 (1SK495C3')出土遺物実測図 (1/3)
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nJJ) 279 は「ハ下状J に 1)甘 く台小H!~の収1~1~般)'1'でl肉Ifi任9.Rc・111を従兄する。2問 、282は、T;.底を'iする成日IS
綱j十で280はほ径9.6('111、281は)~fi9A('11l 、 282 は 8.8じ川 を従}[:する。 283 は 1 I f~29.3c ll\ 、 284 は 1 1 作

36.0cm 、 ~85 は 1 1 if. 36.Gcl11をil¥lJり、 2郎 、285は肘粍のため品Mf，~不 IYJである ú 28sは36.8cmを抱冗し、 1:1

縁日I~内外 1[11:.1コナデ、fII'iJm¥外而!jjl]r;nを施す。
ポ (287・288) 287は無泊1也で11何24.0('111をi-II)じするの外1mの .t11sにIIIIJt ] lln，I，J~盟泌を {置かに i溜める 。

288 はj収 i~IS車IJIn でほ持ISはやや」しみを，;17びる の J以内7. 7e 11lをf足元する

石器

i流行 (289・ 290) 共に縦民の川慨を利川したもので1j1火持ISまたは川村のー日ISに仰H泌をtaEめる。289は

I，J;さ 10.7<・111、IlllJI6.8t・111、)!，J.さ5.0仁111、i喰さ495.0g、己90はj毛さ 12.0C'11l、1JIh17.5t・11¥、Jl/さ2.8c‘111、1ftさ577.0

E--，f/二コぷ=
320 

，，，! 

'

ー

'l
'''i' 

j
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i

一，，d''' 
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，
 

d

，
 

，ー，a'' ，
 

、、
， 
" 

。、、

、
s 
h 
s 
h 、
‘ 、、、

， ， ， ， 、、

318 

319 lwJ~ 

戦闘
， ， 

， 
a・

。 10cm 322 

Fig.59 土坑 (1SK495(4))出士通物実測図 (1/3)
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Fig.60 土坑 (1SK495.5 )出土遺物実測図 (1/3) 
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gをμIilllJ -4 る ε イ I~~ はイミ IVJである

1 SK428 (l"ig.55、Pla.36・37)

弥生土器

鉢 (29]) 1 I ~~m~馴jヤで 11紙1~IS1人j外1(11，よヨコナ)""、 休部内外[(11はすデを施4) 
，，~ (29三・ 293) 292 はItf. I~ß制l'J"で、I~I;( を 'lt すゐ ijlli] 日1)へは jしみを~ ，~‘ちながら立ら 1 :がり、 li(i千:5 8('111を

ぬ足する ，293 はm~hl)*-IIIJtで外1(11に|析1Mii形仏の111片付兜仰を砲す ，
右器

航行 (29~) イ l 糾 lよ砂(~と以われ、 plljl (J 1 を MtIfllとしてfi!!)I]しており、 fm分的に綿去IJ~j..lを idめる o l~ さ

17.5cIII、'11M10.9('111、11/さ0.1<'111、。f(~ 1630.0 14をiililllJサるv

1 SK430 (I".i只.55、Plu.37)

弥生土器

虫(295) ソl~ iJl引ヌ| は |叫 1M持介したもので r 1 (~35.8(， 1 1I 、Jis; 1f. 9.7c III、出 1"':) 3~ .OCnl をぬ ιI ゐ 。 |く rj~:状」

11紙北 びlJ\ì~IS 'I"li( を JI!.する。III"Jì~ISJí~ 人任{j: 1. f、tにあり 32.2('mをぬJ止する
1 SK451 (I<'iバ.56、Pla.37)

縄文土器

鉢 (296 299) 剖，1 は IIHi~IS制)'1'で外lniに*11突丸を地寸 IJ:，J棋はlJ;MmSはヨコナデ、|人.J1(11はナデである

297'" 299は細川で外耐に沈綿えが仙される 299のみJJfil' t.: I'i'l'.( iがfrまれる。

t-一寸 ~ 325 
323 

て¥ /川 ¥¥
326 

72 
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、
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o 5cm 

338 (1 υ 
112 ~ケール

o 5cm 

Fig.61 土坑 (1SK521)出土遺物実測図 (1/3・112)

、、

弥生土器

兜 (300) 千成をJ1Aする応部制片で)1/. !tf.である。 j削壬は5.6cmをilliJる。

石器

撒?~ (301) 行材はサヌカイト製でJ:iilJ1Mに1'1然IITiを大きく伐す。剥J¥'u，yのネがテイヴI町をnllir耐に認め、

メV;~lstJIl 1:は部分的なリタ ッ チを JJIIえて作り 出 している 。 民 き 4 . 1 cm、 中M5 .0cm、以 さ 0.5cm 、 ïf~ さ 14 .0 g 

をliI'測する。

1 SK495 (rig.56 -60、Pln.37-39) 

弥生土器

鉢 (302...305) 302 は腹部制片で‘ド収を 日する。 303 は縦覧iで 1-1任 1 2.2じ I!Ì 、 J/~任 7.0clll、出向 1 1.0cII1 を

復 jëする 。 ìI.~ 下で 1 1縁部内外耐はヨ コ ナヂ、 体制i内外 l師はナデである。 304 ・ 305 は「 く 乍状J IIHで即日j

市ISは的 1111 したAr31;R拡を 'I~ し 、成部は、f-.rl l.ではな く 1'((かながら I~.底 と な る 。 30~ は 11任 1 1.l<.:rn、 Jif;径 5.4cm、
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Fig.62 土坑 (1SK614u))出土遺物実測図 (1/3)
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出I""S13.1cl1Iを測る 。 11村部内外出ヨコナデ、胴Øl~外而は刷壬 IJ 、|付 I雨上位はナデ、下位は工n-ナヂ後ナ

デである。305は111壬15.0c:rn、底1壬R.6CI1I、持，¥，fJ16， 8C111をiUlJる。11縁部内外l町ヨコナデ、 j胸部外Ifriは刷も

円、|λj的iはナデである。

班 (306、318) 306はiH壬33.2crn、!説得ll.l('m、器内18.9c111をiJ11Jる。「辺L字状」から「く字状」の移

行JVJ にあたるもので、 j反問1I はすrJj:~を』Aする 。 調整は 11付帯I~内外聞はヨコナヂ、 ßliîJ t~l}内外 IHíは刷毛円であ

る。307はυ械部上而がメしみを柿ぴた r< ri:;I，I¥J 1 1紙を吐し、 U任22.0cmを彼Jeする。)J岡部外阿は刷も
け、 |人J116 は ~lìlJt 日後ナデである。 308 は「く'川刈 11械を'1lし、仁田はjしみを帯びる 。 1.辰吉I~は平成を♀し、

1I任23.0nll 、 liH壬 8 ，6crn、保山 18，8C:1I 1 を ìlliJ り、，~:.J ~院は r 1~\*I~~I"J外刷はヨコナデ、)JI~JIlilS L:.1直内外luiはナデ、

)JI~J 111~ fW:内外出は刷IIIを脇す。309は鋭く同出|する「く乍状J11械を，r!.し、 rl1をは25.1clI1を測る。品!

捗は1I枇mll人l外I(IIヨコナデ、)JII附i外17111二[、Zはナヂ、 lJIuJi~11 1;11/:外1m>>..ぴ内J1liはMllJsIIを施す。外而に煤が

1，J ，，"1-するじ310は「く，(:状J1 1紙を:止し、 1'.I()j 1ま純やかな九みを持つ。1I符μ.0C:111をぬJeし、伊!鞍は1I
村部内外 rfii ヨコナデ、 IIII~erl)外!面は同IJt"、I)'J1mはナデである の 3 11 は 11 何 26.~k rn 、 Ji主任 8.2çm 、 時JG

23.9cmをiJllJ;る。「逆L'j<状J11締を IJ.し、 j氏古1Iは、1'-ほをばする。)JI，;J抗15最大径は 1-.f立にあり 24，8(;111をiIllj;る。

IØM披は 11鯨邸内外而ヨコナデ、 JJ~Jm~外而はIlllJl:: 11、|人JITI1 は I~IJtr 1とナデを胤す。312・313は、11./，段を民す

ゐ応部~\IIl Jtであり、政部から !JI~J部にかけて 312が外反するのに付し、 313 はややメしみを持ちながら内向す

るJ 312はJiJ引を7.9Cnl、301はJi.E任7.0Cnlを測るc 3111は「ハ乍状Jに1mくず?付到の底部倣n.で叫Jfi任は
8，5CI11をilliJる。315は|く乍状.111似を』己し、 r11景28.0C111を彼7己する。調整は1I縁部内外1(I1ヨコナデ、 /JI1iJ

l~IS)'} IIIIは刷ち[1、|付1111はナテ'である。316は)1，Af.で外反するil林郁を地し、 1I径34.7c:rnを御£する。I凋

盤lま Il緑;~I~I人j外rM ヨコナデ、 Jjl"J部外l市はAlllj毛 U 、 |付 1Mはナデで内外 l(rÌ に;煤が小JIIYJする 。 317 は鋭く 111\1111し

た r< '1:状J11触を日し、円筒29‘3C111 を 1~[Jëする 。 !lI1~ l~IS JI止大作はヒ{立にあり、 30.0cmを彼元するの制幣

は1I緑部内外Ifliヨコナデ、 IIIllJmS外IfIi>>"ぴ内luir.fω剖111JE: 1-1、内|自iI司、Zはナデである。:118は以IltlI1.反応した
もので111を29.3cffi、11'引を9，6<:T1iを1UJeする。II総部は r<字状」、成長ßは‘rLlt~ をほする 。

世 (319) 岡市が張り、 II ~宮市1Iは!:QJ削)f~に外Jiする 。 1 11宅25.8crnをifIJJり、 !寸緑ms内外toiはヨコナデ、 Jf4
m外1MはXlllJt; 11、|付1Mはナデを臨す。|人Jlmに 1次焼成の煤が付lI'ffする。
，\'~J，不 (320-322) 320はI1鰍端部制)¥.で鋤先j隠を'iげるの内外耐にJ'j-檎りが胞される。 321は脚持11般)¥. 

でl即掛H壬は I9.8cm を ìllil る 。 l山11~IS外|市の ・ i~ISに ~llll ち 日 を認める 。 その他は別粍のため訓税不明。 322 は 320

と|寸 ・lill体である可能性がある。長1Mに)'1・喰りを施し、州市1II付前iはミガキ、勾:古1I及び脚位ms外flriはAlllJt 

11 、 l同l .tl:古ISI)~ 的iは 1:.n.ナデのluI，]聴である。

立脚 (323) 1 1任4.6cm、Ii.E任8，2C'Tn、 時1'，'lj8.5Cll1をiJWる。1・'.f端部はru1んでおり、別唱をはナデである。

a~fì (324 -329) 324 は 1I筏8.0c:m 、 }~H~8.J(・lH， ~~，'Jj 6 . 1 c l1\ を復;[:-4- る 。 J日戦はヨコナデ及ぴナデを

施す。 325 は II fモ8.8CI1 I、成作 7，4cm、神間7.4c・m を ìJ[IJ り、端部はヨコナデ、体m~内外1Mは1Il IJ @IJを施す。

326 は 11符6.6cm、 JiÆ符 7.4cm、 ~，~ ，\':j6.9cmをiJllJり、t出荷1Iはヨコナデ、 体制i外国は刷1:11、|付師はナデをh¥ti

す。327・328は脚部細川・である。327は胤何12.2cmを彼兄し、ぷJ1長は内外l市ナデである。328は成筒

16.0cm会復兄し、 IO，'J快は内外岡ナデを施す。329は11径11.2Cll1、 j必径12.0cm、路市19.5cmを測り、端部

はヨコナデ及びナデ、 体邸内外1mは工Jlナデを施す。

右器

前打 (330) 石材は安山岩製で周縁及びrl-l央官1)の一元[Sに拙打~ii を認める。民さ 12.8cm、 1~I，l4.8cm 、 P/ き

2，9CIn、 mさ245.0gをIHmlJする。
1 SK521 (Fig.61、PJa.39・40)

縄文土器

鉢 (331) 1 I縁部車111)1'で端部にポ11づ|丈、|太]1的及び外IfU円、μこ沈純文、外|面上位に刺突文を脆すoRfj i二は

微砂粒、 金'1~ f立、角閃行を合む。

cu 
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11訓

357 (1 11 

1/4 ̂ ウーJ~

o 10cm 

113スウール。 10cm 

〆/一つ
Fig.63 土坑 (1SK614(2))出土遺物実測図 (1/4・113)

355 

356 I1 :1) 

Jノi

弥生土器

f斑~ (332、:135) 332は!什H任壬l凶8.0仙('J川11を花従lle乙サす.る。1じ1]斗|凶車似誌おi剖部司郁削S1伴内λ付19タ外トいl耐酎ヨコ7十r、JII品I"Jì~1目S1ド内J付サI(州(1川IIは:1.唱}凡Lナデ、 外而は
!恥iれ?叫↓比Cのためi訓J訓H耕存イ不~Iゆ明p則]，でPある()333は 「く'(:状J1け!同車料tをEiA1し、 1 1ft 1 6.2("11 を ~UJLすゐ)，JI，]棋は11料品内外

1mヨコナデ、IJloJmSI人l外iIfiJ_只「ナデを脆す)334は、!とJifを宅するl旋門11制I'tでJJ初予8.2rmを御Jr:.-4ゐ。335は
f/~ i~II'll ~ ì~ilに任 lcmliif1:去の'q.イしを-lJ'f}i比Ijirに臨す。

侃 (336・337) 336 は 11村部制J'tで使紛のあゐ持状II*'誌を :止する~ IJtt内需は|人l外1mヨコナデである。337

1よ、 1 1.成を' ， 1. し 、 rj~f世 6.0('1 1) を illlJ る " !JIIIJ ì~IS は~lTiJ;RJI~ を 111 し、，d，'，J被は|人JI耐 r:nナヂ後ナデ、 外1M Ut.ナデを施

サ |付ItJiの .rmに爪痕跡を認める。
石器

不IVJ(338) 的1111した破片-でイi~~.は砂 Il;' 製である J l:端部の・部に任31l111tf'Un.の律孔を必め、現存民
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Fig.64 ピット (1SP343・416・457)出土遺物実測図 (1/3・112)

~ .3cm 、!制TIJ1ω.1CIηJlIハ、p仰」さ1.7 ιc刀叩mし、 if( さ101.β6g を11汁rilllJリIJ""!すtゐ。
1SK614 (Fi 必仏.62. 63 、Pla.40 ・41) 

弥生土器

鉢 (339) rl任23.4(;111を御J[;し、 r1村部内外1(11 ヨコナデ、体部内外国~IIIJ"[;1:1を施すの

兜 (3~O ・-347) すべて11村部は「くサ:状|を tl~すゐ 。 340 は 1 1任 23.0('111 を仰元し、 1 1 *~ ì'fIS内外 Ifrì はヨ

コナゲ、 刷ì~'IS外 I(IÎ耐IJ "[; 円、|付 Ifrjナデを施す。 34t -3iJ 3 はIII"J 市ISが11~らないタイプ.で Idld*告は 11紋部内外聞は

ヨ コ ナデ、1II1~部外1mは刷 ちU 、 I)~ 1Mはナデの IJr~ lf.~である 。 34 1 は r I株怖の出肉は帥く}lIul~iSはり子である 。

3~2 は II任 1 6.0(" 111 、 343 は 17.2CJìI を似 jとする 。 344 --347 は、ド出を旦する Ji~mS制)'1・であるω344はl在任

6.0elll 、 345 はJlf.作8.2('01、 346 は IIO~任 J 1 . 2(' 11\、 31 7 ，j:]J'~任 8 .0cm を測る。

一77-



r--l ーミ
368 

i
 
l
 

l
1
0
・EI
l
l
-
、

l
 

i
l
-
-
¥
 

f
IJ
I
l
-
-

369 

372 

ー

1
B'
l
i
s
t
-
-
t
 

l
 
l
 

l
 

aEEEE'aEEPI--E回目，
EE『
laEZEE'aa目

， 、 ， J ， 
‘ ，  '-'1 

一一一
一一373 

370 

376 

tア二一一「ーく

「
ヨ「
|

1

1

p
、
日

、
‘ 

山
川
恥
州
川
リ
川

t』
j
i
l
t
-
t
f
1
1

t
'
J
H
μ
ム
リ
v-旬
、
ー

、、内H
1

、iH
t

‘‘

、1
1
1

d
Hい
目

。 10cm 

375 

Fig.65 ピッ ト(1SP458・461・465・627)出土遺物実測図(1/3) 

"[( (348ι35]) 348 は械線のある袋状円付を Fii し、，-，伐 20.6cm を従 Jl:する 。 ~<lJmllは削制服に IJfIさ、 ~<lfi

者1Iと阿部の境には断的n..::1]))隠のll，1i付突.mょを施す。349はltlmS創IJ片である。到汚訓部|目lと川出剤部1Iの境lに二はI断U析Irl師師 i向究-

，僻;肝作を)1山りイ小‘

i郎?司刊|目S~車剤紺細~唱叩u田ll J '，'でJi~何9.0ιm を ìWJ~ Q 351 は 、~l成を没し、 j底笹川.2C1i'を1UJeする。

不明j上製rlll!'(352) 断面辺h形状を f，!.する 1:製fillで1:1面は刷!;Il、側iuiはヨコナテヘ ト'1111はナヂを施す。

|二 ms径 7 .6cm 、 下方IS径6.0cm、時~，'Ij2.ltmを観Jeする。

，'，Jj祁 (353) 1 ，鯨端部を欠叫するが鋤先形11械を2し、 |二 I(Ó は 'r~JII.になると込lわれる。祁告1Iは深〈脚部

は「ハ'ド;1犬jに大きく 1Mく。r，付mS I人j外 1m ・ 突併白IS ・脚慨荷15は ヨコナデ、原告1I内外rfi1&ぴ脚部外l耐は~dlJ

E(:j、脚部内l剖はよf!.ナデを胞す。l同制何は19.2cmを復元する。

出台 (354._ 356) すべて脚部の細川'である 。 354 はj向l制任 10.4 (:111 を測り、外山i~dlj s 11、内luiナデ、端

部ヨコナデの調整である。 355 は i即断佳 14.0(; rn を復元する 。 外1m は~t.J~事イ， IV'J で、 内而はナデ、端部はヨ

コナデを施す。 356 は腕l裾何 15.0clìl を ~UJê し、外而は~ïllJ も 1 1 、端書1I及び内 l而はナデである 。
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石器

般行 (357) イJ材は安山17製で川似の .msに ，~jHT艇を，認める。民さ 21.3cIII、中1，llO.5cm、!引き 8.5tm を ìllij ，る。

臥イi(358) イf材は砂岩製と思われる。側I(U&び点誕1mの.ffi.Sを低IITIとして使川している。民さ22.6crn、

申IJlIIJ，4c!lI、 lばさ4.1CniをiRIJる。

ピット

1 SP343 ( l~ ig.61j、 Pla.42)

弥生土器

巾 (359) JI/.千で‘11.1，必を2サるIi支持ISk411J'(でJi5i;任7.6('11¥を似j乙する。

時Ti(360) 脚部細川ーと思われる。外I{U~削 tll 、|人.]1百i U~ナデ、端部ヨコナデの出!戟を認める 。

1 SP416 Wig.64、Plel.42)

縄文土器

鉢 (361) 外1(11に沈線文、|人J1(11にナデを肱し、 Ilfi1: IJ:l披砂粒、金貸付、 1fJl刈イ1.を合む。

弥生土器

市 (362) 無到i'o:':{11紋部制l片で1I松端部IJ11{iかに川むQ ，J~J盤は円械部内外而ヨコナデ、 休ì~IS外 IÚÎはナデ、

体ðlSI人11(111よ ~I:IJBIIである。

右器

侃イI(363・3611) 363 は民さ 6.2(・111 、 ~IMIj .2("11\、ド1 さ 2.7cHI 、 íT~ さ 92.5 gを計測する。石材は砂ね製と思

われ、1I1U1(11 &ぴ点l自を低耐として仙川 している。364は民さ23.5cm、制13.i1cm、1'1.さ1.3cm、坑さ895.0

u を日"ìJllj サ司 る。 料l仮Y;-製と思われ、 1111J 1 (li&ひ~J提出1Mの 4怖を1政的iとして他mしている。
1 SP457 (F'i只.64、Pla.42)
弥生土器

斑 (365) rく'ド状JLl村を'1:する11林市|洲11)'，'で 1 1作 23.5c l11 を彼)~する。にl紋ì~IS I人j外r(ù ヨコナデ、1lI，~grS

外1Mは刷1.11、内面はナデを施す。

石器

イi飢 (366) 1II'i脚端部を欠Hlする。Jたりのある :持辺 角形~'，\寸るものと思われ、現存民1.6cm、制

) .0CIll、I'/.さO.3cm、if(さ0.3gを.lhUり るι}<.克IUIのIJI!)，とに剥j十時のネガナイヴ1Mを大さく伐し、同紙に

紛11かなリタ ッチを}JIIえて刃古ISとしている。

1 SP458 (Pi必.65、Pla.42・43)

弥生土器

鉢 (367)

知 (368)

成部は!以下で、Il J.戊を '，~-tゐ 。 Ji工作 5.0(' 111 を f![Jè-~' る 。

「く'{:状Jn紋を日サる。11符28，i1('m を従)l:し、内1Mliヨコナデの.f.J較がi認められる。外[fii
はJh純のためIJ，'J1性不1凡

，'/:j Jィ、 (369・370) 369と370はl'iJ-1，.，1体と思われる)369 は}1~ì~-ß破片で 11 k.求書IS)形状は鋤先j隠を Ill し、上

1Mは、ILJI!になるものと忠われる。内r1 ~をは 20.!km を仰J亡する 。 370 は「ハマ:状 j に !日1 <脚部破片で脚裾

?では 17.0cm を従兄する 。 外IfIi&び内 1M 下{立は ~IHj[;11、I"J面ナデ、端部はヨコナデである。

1SP461 ( ~ìg.65、 Pla.tl3)

弥生土器

$" (371) 1 1品川1)が内汚した11線部制)'，-で、船 1:IJ.l般砂粒、金23母、亦色料j'-を合むの
知 (372) r く中状J に外反した 11料msを Jå し、1I~で 15.8(・m を御厄する 。 11付IlISIJ'l外1M'J.ヨコナデ、刷

ì~IS外 1(IIIJ~I:1j [; 11、内1Mはナデを施す 。

1 SP465 ( ~1ig.65 、 L' la .4 3 )

弥生土器

部 (373) JJ:cms制)'，で‘I~J，氏を 311する。 Ji~1-n 7.0('111 を ~1Æ ι し、内外1Mはナデの凋幣が認められる。
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1 SP627 (Fig.65、 Pla.~3)

弥主土器

指 (37~ -376) 3711はr1付制却を摘みkげた「く'ド状|を唱し、 11任21，8('01を組厄するに11村部内外
1Mはヨコナデ、lJIí'J ，~111人l外 [(11はナデのJI，Ji長である r 375は11任28.1('111を抱元する。11紙端部は)j巴Jl/してお

り、 11村 i~111人j外 1M'よヨコナデ、 JII，'Jffls外I市は.lIIIJ[; 11、|付1Mはナデを施-4-0376は374と川唱1，'iI体と忠われる 3

1氏 1~11は fl/1:で応住 12.0cf1I を IU瓦す心 。 10M執はJl!'iJml外 liri は ~:r(;11、|付luiはナデであるE

(4)小結

‘ 'í訓告I~で硝Il，i:'~.された jlifIIi !よ 1~J1: í'(11:/，
'
;' 8'lq:、州0・ft他物22十点、柵9'115条、 l，L，Ji昨状j世情12)，1;、 iNi2条など

であり、 n.iJUJ的には~fJ; '1'. Il.~:代 'I ' JUJ'I' ~ 、 後JUH走 '1'-.にかけての集部ja跡であることがjヒむされる。

l世火iJ:/， ' ;'は、処イ{~k1~が:l!'~いながらも 8 'lq; を {札if~. し 、、1~lmフケンが);形またはl企庁j存在 'I~ -~ るものであ

った。イI'fれの1Þ. I?}からも ill物の1"i~+~を立;えるための川J:火を検出することはなく、 ill物の例法を彼 I亡す

るまでにゼらなかった 3 しかし、幣火内部からはカ i~iñ;ゃhi'I"、J 1 J)t~; を冊'，I~，ーしており、吋。i支JUJ における f l:

I，J}の|付M榊i主をイ''i'，かながらJ11.111) >よる、ことができた、慨シ.dliJJJは概ね小 ー'1'クラスの大きさであり、 'li!1 
の化)，J;'の切り合いでは他て11'(しの|慌に徐々に拡大していく変逃が従えた。!悼火1I=:I，J;'(1 SJl 04)からは大
iAのjA化水が/1¥" .した 加 その散は克服で9~ ，:WH，!.を故え、くサ‘ヰとを fTわせると約 10);'枇もの炭化本が11¥

J:したことになゐ 先述したように11¥ l. した炭化本をサ ンプルとしてj北京 14 年代illlJ~法による分析を行

っ たところ [此本 l~ 年代(1 ~ C B p) : 2020 1. 30] [牧1F.年代 ((刀1sC) : 105sC 八1)GO 95.11 (10 ]の

車山県を f~!; たのニのけ'(:剣1 f.J: データいついては俺巾において参J!日する。

J~II ¥/:十1:辿!I却は、検11'，されたHi¥:から lllljX1111]を18側、 2111JX 111\J を 3~像、 j州弘ィ、I~J ill物を l怖の作，1 1・ 22

+~t を f~ )l;すゐに"'i~っ た。この他にも多くの11げにを伶 /1\ しており、制(倣J'I()にはかなりの州、IAHl\物が作イE

していたものと以われる 。 他物を構成サる机穴は、、1~lúi プランがI fJM、村j川 j路、附)L }I JI~など様々なパ

リふーシ リンをIf~. し、 I)'~ 日11からはH出跡、の小ピットを認めゐものも多く作イI した。 ill物の '1 ' で・際大さ

い lS13900 は、れをム;えていたと以われる日~+&~iiY'~;がH火li(fHlで伺'I'，;，~されており、取締のなかでも'1 '心的

is物であ丹たιとが也11包される。
柵州は訓1f. 1~ l-~j 114 i~1ι~"，するピット nr， を検，'1\したことにより 5 条を従，L;した。 作々の柵列企 I ， ij ll ，~'JVJの

ものと氾1山サると「コの'I:jJ12に配された-III~州 |人l に 1 L'f:状|の+II~ ダIJが組み介わされたプランを 11 し、そ

の配ìi" ，~状iJLからは油断及びひとつの L'. l也空 IHJが仰 ら れた状態1:'I!する。柵ダIJを附j必するピットは品Il'I1AI:

.ill物の性火と比11捜して小m叫11.つ!tllりであることから耐j砧(I(Jt.: J'~1乍されたものとザえられる。 その川i主

仁ついては不明であるが、例えば小fiJ)物咋を削uするための胎j政などがおIH止されよう。

}，'rJi例え泣fltは'ド!1IiプランがPl形状、桁円状、隅)L}J形状を日するものであり、 12j島が位認されたりJIJ

i主については不明であるが、 JiiJi昨|付からは多くの弥'1:上絡をII¥J:しており、 1摂火1J:J日;-・側、i:1Hl!物とほ
ぼI'Ijlkr-WJのpJr政であることが比定されるω

前はlN北iR~ と点 IlqU'1の 2条が町li 11!t. され、その島、!~従から川排水路J'f しくは 1，{ llIij illl~ として機能していた可能

性が与えられる。/1¥L泣物から体/.1::.11.):代後WJの所l症であることが制定される。

、円 f~:J任|べからは多くの樹木fri~U跡がは，æされた (Pig.3 ß1制1111 1ズ|参Jm) 。 樹木が倒j史した|慌にできたと，lιわ

れる柁みに刈してl'll1:がi庇人したと制定され、矢印は樹木が倒J点したとみられる};"I;IJC日色上 -i12褐色
.1二 (J血111))を心している 。 樹木斗1~痕跡から吋 11与の'I:.i占胤 i止が怨恨 δ れる。

[，;1) 

1 r湖、'1Aillt/J起雌とIk"・ジγー此VII¥.，TliLI・よ心刈11tI'l.川q作品山|崎県 J '1' 4k lti '11i.l rrJIi'e!I'<月~m:'i ('1・tdc:1711:3 Jい[11131 3l、flPr.1:)!i 
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Tab.1 古島榎崎遺跡(第1次調査)遺構台帳
、高可~<I 肩両面~一一語扇7 日而1両両
1 1 Ar7 I ，"X(XII I 胤 肌温情 I五日面1亙二6・1¥1

--l  I AJii I 
，] 1 川‘・
4 1 Alll 

瓦=.1 ~111 1 ISK刷|で!-IA._ I制 "圃 OH

1了 直l二こじ二… 111
l07_1 _ ISKOO7 1 1'* 1 ""LHt 1111 

網 1 AJll 
o 1 N11 
111 1 AA7 
11 1 M7 l相1'011 。! ~ ト l叫勾，"国"1')

知二二
1I 1 AIIII 1~t.:Ol!t二「「古一lU山山」

1削噂16 I ピ，ト | 司1a "" 
I"KUI7 1 --1叫 I...~ :T聞 111 ) . fo園山凪7
I混同18 I ピ/) 1銚'1'1世C1¥).1..， I付制1¥)ペト14

| 山 1 AIIR 1 開削凶 1 1枕 11制 IIS，，， ..・1¥1.刷 111・"

I~長己主丘三二一一 1\1II 1 AH? 1 

tJ IM91  1 

~ー」必!- Iーーと盤_J_I__  I!_，ム_ 1fI.~ : l tI 1111 
14 1 MO 1 1 l 

r~， I 7.11 I Ih削1~ I 1札 1・1LIII1111 
品川 1 1 

ゴ二|→=c出」|二竺二

主|主lt:i二主1j!.~， 111 11¥ 1 
，Il 1 1.11 

君主仁王巨三一J
抑 制

1~ 1 ZII 一←一一一一一一

w円14U ぜ"~ .'1111 1哩1

づと同トト一一トー

宇す口語二時仁属説

明よ!出|十h;;;;;;;
制 1'5 l何円~ 0'，ト 1I.1J回(111
防 X6 

|→ 
WS l附 056 同膚u:直情

.制 l 帥 11I).li 栂 T}{両凧，/，刷"THTI} { 
~ 1 MXClS1 岡崎伏畠柵 1M 1副 O¥).11鶴

制 V4 l移民側8 刷i圃状岨柵 銅、IJ111 (畳 ・咽 '11 鳳・ "判11 11倒l
'，(. W6 l :ikO~9 1:叫 ""11価 (蝿 ・制 。I¥)

ω WG IHK刷}
ー
1lA. 偽，[，1U (圏内 .111. 111' (/1¥圃H

61 V~ 1M阿瑚l 11穴 体'[111 (11・1¥).'，O (!!I，'M) 

6ω Z '" 
1削咽2 ぜ，ト 件刊 1D 1111 

νs 

円告
Vl IS阿)fi4 ピ，ト 体何 t圃 υ¥)

IJ~ 

ω 且直 181唱曲 ピヲト 体'IIU01 
67 

1‘ 
醐 、九唱

ト号一
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Tab.6 古島榎崎遺跡 (第1次調査)遺構台帳
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Tab.7 古島榎崎遺跡 (第1次調査)遺構台帳
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Tab.10 古島榎崎遺跡 (第1次調査)遺構台帳
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2.占向綬111奇泣跡(第2次調査)

(1 )はじめに

吋辿跡は筑後 rli・λ 'f: 占):~'(:根崎451 ・ 1 に J9r{t寸る ε 筑後阿部地阪V~'ì~'・下桁j也せ:民地整備'H業のJI，);込用地

内に F定された筑後地区民li共済組合 'J~ .f~19r新設 I)j~(こ作う先制，ff1.J査であり、 1M制約 43げばのうち、遺

跡地j出を受ける浄化柵部分約6!1m'のみを訓告1・.Jj単純聞と必定した。 5()f~II ，f.J任は小林叫作が~l!‘~し、平成

10イj:'.5JJ2211 から IIIJ11~ 6) J 4 11 まで~~IJÍllしたにこの 1m 、 IJI'，'下が)}j去による長 1:ポIJぎ ・ ìïlH例会IB ・ j世~Iqm

l'jIJ.火洲作業.'1fn~IUii;・執瑚作業?を qiい、十11;Ij' Ilr作成作業は・ji.成17年JQにtrった。IJ:，J1tの結果、 i昨l

条と姉、'1-.1-P，;;'・副総を認めた。以下は、 L官なj世情と遺物について柑?りする。

(2)検出過禍

i膏

2S01 (l.'ig.66、Pla.45)

。J司令l疋'11央部でu(li，i2.した。点lti 北l川 }jjílJ にはしるははIf(線的な消であり、 Jヒ l内部は桃川が徐々に~I}.

帰している 。 il'l~の Idlj端部は，品J1Eば外へ民 IJlIしており約 1 1m分を検出した。 JJ似は N 49 38' 07" -Wを

ぷし、 ~lul は 0.86-1.16m、jn十附如1¥ 1Mからの深さは品大でO.lOmを測り、博胤は胤l十J，c:j 北l川 fl~ となる 。

]111. l:は!日茶色砂 (1Ocm 'U:の瞭を多く合む)t11. 肘であり、弥生」二時h~支持~I 点、行協(イ[包n11::が11Ja_I'.
した。

L_____ 

山
刑aq
 

⑧ (山

jいいx川山山…2山叫ω2以ωu
t一一

o 2m 

Fig.66 古島慣崎遺跡 (第2次踊査)遺構全体実測図 (1/100)
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(3)出土遺物

j膏

2801 ( Pi斥.67 、 Pl1l.~6) 

弥生土器

Fig.67 溝 (2801)出土遺物実測図 (1/3)

。 10cm 

斑(1) 大)~~ 1111'1 の}J'~ì~15破n. と思われ、全体的に出肉が!日< J.氏符 1 0 .0c・m を組J乙する の Id，'，J~をは I人J~}rfliナデで

JJfi 1 : に砂粒・金:J.~:I昔を多く合む。内外耐に.次焼成と思われる煤がf・J~'i している s

イiaf
'(i包r(2) はぼうと形の外的メU'1'. ) Jj降を冒したJh製イ{包 rでイ{材は粘何日製 と，I~I，われる。 メUfmは ÏJlij えj 、

体行11に円形を泣する車I~イしを d提出 l師か ら 2イし穿・つ。 民さ 7.0tm、 ~J1317ぷ・m、 Ilj. さ O .6(・m、 Jn さ 1 23.9 gを111'iJl1J

する。

(4)小結

~ I~，\J 1E I，.{で検 11\ されたhYJ~ は柑めて伐作状似の必い状態であったが、山内から劫i4:，ヒ時&ぴ大刷の .(I/L!J.

JをIH'-，した。惜のklH良から川排水路行しくは|正副惜の1''1:柏が与えられるが、部1・3次調査地点に拡t.1.:_
時代中WJ1去、いから後JUJ後半にかけての集部跡が僻認されていることからその|船主辿仰と:t!.t定される。

Tab.11 古島榎崎遺跡 (第2次調査)遺構台帳
1>:/1111直拘 lIi1't 

.，，'1 t臨 『聾1.!OQ (れ也1
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Fig.68 古島榎崎遺跡 (第3次調査)遺構略測図 ・遺構全体実測図 (1/200)





旬以搬;汚 ・耕即作業苛:を行い、同年6J1 30 日 に終了した。 柑 ;17 』作成作業は‘l~)北 1 7 11=-J立に行った ，JI，J1f. 

の結以、怪火1 1:肘 ・州 \ï.杵J.ß物 ・問 tll~状)u十/1，' . ?昨.1-.抗咋のj立f1qがfiNI12され、制丈ヒ伴 .~fJi '1そ1:出 ・|二
Rlli (，品 ・イi出叩(ノfンコンテナー 10柏組成)の/1¥仁ifi:物をllJるよとかできた。

(2)検出遺構

竪穴住居

38110 (Fig.69 、 Pla.~8 ・ ~9)

Ij)/，j 1ü..(のけ~fffiSL ~ H J{に位Inし、 J，'r)i川氏辿榊(lSX05・70)を切るように検/1¥した i世火tl:Jrr;.の予耐形lよ

JヒW. I~f ll可); IÎIJ に l~い附)L1~ )J JF~~)\ を 1 し、主制liの );' 11'[. は N 似 " 51' 01"・MをIJくす。民軸7.3011¥x ~\I. 'lijli 

~ .70m、協さは lti大で O.201l1を iWJ り、 1I: JAの*Ifii には Ih'jJ訴か』もされていた 床1mはil(11分的に2rMを{札I.gし
ており、)~~ I自|の修仰によるものと想定される弘この床l町からはベ y ド川、jlHI~ .カ1跡 (3引く94) ・尿|付 1.t;L 

(3SK93 ・ 95 ) を 各々 で検/ 1\ したが、 ill物の ì~位穴は昨，l!.:!. されなかった。!Jiに 、 154穴住!片山 IÍl I からはJM~ljt

iltびにベッド状j古川に沿って小泌が~らされており、 小川、!人'JJú:[(ri には作 10 、 ~O('II ，.f'，'I.l[の小十)t~~跡がh札泌

された，/1¥ I..i.品物は弥'1:.I : (，，~ (摺・世 ・5:げi. n.) 、 ~l'í Jι 日;~ () '()、 イi(，i~ (イi品目、ガラス 1.;"キカ{I:'{?‘められた

.ベッド状j世情

戦火 (H~'の Ivi ~r附 .ìP.ぴに INI'lf lll~ に付:ift し、 1'.日IIIJ.j'jIJ、ILされた状態で検/1¥した。|村l'lfIl~l のベッド状)fiHlt 

は;$l.，'{:形の、!とげIÎ プランを'，~し、山イfす

る r(lj f~i'よ約 1.4 m'をiJliJる。 .)i、|十jIJlj 1I出

にf也ir11するべ y ド状j立憎の、ドIIliプラン

li)i Jr~状 fkl 1 1. し、 JJLイ了の1MHiは約1.8m' 
をilllJゐ。

-均1跡

3汚KH4，よ怯火!付日ISのほぼrl'央で検/1'，
し 、 、I~ 1(1 1 形は不幣円形状、 I~f1M )隠はす

り鉢;1えを ti:寸るの以11'lh1 . 38m X i¥l.制l

1.0301、*1(11からの泌さは0.20n1をiJIIJり、

J'jt 1'. '1'からは多1，1のjA化物と少f止の弥

'l::. 1:持(片)がïl~められた‘
. Ji内 I.);t

38K93 は lyHJ，~i・.J'近で38 1<95 を切るよう

に検/1 \ した。、1'- lñÎ形は l~l\ )L )1J隠状を111

し、 1..J:，I~I 0，80111 X ~v>lilh 0.63111 、 J~ミ IfrÎから

のi~さは O.10nl を ìJ!IJ り、 J盟!こ '1' からは~fJi

'~;.l:?'，~ ()'， )が11¥ 1:している。 3SJ<951よ

|何 ~~~H近で倹11\ し、 3SK93 に切られる 。

、fi.IIliJl~は桁IIJJ陪:1えを明し、 i毛 'IilhO.97m、

t¥L市hO.771ll、 床IIliからのi15さは0.11111を
iJllJり、/1¥七j世物はイイ出(不IYJ)がほl凶

から開'認された。

38120 (Fig.70、Pla.49)

I肉1f.尻市持1¥.1[1>(に1¥i:tn L.、 1時穴ftJ，';'
の北以|判部分を仰かに検出した。3お[10

とItiJじくコーナー部にベァド状追榊が

てミア。一一

1. 1fIl :!H~色 1 (少M のI~fヒ物.'IH.!(， I :ωIHーを~む)
:1. i有J鳥島:fM~1 (的条色11，'I!t1:のプ[Jノ?を ，~<合I.t)

11 う剛川川

トーンlよm化物
検11¥純1111'4: Id 

2m 

11'日71)Ihll

。
Fig.70 竪穴住居 (38120・30)実測図 (1/60)
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設tnされていたものと忠われ、 1 : 1~11折山iで ~I'f茶色粘質上ブロックを多く合むi炎茶色*~I 'i'I 上が{I'{，i ，ì.~，されて

いる。rill-11'からは弥'1'.土保(片)がイやかに山_l:した。

38130 (Fig.70 . TulJ.50) 

I~ 1t I)(~ 1 ~j 封/J n4 1 >(I二位i汗した12d穴1J:lrr;.であり、大'1"はゆ，JftlX:外へ脱出lするためill物剖棋は不IVJであるつ
J，t; ，土地 IIII'JIJ り/J'，しの ;I)U~

であったと.巴われ、 1説戸-

Ji~IMII'i 1てからは多:l.l:の炭
化物が広範IHIで確認され

た。jA化物にill築計IS材と
沼、われる木材・をを含んで

いたニとから火災には蜘

われた他物である、二とが

制定される。なお、ほIIli

Ji び16J峨での峨成~J.f.跡は

冊;認されなかった。 j立物

は'J{Ji'1;. 1: ~~ ()])、 イi'~;f 

(刈1'()カ{IHしした。

掘立柱組物

38865 (j"ig.71、Pla.51)

，O.'IJ 1f. I，{ r ~j ~iS R 5 I.{で<<(1:
，I.~した ill物であり、これ

より !JiにIJI;J1f. r'l，: ~!IIIIJへ出

lJiJするこ とカ~ }~ ~J.\される

、ニとから鳩行1111Jx桁qj-

211¥J以 1:のill物と与えら

ALる位火j'1 4を検/1¥

し、 P1は3sn72を切り、

P2は3SP40に切られるU

11: iにのi訴さは 0，34

0 ， 52 111 を HW り、、I~rfiiプラ

ンは)iJ臨またはH;)))1引火

をJ，汁る。すべてのH穴

胤凶iからは村井Ij~跡とみら

れる作~20c ln 前後の小ピ

ットをMMtした。)j{、Zは
N_330 28' 34H・Eをぷ

し、体外二上持(盟 ・向

上ィ~ . ~~f-ì ・ )'1')が11¥上し

てu、る。

35875 (I"i以71、I'la.51)

IVI，J売1;(rH /}!I r3 [lで怖 II~

した梁行JI/lJ x桁qI' 1 IUJ 
のu!守物である。判穴は

II .ι71~)1" 

a a 

タ
1， lì'，lIH'~ 1. (峨倣hì. 1 : 1I~人}
~.ゐ( 1主tUIじ 1
3. IIlt'I¥糸色1，'，1: (11 [fO 

11 r.71削川

一b 

1. u:T茶!'¥(fdl，N1: 1.1"， L(t~ソ 11 .，クi正人)
:!.ゐ(1と1'-'1じ1
3. 果J)，\世~t，'，1. (~ldO 

3S865 

ω
 

内

4p' 

.0/ 

|ω 

1
 
1
 

}
 
}
 
i
 
l
 
t
 
l
 

物r;;///////á伽#~防初/
i
 

-'xdR'4H= 

3S8075 

ーーーーー，ー

1/40スケール。 1m 

1180 ̂ ケール。 2m 
もI
 
H
 
--1
 
1
 

桝似似~
Fig.71 掘立柱組物 (38865・75)実測図 (1/40・1/80)
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Pl 、 6 を検出し、 'f~面プラン lよ桁Pl形状を。iiする う 深さは0. 10 ~ 0.33111を測り、十主穴成1(1]からは筏lOcm

liiJ (去の小ヒ J トを任。tした。桁行)i位はN・250 51' 58" ・E をぷ L 、治行・l~Jむ艮 2.15m 、 m行、Il.均民

2.25川をiJlllる 全ての柱穴から弥生上出 υ1・)が刊かに/1¥上している

柱穴

3SP15 (Fig.72) 

，J，'.J1t: 1;0<. D 11ぺに位悶し 、 泊附何百111よ W，'，J1f以外へJ~IJrJする fニめ)U怖のnLf~ については不明である J 検/1\而

からの泌さはO.llm、ね棋は作:0.27川)jin去をillllゐ，)/(-. [fiiは概ね~I~J!!でJ.'l.l. 1: 'i'からは仰や 1:時 (斑 .~'Ij J不-

)"，)カf/l¥1.した。

3SP17 (Fig.72) 

IJ~J1l': rベ L2 1ベに!、ì:(r，'‘する 干I{IIフランは)j)r~~)\ を'，!， し、申MO.53m x深さ 0.31111 、 fl: ~f.!:は 1 'f.0.12m 1IIf1:去をinlJ

る，収1(11は概ね・|り日で件抗の小ヒ ットカ'112，め!")れゐ，JlJl上中からは弥'1'仁路()~-) がI IU: した，

3SP19 (Fig.72) 

，JM 1flぺM31-<:に!\!~ i吐し、3おい8i1を切る ・ I~1(11ノランは桁|円形状を '11し、 j之さ0.l:l3mx刷0.55111X i~ さ

0.58111、村;痕は{でo20m前後をil!Jlる 1: "りItJr1Mでは十I:~ü を"，心とする 1，'，J;l1の弘込めに粘'f{:J: を 1・1Vに航み

呪ねている状況が'成えた Jll! L '1'からは尚、'1'.1:船 U¥')かIHLした叫

3SP21 (Fi必.72)

， J~11f. ll M 11ズに{、!:Wi. ・4・ 4.> 。 ‘ 1~ lm プ ランは仙川形状を ril し、長さ().'IOmx中MO.26111X深さO.25rn、十J:抗はf壬
O.161l11iiJ1去をiWlる。J'll1'，'"からは怖'1.1 ~:~ () '()が/1¥1-_しf山

3SP25 ( I~ig.n ) 

，~ì，J1f.1{ I~ 11/に{川町し、ill仙114'1~11 は，JI，J 1t以外へMIJIJするためi1!榊の脱叫についてはボlリjである 。 j自十II?内

」ヒ側にテラスをdめ、検出miからの深さはOA5m、住棋は任().l5mIjíH去を測ゐ ι ~:Ji'1 J:出 (知 .) '0がm
1.したョ

3SP26 (Fi氏.i'l) 

iJ:.J1r:I;o<: M31，(に1、I:rnし、 3SP27を切る ・ r~1[liブJンは川JI刻えを31し、作0.5511'X深さOA8rn、十J:艇は任

O.22m IliJ f:去をilliJる 1: ，百|折lfilかられ，1よJJ;.きj収られたnffiE1tがある 妨げI ~ U:f ( ，'，':jJf、')'r"i、イ i?~ (剥)'，') 

が/1¥1・した

3SP27 (Fig.72) 

íQ，\11f. 1バ: M3 1えに位w，~ し、 3別立6 に切られゐ a ‘11. 1111 フランは桁1' 1形状を 'T~ し、 1~ さ 1.00 111 X '1'1川.60rnx深さ
0.'18111、枯扶は1tO.171ll前後をiIIiJゐ JIJt 1-.'1'からは州、生1".時 (却・)'，' )が/1¥ 1'，した。

3SP28 (Fif(.72) 

ぷ111t I..{ N3 1 ，，{に (\1: W，' し、 3SP29 ・ 3 1 を切ゐ 。、I~ 1M プ ラ ン lよ 1~ )L )j J~;lk を 1 し 、 l毛さ O.76m X帖10.62mX 

深さ0.50111、机艇は径0.22m，jiI (去をil!Jlゐ， 仁川|研げífではね艇をIj"心とサる JMillの良込めに私'，'l'i: 卜. を n~tに

的み侃ねている状況が窺えた~ j'll 1:'"からは胡i'l.L?ii (鑓 ・片)が出ししたu
3SP36 (l"i必72)

，J:，l 1f.1，{ N2 1ζ に{立問する 。 '1'.耐プランは }j形状を也し、 ~11~0.43m X深さO.40m、住民は(f0.12111前後を測

る ι Jj'~lúiは概ね千氾で柱~u.の小ビ ッ トがr&められる 。 用1:.rJ】からは純文 1-.時(J".)、体外・.1二時 ( )~ )が山

1:しt.
3SP38 (Fig.72) 

，O，'HfllOl j)(に i\t iYt し、 3SP37 を切る 。 、ff. I('Ì プランは桁川形状を引し、 '1' ~10.62111 X深さ0.51nl、fl:痕は任

0. 1 0111 liír後を測る 。 1-，11'1 1折而ではH~U: を'1 '心とサる J.'，J ;llの%込めにもli質 1. を j ・ ~~fに制み1[(ねている状況が

潰えたoJlI[ 1: '1 'からは~fJ;/ E. 1:出 (部 .) 'r)が/I¥.1"ーした。
3SP40 (Pi足.72)

1制作 lベ c~ 1i.に !\i:ln し、捌 ι.fHß物 (3SB65・P2 ) 及び上坑 (3日K45 ) を切る 。 'I~I(tiプランは川形状を世
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3SP15 3SP17 

一宣言-
11 九 '~HI"，. ・.

11 r'I r， 70Cllu 

〈守務初
1. 11;1:1.¥附色t，'，院|
2. '.1緋!I¥{t!llil.(11被}
;3. 1とlulH

1. "1桃山ぜ~ I，~ 1.ツtJI ? 
("~:品色n j...l'Itltn.dO 

~ Uitl.¥糸色il.nl (U.Hl!1へ{luJ、・川 J"クi1tl
:1 ， k *， l:i(色 11.1~ t 

3SP19 
， ， 

， ， 

11-(， r~ll ，，" 

1. IIj~n\尚色11，%1 t. 1. sU与叩色11.t， (t 1:#1 
2. ß~糸川色仏貸し 5. 1 '1..11.1< 
:1. DH，でjtl色1.'，貿 l' 1;. 2川"m
(!附f!.o.・!U/lIrJl.A..) 7. :l LI"II~ 

3SP25 

11 [，71M"" 11 I¥J，側1m

1. ikJ島尚tl，'Rt 
l. j先高島!I¥tl.1足l

3SP28 

3SP36 一旬-⑧-
11 r，('(X，，" 

。 1m 

3SP4Q 

1.岬].¥';:1¥色11;質.1.1i1~ I喰r.t l~t，む}
~. IIjf条例色帖質i
:1. sll糸川色tl.貿I(i1'1.1積眠にt'tむJ
I P~'I\~l色tl.J (lI1l' ) 

3SP21 

ゐ
11 r" II~1川

3SP28 

!L..!!且M

¥、よ
1， k熱力 lt.'，'f(1
2. l，1i集:，1.¥.1.
3. ikl火力ツtI.';1l:
1， I'I~カ ツ私憤|

3SP53 . 、

1.附乳'̂色帖'I'tt: 
2. i主'AI""色鮎官官 t 
3. lloi!AA灰色粘筑 1;

11 rl'l山)m

11 f¥ 7(Mhll 

務
1. tkl品無私nt
2. Ik""N品Ih質 1(打線)
3. Ili'ill.'iA't払:lftl

Fig.72 柱穴 (3SP15・17・19・21・25-28・36・38・40・53・55)土層断面実測図 (1/40)
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し、 1~，ðO.73m X探さO.53m、ね棋は径0.1701liff(:去をllIUるυ 1:肘断的{では牧民を111心とする周辺の出込めl二

割'it'1'L: を J事にÆ1iみ ïf~ねている状況がJ1tえた。 坦l上 rl l からは~~í/l~r.出 (鉢・向J不・ j十)が11¥上した。
38P53 (F'ig.72) 

訓査院131又に位fnし、 3SK59に切られる。ポ山.プランはよeJf~状を~し、 '~hlO.GOm 11町長×深さO.3511l、 H
H~'ま fモO.l 2mì河1去を測る o J~! 1.11'からは弥'l:.I::;佐 (J，，)がm上したの
3SP55 (F'ig.72) 

IØIJ 1t区 011天に位 Irt.する。 干rfffプランは隅Af毛 )f形状を日し、民さ1.~7m >< ' 1'，~O.7"Jll X深さ0.5311¥、H縦

1.1:1宅O.l6m~jtJ1去を測ゐ 。 J!I~ 1: q Iからは'，tJi'I:.1'.部 (鎚 -117jI4i-jr)が出 1:した。

J，t;ji昨状遺十;IJ

3SX05 (Fig.69、Pla.5三)

IOIH'fl>(T十]部(i31メに杭itt.する。l摂穴il:JA(35110) 'IMi昨状i世間 (3SX70) . 1:.1)'( (3日K92)に切られ、
ill仰の点側は制有ば外へ凶1mする。大J担で)jJ隠タイプの川i昨状i山;qであり、点Illi)IlilJの外径は4.40m、|付
符2.3501、i来さO.30mIlif後を測るの併の|折r(li)~は辿fì形状を J ，~し、付加茂はほぼ、ド川な状態である の /1\ l:ji1 

物は抑生 l二時(梨・官・刈Jイリ、イi?';;'(剥)'0が11¥1'，した。

1 SX70 (Pig.69、Pla.52)

i出j官民 I~j 庁1) 1~21.x:に 11Ì:帆した川形タイプの川榊状遺構であり、切り什いは 3SX05 ・ 3SX70 • 3SIl 0・

3SI<92となる。外任3.95111、内向1.951l1、深さは0.49m前後をH1IJ る 。 ゅの断l(lÎ形は~JOCね j旦fT形状を惜し、

構成ははほ、I!j-I lな状態である。 /1\ ヒ泊物は悦;/ I~ 1: It'if (弾・尚杯・出f~ ， ) '1')が山_I-.した。

漕 35001

3S001 (Fig.73、Pla.52)

i~I.J1t lx~ 111央部をly.i.1じJililJにはしるi昨で38D02を切る
ように検11¥した。問;のJヒ!J:lJmsは現代の批月しを受け、
市端部はやや拡張気味に終.¥:1、する。約12.5m分を検/1¥

し、 1111J0.40--O.67m、j栄さ0.11-0.32111を測る。出の

断I(IIJ隠は概ね辺ずìJ惨状を J，l し、 ~U茶色申1'1'JIf t を )'~IJIJ

としたJlfl卜.がi佐伯する。純文上出 ()'( ) 、 1~i Iト~ 1'，綜

(艶 ・甑)、倒.'l(出 (蝿・鉢)、 l二Olli時(11IL)、イイ時

(:刈)~・)が出 1: し、 中 111:のH/tであることが制定される 。

38002 (Fig. 73、Pla.52)
~IJ提区中央常1)に位悦し、大きく弧を揃 くように的­

山した構である。3SD01に切られようμ検11¥し、榔の

北端町lは.iJl代のm乱を受け、南端部はやや拡似して
終息する。約11.5m分を検出し、。lω.67--0.84111、深

さ0.32--0.44mを測る。構の断而形は概ね逆台形状を

2し、瓜茶色粘質 t:を法制としたJ![上が地積する。

遺物は弥生上端(艶・鉢 -E1i杯・片)、石端(剥片)

が出土したo

38072 (Fig.73) 

訓査区南部で雄官、した南北榊である。WFの南端音1)

は3SB65に切られ、北端部は閑査灰外へ延びる。約

3.2m分を検出し、帽0.58m、深さ0.33mを測る。構の

断l苗形は概ね逆台形状を呈し、思茶灰色粘質土をJ主制

とした埋土が堆積する。 遺物は弥生土器(蛍・時台・
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勿材
3S002 

b 

35002 

11 r>t\(~h" 

b 

1. IVI~I\;'I:!'!柏町 L
( ft快方.~色 fロ ) ~少Il~)

~.礼j内坤 ツ 色t，l，UI
(I~I川県色村t賞，'viJV 

1 . IPI以1品~t"，質 1 ，
2.れjポ11'1色軌'Iltl
:1. I~I!).I品(1'-*1，質|
J¥: 干しJ佐)/'11
H:日初代色レ十附

11 r， (j()(J川
c 

。 1m 

3S072 
lI-d.7()(11lI 

動防d
1. I府長灰色料，ftt (品f!.νトプ円ッ'"鴻)
2. 1肝!A¥1.氏色軌筑1.(H!i14 1 色ヴロ J ク il~)
A: I9H喜11d(J也111)

Fig.73 ;曹 (38001・02• 72) 

士膚断面実測図 (1/40) 



hL) カ{/I¥1:した。

土坑

3SK03 (F'ig.74) 

。Q/.I1'f. 1ベ rl1 央部 V3 1.~<:Iよ位置し、 Ifj持11は現代の撹乱を受けるが3SK04を切るように検出した。細民の不整

川形状を泣する卜..ljtでl主軸3.85mX何~~ll .82rnX協さO.09mを測る。J1P:J-.はH~茶色*，Ij質ょを法制とし、弥

生上持 υ'1-)、倒Jι時 (斑)、土師時 ()'t')、正'fU二時(折鉢)、 イi1tff (剥)11')が出 1:しているこ とから111

I II~の所作である 4 とが与・えら れる 。

3SK07 (Fig.74) 

i~，'，j 1f.1:<，材育111-1211(で州CI犯した民)j形状の |て坑で3SP82を切る。泣WH底部は段iGを生じ、民'1油2.05rnX短

llijbO.tt8Hl x慌さ0.03--0.17川をjlliJゐ。JI1{I-.I.I:!.I.\茶色*~I質仁を )~ IV，\J とし 、 1fJ';かに称也上2ff () '1 )が出 1:した。

3SK45 (F'ig.71) 

1ù~J ff [1<: 1 ~J 庁11υ 11よじれ1: Ir1~ し、 JH 点I}IHよ 3Sド10 に切られる の 附JL1'::)JJ形状を'liし、1'::il，，11 L. 75 rn X組制h

1.02111 X深さO.38mを測る。 1:1ゾ1¥'.刊"'11ω断初析rrげ的耐(J削Jiで4村E引~j.μ4 らし与 }IIU.をf冊硲d作:才Jt しており、 4牧t:i火℃のI1fil能i抱B削，竹|
J茶応色為判粘Ij'['坑(1:をJ品品訓とし、跡的 1:~，~ (到・尚坪・ n.)、ィ;時 (肌行)が/1¥ l二した。

3SK92 (Fig.69) 

1経火i1=.lllf(38110) 卜-f\Lで雌jJ~. したJ:J/cで}，I;J7問状辿t/lt(3日X05・70)を切るように検/1¥した。、|刊行形(;j:

4行円形状をtdし、 1.J:llilll1.30mX制il!thJ .10m、3お110I~~ 1Mからのj策さは0.14川をi[!llる。JIj!t ~ 1からは効itF.l:出

(強 --J11・片)が/1¥ I~. した。

3SK03 

、、

④ 

、、

1m 

。
11 fI.l::(X)II， 

1!l!!7;而Wlfl!//(.//; 

3SK07 

H'・5.7ωm

1. 1.1¥1大蛇tl/JU.
2. i誕出茶灰色鮎憤 1:
3.日alitl火色納1Ii土

Fig.74 土坑 (3SK03・07・45)実測図 ('/40)
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Fig.75 竪穴住居 (38110(1))出土遺物実測図 (1/3・112)
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(3)出土遺物

竪穴住居

38110 (円必75‘ 77、1'1:1.53.....55) 

遭楠検出出土

弥生土器

兜 (1 :3) 1は11付加細川 で11ft 1 5.~knl を仰 JL寸る ョ 11村部内外túi はユコサデ、IlIIiJi~IS外 '(11 はXlilJ ち円、

|人11(11(J.ゾデである。2はJi支出IS制unでほ作4.6('mを1!U己すゐ。応部から!1Mtfisへは級やかに内向気味に守:ち!と
がる $1-(/) Jif: ì~llである IIJ(I肘1; もある。 3 は)J's; ffl時111) " でほ任8.2('01 を御l亡する 。 If~H;の t. め洲市年不IYJ。

官 (4) JJlIIJ ~II岐)'，.で11} 出1Iには l却i，[11 ::1(j JI:~のU，Iルj 兜仙会施サ 。 外1(1I ~ljlJn 1 J、|人JlfIi-)-i_'O) ，Jr~鴨である。

石器

イ1似 (5) イ{材lよ!.f，1，11011 j判で;咋;11:I(j MをS13サゐ 〉イiJ¥-脚を欠-ttlし、現存jミ1.7(・111、中M1.2C:111、!ぱさ

O.3(、111、'f(さ0.6gを1!lil!lJする。良l百iのIjI !よとにポIj"， IL~'のネガナ イヴ的iを大与く仙し、'.'，i付にリタ ッ チを))11

えてM日11としている

東ベルト出土

弥生土器

鉢 (6) rJいo~IS細) '，'でJJ主任8.0('111を彼Jt:-4る 外IIlIは!llIJlll、内lruはナデを施サ 。
先 (7) 1 1村部は「辺L字状jを'11するOJ 11任 19 .8(，1llを従 Jê し、刊紙;~II I人l外 l(rÎはヨコナデ、 IJIIIJ~II外f(ìi'よ

IlilJ 1ミ11、|付1(11，よ強し、ョコナテ'を施すの

小満出土

弥生土器

H. (8) li~tnlは、 IlJJ:~ を'j!し 、 体部へはやや内向気味に ，r.ち上がる 。 "作5.6cm 、 Jif.作 3.0('m 、 2~ I~':ì 3. ltm 

を~~Jê し、 |人l外lúïはヨコナデである。

鑓 (9) r逆し下状J"*まを日する。内外的iヨコナデ、)J阿部外I(JIはII:IJもIJ、l人'J'"1はサデの品牧を認める。

--~芳三

豆〈三
・¥ 22 

¥ レイ8

¥品イ;;

¥ レノだ

u::d~~ 

一

ア1M

， : 29 

31 

。 10cm 

Fig.76 竪穴住居 (38110(2))出土遺物実測図 (1/3)
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竪穴住居 (35110(3))出土遺物実測図 (1/3)
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トレンチ出士

弥生土器

強 (10) rハ乍状J に1m "、た台付挫のj必 l~IS細片で脚 M~1t.は 1 1.6cIll を ìl!lJ る 。 外I(!ÍはI: j{.ナデ後ヨコナデ、

内1Mはヨコナデである。

覆土~第1康面出土

弥生土器

強(11-14) 11 は11緑郎とそのド位にIfJrI(li二向形のl"lj付突1i7を施す。il律 17.0cmを復元し、外価はヨ

コナデ、|付削はサデの調整を認.める ，12は11付加*11Il't'で Iく'ド状Jを地するものと思われる。|寸径

22.8仁川をfUJ乙し、内外国iはヨコナデである"13は 「く 'j:状I11悼を JI~ し、 n作 13.弘、川を従Jtする 。 IJ村

吉rS内外1(li(;1ヨコナ戸、JJluJ部内外 IfLi は~lIJ-g 11 をぬす。 1~ は・I~J段を.'I!する剣II J~-で底径9.0cm を彼Jじするω

( (15) 1 1村部制}rであり、 ~Ji怖から 11付 l~ISにかけては制的J隠を J ，~サる もの と忠われる。

第1-2床面出土

弥生土器

鈍 (16-18) 161よ「巡 L'j:状 l を"汁ゐ II~並行IS細川・で 11伐33.8l・111 を似冗する 。 IIH部内外1Mはヨコナ

デ、 IIIIIJi'llS外而は~IIUr: 11である。げは11紘MS1'，luiにJしみをfUびるものでJJ(iJ'.は微砂利.，))ミ色枕(-. {，t'1~ I誌
を合むι 1< 1師府~ßのためIJ，'，J~特イミ IY J o 18はやや/1/fで刊かに flJtIレンズ状Jを屯したほ部制}¥でJif;fを7.8("01

を測る。外1mはAtllJf ll 、内的iはI.Hナデ、 j氏 1(11 は~IHJf 11 彼ナデの，J.'J牧を認める。

時fi(19) 脚部細川・で脚航行をは9，2cmを従j己サゐ。，JIJ唱をは!人j外的iナデである。

石器

11鍬 (20) イ[材は瓜附イi製であゐ。 {).とりのある ;怜辺 三角形を JI~する イ[鉱で先端及びイî1't・脚 を欠m '~

るofJlイド民2.2cm、中M1.15cm、JI/.さO.5clT1、，rcさ0.8gをIThl!lJする。県IIlIの'11!)とにポIJJ'rl時のネプfティヅ同i

を大さく践し、}，'，j紘に細かな 1J :タ ッ チを 1・1?f に )JI I えてメ~l)i!S作り川している。

第2床面~掘形出土

弥生土器

知 (21 24) 211J. r逆しo{:状I1 J緑を 1，~し、 l二 I fil' iAIIU 1二11後

ヨコナデ、 ドl(tiはヨコナデ、IIII1IMS外rflIはAIIIJLn. 1人JIJliはナヂの

岬耕を，a.める，221よ I く O{_;~~I 1 I ~.-j(を JI~サゐ 1 1松市11制1't であり、

11村部内外1M ヨコナデ、!J~IIfflS ~i- I fuはサ デ'?I付1(11は刷1..11をlJ(tiす 3

231よ Ji~ ì'm紺In'.C'JI'Ht6 . 6('m を ìJIIJ る 。 外 lilllよ ÅIIIJc: 11、|人J1(11 &. CfJi~ 

lili Iよ1.Jt.ナテ'であゐ)2t1は‘ドJi(を11'.する制"'"でJIf1壬lO.OClllを従

lじする

o，u< (25) Ji~ irs Iまやや!京 fで‘I~ Ji~ を'えする 。 H'E1長 7 . 2(' 111 を '(jl元

し、 111111ì~111人l外1M'よ~IIU G 11、応部内外1mはナずのd，'J執を施サ 。

炉跡出土

弥生土器

盟 (26・27) 26は、IL成を'，¥.するほ百IS*，IIlJ"でfJ引を7.tkmを復元

する。|人l外的iはナデを施す。27は「く'ド状」をIrlサる11紙百IS紺l

JJ，で111t14.0cl11を彼J己すゐ。11村部内外rfriはヨコナデ、JJlIIJ部外

1{1I 1よ ~I:'J も日、|付 I(ri はナデである。

屋内土坑出土

弥生土器

〉-」-ーイ

=ぐー
、、

二 γ一一
。 10cm 

鉢 (2R. 29) 28はほi}11制IlJ;.で‘r~応を引する Jir;任6.()l'1IlをifllJ Fig.78 掘立柱建物 (35865・P2・3)

り、内外IWはヨコナデである。29は11付加i峨"'，で11任20.()川 1を 出土遺物実測図 (1/3)
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f}1;(;する。11結古ISは級やかに外以し、 1I械部内外l町はヨコナデ、 JJlllj(;IS外1Mはナデ、|付1mは |:jlナデを施す。

協T'i(30) 側1 ，~I~制Il Jì-でl出l附句は S.6cm を従 J[:.4司 る n IJ，';j紗はナデと ヨコナデを肱す。

イミIYJ(31) 1 1結部制片と忠われるがお崎がわからずボIYjとした。焼JjX;IjiJに穿たれた任1.2(，lT1Ijir {去の ~".1し

を。認める。

右器

1tTイi(32・33) 32は剥イ{1毛19.7c・III、111M13 .9( ・ 11じ りさ ~ .7に111、市さ 2065 .0 gをIfIiJIIJする。点出面lの"1央
部に{仰向4J{跡を認める。行材はイ';19Jo33は砂町製で1<.山[oj&ぴ側|力iをfi!1耐として使IIJしている。羽イメ民

29.0cm、I~M 13.6cm、Jllさ8.lr'Inをmリゐ
掘立性強物

3SB65・P2(Fig.78、Pla.5S)

弥生土器

兜 (3~ ・ 35) 3~ は「く乍状 I 1 I;f.誌を叫し、 11任 lGAcl!1を彼;eする IJt，]幣は Jt~J[;のため不明。 35 は I < 
乍状11陥没をliiサる制J1・で訓惟はナテ'及びヨコサ デである3

。 10cm 
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Fig.79 柱穴 (3SP15・25・28・38・40・55)出土遺物実測図 (1/3)
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，，:':~ (3(i) J氏M*III)'，--(' J)'~f壬 lよ 7.2じul を ìJ!lJるが~ ;'~II (，:1:/1/ r -(-'1"此を 'I~する

3S865・P3(Fi民.78、1'11-1.55)

弥生土器

イく|りJ( ~7) 11#ijl時IIJ)'， と忠わHる~ 1付1MにItJrrfllミfrJJI手;IKo)ll~iH究Jlii- を仙し、端，~I~は・I~JIIにイ1:1: l・yゐ。

柱穴

3SP15 (F'i民.79、I'la.5f)) 

弥生土器

}~， (:38) 般n・で}i(部からIIN，'¥，IIにかけては純やかい内向する Ji~H:のため，Jr'，J税不IVL

5!~ (39 111) 39 (i 、 1':)認を lrt.-よる )i~1引Ik~nn・でJJ'f作 8.0ぐ '11 をぬ.n:する 外 I(ri(よ ~~IJ e"、|人J1M '*び外Ji(lよナ

ヂである， d()(.i応部制nn-で'IJ心却にかHてのIJII-<]・ゐ J }f( lt 1Cl.6r"11をiJIIJI}、外1MLtAtllJ t 11、内ItrjIえび外政

lよナデである 41 は JJI，~ tllSの制nn で外 I[J I に刻 IllIM.J 究~':Ii を他す " 外r(1I は ~lllJ s 11、|人.JIOIIよナデの，O:，J牧をdめ

る。}JInJM以k11:(よ26.0，・111をf!1JL:サるr

3SP25 (Io'jバ.79、Pla.56)

弥生土器

兇 (~2 11) すべてJしみのあゐ|く '{:;IKJ1'.1*訟を'止する到で，J，'，J併は11品約IW'J外lui~I _1ナデ、JJI'iJiiil内外

I(IIナデを施す，44は11怪17.!kl11をHi)亡する。

3SP28 Wig.79、Plll.56)

弥生土器

兜 (45) Iくす:状J I ~ I伐を lii し 、 卜'_1(1Iはややjしみを 'liY びる の J1[，~古11 とのj究に I~)Í'1M ~ f(J J隠の!lM.J突引を施

し、 11純白IIIJ..)Ifu は ~lllJTI [j後ヨコナデ、11村部外iTIi&

ぴ突イi'i1よヨコナデ、!l1，~msl人j外r(n はA~IJ L 11を施す。

3SP38 ( Fì~.79 、 Jlla.56)

弥生土器

兜 (~6) JII11111した「くす:机j11似を l立する11似fnS

制n!'t-で111世28.6rlllをiU;l:するの11似部タトlniは五コナ

-r、|勾lui(jJrJIJ I: 11を施・<)" 
3SP40 (rig. 79、1J1a.56)

弥生土器

鉢 (μ4げげ7η) 1ハl昨t紋求古剖部|日i縦制制HリJ川i.で，'，正山山，J.'山何.1可lGμ'jJ:.f司、のl川{、i部官刊iになゐ111'(能j抱E引，悦|
ttfえらJれL る 。 11付 ~;;J mllJ.ヨコナデ、{本ì~11外 l(J jは刷E
li、|付Iftiはナテ'の，J，'，J較を施サ t

3SP55 (I"ig. 79、I>la.56) 

弥生土器

鉢 (48) 1]径12.4clllを彼Jeする。仁l紋抑制11)'iで端

部は‘fJII.にイ1:ヒげる。端部はヨコナデ、外出1Iよ相IJ{;

H 、内市iはJi付Eのため，]:，J~寝不明である。

盟(-19・50) 共に断而ーミ ffJ 突fi? を口緑行11に~，，~付突

，;iYし、 49は突'市に刻日を胞す。

周渦状遺構

3SX05 (Fig.80、PI凡，S6)
弥生土器

~)~ (51 ~ 53) 51は平!i(;を中ーする)ir;印刷!'t.で)t(1王
5.2c'lllを1!l.}じする。 外r(IIはAtllJs 11、内IIli及び外出はナ
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出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.81 周溝状遺構 (3SX701 )出土遺物実測図 (1/3) 
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Fig.82 周溝状過榊 (3SX70(必)出土遺物実測図 (1/3)

ずを地サ 52はややr;:l，の、n必を fじする )J主任88('JuをfUJ己し、外1(11はllliJr. 1.1、I人11(11&ぴ外Jj!:はj・ヂを
施す ~3'よ IlI iIUIした{く乍状J1 1*誌を叫する細川 で外1Mに崎tがi.J1"i'-'よる

( (!)~) 位状11紘を1する制1I1'Jで1-1~\* ;'~'IS内外 1 (11& ぴ~<Ì(( ì~111付 l自はゴコナデ、 ~l!i古1I外巾 lよIl1lJ C 1"1を施サ

，':Ijlィ:(55) 脚;'{I出111)'，'でl抑制ffiよ ~2.0('1lIを従 JL:す る 脚 ì~l)外 I(il'よ ヨコサ〆、 |人JI (l iはナずをhÍJd "

3SX7Q ( Fig.~ 1 . X2、ドIn.56 58) 

弥生土器

外 (56) 1..1料品紺1J¥'で11科部は浅く外ばする L 1紋 ;~II内外I(!Íは ヨコナ〆、 f-1>- ì~IS 1付外1(11はナデを地すω
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強(灯、72) 57・61は|迫1'[:状J1 I~\誌 を虫する細川 であゐ 仁 571 士 IIHMS I人j外げII ヨコナデ、 )11nl部外 1(1 1

はナデ、 1)'11('1はl作粍のためiJMi先1，IVJである ，61は1Iff:J.5.0CIIIを似正し、 11似告11はlulH寝不rVJ、111"1i~l)外 l(Li ド

f\i: は ~I:IJ s 11 、 111，州l外山 I~.(立及び|付1(11はナデを施す 58 -60、62~ 6!1は「く'j';;1凡|を1llする11紋郎制)'1で

ある 5~ は 11付加|人l外出l ヨ コナデ、 5~) は点 lirllfけtのため訓椛小川、 60は 11何 17.8(:1[ 1tdiJ:J己し、外l(lIはi出1
11引，19J、I)~ I('Iは仁Jt.ナデを施サ 6ω2は|什1t花王 2却9.~仇仕c:n山11 を f促担 JL し、 1)休内J人付、'~外d耐IÎの IJ1I，訓JI11ぷ川l;司'，1同宇幣2は訂コナテ、 6臼31はよ〈や，べやJ}川1川!の引以: 
ゐ制j川i-で円1任世は2却H.8cじ:1川11をf似立J心己よる |ハ|ほ~似tι4f品~I市|目\ 1)内J付4刊夕外トい~I(州(，川|川i は訂コナデ、 !I刷11ルb川1，トI.. J州l出11外IUIはす・デ、 |付 1(11 は ~M -r: IJ を胞す

刷はIIft2 1.0CIIl を従んし、 IJ，~ .~需は|人j外1Mに \lliJ(; 11を施サ.外的iに仏';かイJ，nする。65は)(lTjリで11何39.:kJll
をN.Jじするリ11*求自11内外I(Ji1 1 ...1 :1ナブペIJ[，tli'HS外1(liは ~lliJT: 11、|人J1Mはナヂを脆す。66はやや)1/rの 1.1.応を
jli寸るほ日11紺1)'1であり、 j氏1iは57C'lllを7J11JゐB 外1(11はナデ、|人JI(rIは併比のため，J，'，I幣ィ、IVJである，67・6対
U: Jt:に‘ I~ )(~を 1 1 1 し 、。J，'J幣 lよ外 1(1I ~llIJ [11 、内 I(ri !k.び外山はナテ tr".~.める ( 67 I j: JJ~( lt 8.2c・111、681幻'lHf7.2CI11 

を向jじする。691土i'ii.J却の成品11<<:111)'1で脚制作lよ]O.()c- l lI を illlJ~ < ，州市与はJf~Hにより不IVJ n 70はやぐli，I下の

・ I~ J)~~ を '1~，し、}J'(1モ9.5('111をiUiJゐc 外uliは111lJsII、|人JI(IIはナデ、外Jlf.はお，Jo'olf.!(;である の 71 は・I~)J'~を V し、

成作:7.3c・111をf¥J:Jl: 4ゐ3 外r(nに叫が1，J~(f し、lJ[ulms外 1(lil ，UlllJ (:1.1、|人J1M&.ぴ外1/(1よナデの，J，'~~'宅を 11.1?める })f:. 

古ISから!I1uJ，~IIへはやや外以勾I~ょに占む|・がゐ 721よ・|勺1)'(をalt.し、 l氏ltは7.H，'rnをilllJるu 内庁11から!II，'I;')jlへは

やや外以主(11求に古ら卜.かり、 }JII'JfHSはややjしみをHつ J ， J川:~Iよ 1)、l外 1(11 とも 1111J [11を施サ

":':( (7:3 75) 73 L!~抗日1Iから 1 1付加にかけておt く外l正すゐ 1 1 ~4;111を日 Lt.制n で 1 1ft l~)A ，・ 11 I をぬjじサゐ

|付1(11のhllllllした肘II'}r(j: ~1:rJ t 1 1 、 二れ以外はヨコナ 'i~の i~o'oj執を Il2める r 7・1Lt.1r J i)，11の向/()'(で断IfiIf i形状のUI'，

日命 、、

一千三一三 』土 -::-d~5 ， ' " 

¥ 

~.~ 
ード'J 

. 

89 (1 ~， 

¥一」 ;工ニグ86

¥ 

1/3 7. 'T )レ

6 
〈ご〉

If.1 5cm 
z 
'r 
J~ 

。

o 10cm 

Fig.83 溝 (38001)出士通物実測図 (1/3・112)
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H究~/:ij. を 3 条出 らす . 外的l には臨1:f:1の}'j-検りを肱し、m"JfflS [I~大任は l討ふ'n，を 1U元する ) 75はJi(.fm値片で

Ji~ 11' 7 8c川をi削る 応部はややP/下で r'''1 レ ン ス状 l を 'lH. 、内外1(11 に ~l:IJ[; 1 Jをぬサ 。外lif.はナTo
，'/:j!i、(76・77) 76 は 11料作品細川・で鋤先形"*iを '11サ・ るものと忠われる ~ 1< 1Mには削判のJ'J地りを地す。
77は脚端部の細川 で脚制1tは19.6じ111を似Jしサゐ

保有 (78 80) 78は11村部制JJ，-CI Iff8.6cllI ~H~LJ己 4 る 。 rI Hii;1J &[S '&ぴ|付l(rIは 1コナ戸、外lfi:iはナデ
の，J:，J 紗ル施~ ) 79 ・ 80 は脚 i~l)の創11 1\'で 791J. I州制作 13 .8l:1ll、 80 は 10.8(' nl をfU)じする E

jllJ 

3SD01 ( Fiぷ.~3. f'lu.58・59)

縄文土器

~} (討1) 車rnnで外山に刺突丈 .it純文を必めゐ Jlfi l'は1;1世砂粒 ・向l勾イI. (it'): Iぜそかむ。円'tlll.1¥I . ~Jか?

弥生土器

出 (82・出) 82 は‘I~ J九を t11する li( i\iS制I'r でli~f予 7O{・mをfl.[}じする 外IIlII.U~IJ t 1'1、|人j曲j放ひ外li(はす・
7の，J，'，J唱さをtdめゐ 83 は r ， 、';.・~}\ J に I~I く fì1.J 1~Ji(ì~j~制1'. であり、脚似作は 11 3('111を似Jじする 脚部外

げ111よ ~IHJ"(;11、脚tls内lfilは[Jt.サフ、腕lル;泊iは;_1..1) l'を/jfu4 0 
須恵器

~1- (81) 1.:料~Äll*，誌を li~rる制1IJ"でしIt弘端 i~IS外I(I Î にJr(~~:l:Jもさ痕跡を。認める r

土師器

IUL (お5. 86) 共に成印刷11'.で山内1Iから1-i-mlへかけてはjしみを4'，¥，つ。外J)引よ糸切り で85は山内7Acn，、

制は}J引で8.8(，1llをf弘)l;-rる。
似 (87) 胤把Tの細川・でナデにより羽l< ，JI.J幣を施す。Jlfiしは微砂杭 .f(j 1刈イ{・金二'!Iリを合む。
石器

{ i飢 (側) イ{判は県11(，1行製で4kりのある「逆ハートl形状を111する，完j隠と以われ、 j毛さ1.8cIll、中!.I
1.4C111、1'/~ 0.4 CII1、 if(さ0.8gを，11・iUlJ~る。 k.出r(lI&び官IIJUf-紺lかくリタ 7 チi')JIIえて什り 11'，している。

Ti(i (89) 川傑を手IJm したもので長良1(lj'l l 央部にNl Th瓜跡を必めるε イ i{~ は'~~山川製と忠われ、民さ

三()3cIll、制17ι('111.'I，J.さ5.3cmをi則ゐ。

3SD02 (FiR.84 . 85、Pla.59・60)

縄文土器

$1-(!)()) 1 1付加制IIJ'， 'で|人!外山i&ぴ~;~msにがl突止を 112、める 。 JJfì 1:は微妙村 .，JJ'色村 f. ~'}，:Iサを合む。

弥生土器

$~ (91 93) 9] は小鉢般J\で11作9. 8(' nl 、 Ji~IT !).Oc、m、協，¥'Jj5.4cmをぬJL-4 る の |人l外 Irüはナデの ìJM~慢を

地・~ 0 92は|川町した11松市iを31!.し、 r1 f子 18.(klll をぬ ;tする 。 1 1似端 ;~IIはヨコサフヘ外 1(11 は IIHJt:U、内l白l
は少デをぬサ J93 は‘I~Jif. を止し、 1 1料 1~ISから応部にかけて内向サる破1'.'で 1 I作20.4cIII、1Mモ9.0c・ll1、出
向8.6C'n1をぬ元する)1 IU ffiS内外1(liは=1コナ-r、体部内外|自iおよびj島ms外1(11は刷も11、Ji(~I~内 I古i はナデの

訓鞍をdめる a外[(rIに煤がi.t，.nする。
塑 (94 100) 94 は口縁部細川で11任23.9trn を彼j亡する 。 11村部内外1(li はヨコナデ、 JI~lm~内外出は刷

tnを必める。95は「く 't・状J1 lk.Jj.を111し、lIIu
外l前耐h耐iはヨコナデ、 lII，ij部内外耐はナデを施す。961よ11 *jfil~制J\'で「く r{:状」を'止する 。 |寸村部外泊iは強い

司コナデ、 11綜日1I1付 I(ri& ぴßI"ll~引付外 1Mはナデを施す。 97 、 99 は‘|勺必を '止する IKì~M!JIJ'，'で 97 はJt~任 6.8clll 、

98は収任8.0<': 111 、 99 はliE任 9.4 cm を従止すゐ。 99の外ifiiには煤が付，j"fする 。 100 は大則強のli~m~倣Jtで、'1L

Jir:.を'Jlし、 Ji主任12.2cmをw.，己する。i昨rでlIIuJ{11~内外出はXIJIJ'511、h'i;ì\l~ 1勾外1Mはヨコナデ及びナデの岬鴨

を施す。

ポ (101) 矧部から!寸林部にかけては帆sjtJ伝に1>>1さ11付加 r.lkiはやや'fJII.勾l沫に仕 |二げる。11何20.0cm、

jJ同 l~I~M人;作25.6C'1TI を復足する。 )JIJI)M外1Mには断IÚÍ :f(J~のO，rr付突術会施す。 品:)i特は府民のため不11Jである。

111 
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右器

{tf{.ri (102・103) 102は現存民J9.6tJl)、制11.8【・111、11さ4.4CTII、j抗さ 1540.0gを.1hUljする。イi材は片む

製で火山luiに研別抗跡を怖かにt認めるむ10:3はJJL(f:以14.0('1fI、仇，15.5CII1、!日さ6.0仁川、 Jnさ405.0g合計測
する 。 イ i材 はイ~ IYJでi( ï面及び端 ;~ISにMJf，; fj・4跡を必める d

38002第1届出土

弥生土器

111i郎 (10'1) 1.仰向;''iI)の岐n・で杯部内外 1(11 &ぴJv~'t~ ;''ïIS内 I(IÎはナデ、脚r.~J ~IS外山は~JllJ1: Uをぬす，

38D02第2届出土

弥生土器

イ、rVJ(105) n村部細川と思われ、端部は{やかに外仇する。凋撃はJfHtのため不JYJである。

強 (106) 1:1緑川細川・で鋭く外Ji.する w LI hU 3 2cII1 を(~)乙し、 1-1持出ISに?をO.4 c・111f'U!tの却イしを焼成1mに

一・・圃圃-

101 

102 

10cm 

。

103 

T
 
hv 

フ一一戸一て
Fig.85 漕 (38D02(2))出土遺物実測図 (1/3) 
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104 



~"I ... ) 

38D72 (Pig.86、ドla.60)

弥生土器

先(107) Iく'{:状j1 1*誌をγする犯でII ff25 お(' l n ~m.J乙サる J1HliillはJしみをイfし、 JI止大ftlよ1'.杭にあ
る，11料品はヨコナデ、JlI，jl ，~IS外1Mは 4111J [; 11、|人J1(11はサデのI判官宅をdめるr

":':~ (108) 1'/ 1'-の、II. Ji~ を ' I!.L t-応出IS(岐)"でJ/uf.:9.8じ111をil[lJる， rJI，'JdllyトI(J]ti4111J 611 後ナフヘ l九日1I外1M は ~lliJ

[:11、|人J1M &ぴ外向はナデの，Jl，Jt年であゐn
~:fTì (109) I Ht13.4('mをぬ)(.jるo j(J(II Jh托の t-め，do'~'l¥lcはボIVJであゐ。

土坑

38K03 ( I~i斥.87 、 Plu60・61) 

須恵器

}I~ (110) JJfi卜.はJ11色村I'&ひら，}j;色粒fを多く合み、焼山はややイ、凡であゐ |人j外1(11に・|汁J'II[J当をidめる

瓦質土器

れ1:外(111) Ilff30.0C'ln や nl -)~する . 内 1(11 に 6本 111.fu:のすりnを拍し、 "*μ品川iは1111状をjiiする 外1(11
には保か十J.. ，vrサる
石器

!流行 (112・113) 112は縦j毛の杓川傑を平IJJIJしt.r:~k イ 1 でイ I ，M Iよ砂山別である ( )，'0]似の ;~II に!波打艇を.t~

め 、 l毛さ 1 4 .l c・ 1 11 、 I~Iω. 5(' rn 、 I'，J: ~ 4.3(・111、If(d 590.0日tdh11付るc:11:3 IJ.川慨を平IJ111しt.ものでイ[材は安
111'1:'拠と忠われる。}<.~! 1MのIjI ~た:百11& び)，'，j ~誌の. ;~'II に拙H泌を IL~.める 。 民さ 13 .5cm 、 ~1，ll0.5('11¥、 りさ

3.8('111、。Rさ820.0gをIll'illlJ-4る。
38K07 (I.'j必87、Pla.61)

弥生土器

、、

、、 107 
/ 

109 

。 10cm 

Fig.86 溝 (38D72)出士通物実測図 (1/3)
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Fig.87 土坑 (3SK03・07)出土遺物実測図 (1/3)
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Fig.88 土坑 (3SK45)出土遺物実測図 (1/3)
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艶(1]4) '-1純白ISは「く下状jを世し、 111.壬17，2<":1Ilを復元するυ11純白I~内外商はヨコナデ、目|刊IS内副は

11IIJ 1;' 1を胞オ ο

石器

航行 (115・116) 115は砂川製で民さ 10.0(:111、ITM10.0clTI、!日さ4，7Cnt、直さ62S.0g を，f!・i日付'る 。 点~

IHì を侃I(lì として他fl J している 。 116 は民 さ 16 ，2Cll1、制 lO.9cm、I'J~ さ 9.lcm、，1"(さ ~075 ，O gを叶iJllJする。打

材は安111 別製で1< ~lúiは低 lùì として位川しており、またJ，'，J縁の 一向fSに拙打艇を l認めることから的行とし

ても平IJJIJしている。

3SK45 (Fig.88、f'la，61)

弥生土器

部(1げ・ 118) 117は円紙 I~I~は 「く 'i:状j を止し、 1 111:23.7('mを白瓜する")i~純のため ，Jt.j較は不IYJで

ある。118は「く'ι状J11紋をt11する細川-で11 ~* ìÌrSI人j外耐はヨコナデ、 IIIuJ fiI~内外 lúì は刷T: I.I を施す。

日(119) Pl- Fの干li~長を 1iするほ祝日刺IIH'で収従は 6.9('nIを fUi[;する。

向上不(120) 体月ISと11林郁の境で)/111111した阿部の紺|片でr1作21.8('JlIを復j己する。!科托のため，$，J幌は不IYJ

であるヲ

右器

眠れ(121) -ii材は安111{'i製と以われる。火山liLI及びイifJIIJ I削をほ的jとして仙川しており、民さ28.4t・111、
ITlti 15， l(・m、)11さ11.2(:111をiJllJる。

向日イI(122) 打材lよ安山Yi製で|リ離を利川した航行である。#.lfIiの'1'央部に的打艇をi認め.1~ さ 12.0cJtI 、

中IJ9.5rnt、l引さ8，O('1l1、 虫さ 1210.0gをIfl測す・る。
3SK92 (t"ig.89、Pla.62)

弥生土器

知 (123・124) 123は I< '[:状J1 1似を日寸ゐ納1)'1'で11 '(モは26，6('111を保元するu k I@f付Eのため，V，'，I幣
不IYJである。124は、1':脱会lliするJlfì~IS*III )'，・でh宮内 lよ 6，2c01 を仰}~する 。 外出~(，IJ [; 11、|付IrJ])えぴ外J収はナデ

の，DI，I耕を馳iす。

引(125・126) 1 25'よ小 Jfj~ ，，~I:~で 11任7，2('111、JiHf:3，8clll、出，':1，7，8(・111を'(-IlJe-4ゐ。11総計111;1:鋭く外以し、

、
‘ 一「「 で

。 10cm 

、、

Fig.89 土坑 (3SK92)出士通物実測図 (1/3) 
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111付11は球形、 Il'f:tnsは ζIl;li~ を}止する 。 126 は.1)1げ~1~-C IIIIlJ捕はほぼ球形を tflする ， 11何9.8cll1 、lI[tiJ i~I\M: k.作は

20.11'll1を抱Jl:すゐ。刷;}f¥外rMに|析1M.: 1rJ )伝のWii，j'突，m'3条を胞4ゐ 11料t'ilS1人j外1Mから11111)部外1(liはヨコナ

デ、lII"j{'iI¥ド位は11Iリ-じ11後ナデ、 |付rMは1111j"G11の訓棋をiほめる。

ピット

3SP41 U'ig.90、Pla.62)
弥生土器

外(127) 小~}で 1 I 任9.!kl11、 JJ去作~，8('1 11 、(tif ，':r;().5C'll'をぬJ乙する内1'1結i'tISはヨコナデ、体内1¥から氏側の

|人j外liIiはナデである

3SP44 (f:<'ig.90、I'la.62)

石器

イi銚(128) 石材は-1)ヌカイト~~で正 ュ{fJ )1予をV;する。点 1~1削及び11m)'， に細川、〈リタッチを加えて ))11 に

している 。 1~ さ 1 'klll、111Ml.'l C 111、)，/さO.4c・'11，'Tr.さ0.6gを，lhJll.はる

3SP49 (L"iμ，90、ドla，62)

弥生土器

ポ(129・130) J29は小J1141dui-|洲11)'，'で}iEfモ3AcIl1を彼Jl;するE 外lillldljt:.11、|付1(11Jt_ぴ外JJ'(はナデの訓

棋を施・4-，130は11紋抑制1l'Jで11 f長t!!)， 6('1I1を御 J己する 。 11総 ì~l)I.!純やかい外Jxし、 11村端部はヨコナデ、

"*ぉ'1111)、l外JfiJはIllijullを施す。

石器

イiSh~ (131) イi材は判，1Ji'(i現と思わh、火以1Mは lí)fJf~加11 ・ されている 。 収作民は3.8c l11、 IlliJl l.5(，Jl l 、 )Il さ

0.31・m、，fr.さ2.0只を，，1・HIIJすゐ。

3SP64 (I"i必訓)、 Pla.(2) 

弥生土器

鎚(132) r < 'r:状J"*誌をらげる市111)'，-で 11似 ì~l\1付外I(ljはヨコナデ、 lllnj~I\ I付 1(1 1 はIlliJ [;川、外I(Jj'よ不IYJで

ある。

3SP76 (1"ig.90、Pla.62)
弥生土器

体 (133・134) 133は・ド成を'1~し、 )i~伴 7.6仁11' を W: Jl: '9 る 。 外 IÍIÌ の I~ll川をは不明で|付 1Mはナデを II，~'める 。

1 :34は11作15，7t'Jllを彼jじし、ヤjllな11村rmをVするにj，(1(11に尚I'mのJ'J'快りが施されている。
j~ 0:35) I <寸:状J11似を V する ~:IIl)"で11松川内外1Mはヨコナデ、sI'iJ~IS内外 1(1 1はナデのIJIJ析を}ほめる。

日(J36) 純やかに外Ji・4ゐ11林市II*nl1¥ーで|人l外lfilはココナデを施す。
石器

的行 (137) 川隙を利JlJしたものでイl材は安Illt;.製と忠われるの点克聞のrJ'火古1¥Jt_ぴ川村の ・11;11に1:1HJ

:IU を Il~.める。民さ 10.4cm 、 1III，~8.2('m 、 P/ さ 2.7c・m 、 if{ さ 360.0 gをiihJ!ljする。

(4)小結

九制作|べでは13R穴(1:/，，;3 ，肝、品iI .)/~f I:ill物 2+点、 J~J情状地十l1t2)ιi伴3条などのjll+1I1を冊;litし、j:_に弥生時

代と'1'111:の泊物を叫た。弥生時代のj世榔については、，，，訓j有1;<:が出1;'x，O，'J特に|蹄抜していることからや|集部
の-部と捉えることができ、また"，1":のji'Hllt(38 DO 1、381(03)については1. 2次を泊して新たなr9rは

となった。

1経穴住川 (38110)は、!次で検出した住民とlnJ械に!控火内部に炉跡 .Jtll )'J i-.坑を日し、 tH火を州:認

することのないものであヮた。 これい)JII え、 " íiU;ï~ではベッド状jli f1li.&ぴ刷噌を巡る小iI~ を雌認し、山

内からはt/c痕跡を』食wしている。吋"主JYJのiJ:)fl;'としては"，クラスの大きさと思われ、 1;x，J，q任で4食/Hした
!お1260と1"IJ等の規悦と心:る。弥生nHtt! I WJ liir午、後期後、れまでの出 L.iil物を必めて必り、 i世十時の切り合

-11R-
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133 (i別

5cm 
112スケル。

137 1{ ~I 

113λウール。 10cm 

ピット (3SP41・44・49・64・76)出土遺物実測図 (1/3・1/2)FIg，90 

い浮から下|出は後JVJ1企‘1'-と比定するω ，JfJ1Hl. I~j ~;Jで検11 \ した 38 1.30は、凡存状態かJ匹いながらも lぷ卜.から

は大 ill-のiJ.t化物が検1 1\ されたo Ljt化物はill物~~ と思われ、火災にあった fl:IAの可能性がザえられる。

~'JI \l.: ~主他物 (:3SB65 ) は、 2 11\J x l l1n以 ヒの胤似を 1 11ずる ill物あり、 l 次~.H止で検/P， した 1SB90()に匹敵

サる刊の件穴をイfする ι ，JI.J1f.fx:に阿|まれ、伐念ながら全体プランを附:JZオることができなかったが、
1 81 ~9()O と III J咋以卜の住物に〈よる ζ とが乱l定される .fl:穴からは弥眠時代後JUJ降下凶のj立物を11¥1している

I/IJ ill，:状j品情(よ川形状、附九)j)1手状を111サる2タイゥを件 1) 

【 119-

の 1;



1立で検出しており、切り什い関係 (占 ，新)については3SX05サSX70サ町10となる。3HX05・70から

は体中時代後W~ を主体とする 11\ 仁jfi物を認めており、 3ST1 0のドIHi を俺JUJ後 '1':. とするこ と か ら |向、1':-IjJ出

にかけてのH守閣が比定される。

' J~ 、 !i;]i昨状j世情と考えられるかのように的1111した3S1泊2からは"I JUJ 後‘!と~後期的'1'-にかけての体'1:

k 協が/1¥L した。 この8D02 を切るようい愉川 し た ~SI)O1は"I 111:の|村北榊 であり、その~Q{英から 11HJI:;J<.路
rl:しくはぱ|船昨として機能していた可能性が庁えられる。

古島観崎遺跡(第3次鯛査)作業風景

-120-
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まとめ

効;/1'.11主代 ・11111その遺跡、である ，ここでは?をU.J1tにおける

N. 

I片山桜I~(，f.ii1跡(第1~ 3次訓育)は純文時代

j11怖とi也物について概観し、まとめとサゐ

1 .縄文時代

制丸Il.ÿ代の IVJ冊iな泊十昨は冊ili.~. されていないか、辿十月からは多くのがU丈 L加を 1~: るよとができたω 土日品

川外1(11・|付UU• I '**t市計IS咋にがl突丈 .i主総丈を地し、))fi1:にf{JIKJイ[・市イii?を合むものであった。 I~日
の ~!I微から ';"，"iIU;¥: 1: ?~f と思わh、制文1I.~代 lìíIJ~Jに比定されるn
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図 (1/800) 主要遺構配
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2.弥生時代

ノト阿、検出した遣怖は民排出閥、の l~寝j出II~ となる l桂穴 fU';' ・品1I I，工作品物・構であり、 この遣怖に加え

て出lþ~的怯必をfTむ と 45・え られている J，目前.:1)\j_11十時 も検出 さ れた。 以 ド 、 主2足立ifIIt円以内:闘 を F'ig， 9 1 ‘:ifi~品，に

おけゐ-I'III{.I則係(切りイ干し、)をFig，92、1:'民j立榊 .~Z を Tab. 1 3 、 151- -1<.す。

1$D200 

15X098 '-" 1$1260 
フ

151860 -ー1$1493 一~ 151240 
l同時期?

ム。〆ア 151104 -ー158897 ー.. 1$X475 

同時期?しー ー一 15B900 ~、
15B898 ー~ 15XOS8 

/ ノ
15X310ー+ 15B895 15X057 15X058 15Xl03 

3SX05 ーー， 3SX70 ーー争 35110 1SXOS6 

Fig.92 主要遺構切り合い状況模式図 (古→新)

Tab.13 竪穴住居一覧袈 。・晶IH ・・岨憎幡
，II~・ ‘ Y、 l岨 。1!1'， l軸 川川 川崎 11111 剛愉Im-j 111メ・ <1' 小膚 ~I，句 1 JA 側量'‘れ畠附剛 楓lt

'""'" N ~'\) 12 I!I t; 自民lltl，l 月111 ~ OII ~II 割 1 ' 
う〈 』 tI!IIVI¥;1世削 肱{ι1，/111

一一 . ~刈1110

一
N附.1 :.u. w 刷亀健M “削 r，、 :IM 1M . 1I剛1・1‘桝1:

---m7"" .. 】ち一 。 • 1・1111 一，~W" 6 N仰.1u' 17'" W 岡弘同111'， 3刷 tl附 、， ， 、〈
一 一IH1J叫 b NJI' ~I 1"・w I!IoII 品"; 11>1 ~i ，同 • -、 ‘ 
. 措剛11ω

一 一 一 一l対14'0 7 N2利・1)'.¥:1・ H 同九阻101， 5 ・削 w， 1M“7 ， ヨ民 )< o . 体制醐1
一 一 一 一一一(J U..11'川 7 N '1r，1 U 1.7. ~: -隅札.J，II ~-'- h加 1&ω 司 • ItIU1M'1 

一 -・~咽.-岡島司園町"ー・ 』一一‘ 一一 c， 一INI1ti'. 純 NJ、・6司副ト. 峨札1110・J In ~ 11 1"凶 '‘ 
， 
3‘ . !・刷ーー

N司+仰向111'"t.I"W 一，1'，削 一一 -・・ ・・4・h・-- 一 一 一 』ー・I-圃・i陶H民凪l・H・・4咽"且~・・・・・ _R_ 一一!.:.!:L_ _，! 一u一 I~ " '‘ 3‘ 目‘ " ~剛It 1‘抽馴削l
l時1111 It!I N (t~ . M"川 1，; -剛同匝h~ 1 i 10 ，1111 :'1:01 色 o E (1 1・剛11.1

一一 ----， 
同I:!(I 111 ー > ，可 l量剛"

711 ー'・ 、“ v 
l・捌" 間11川iTl柏1U， 

Tab，14 摘立柱雄物一覧袈 'ft， h""J'I'HJlI I l IJ'~柑 1.

..，uり "0¥ 11・ Ij .' ~I ""1/1111) h，h 11111 圃If

lNU拠削 " N:， 1:f .Sl'i ¥¥ 1 ' J:lO ヲ3(1

N ，I~、 41 ¥¥ 1ω 一Isl¥.川J リ 1>1 t .17 
l出附叫 N 胡・~， 21・i肘 1'1 2礼1 HO 

H削N出i除t削品刷川柚匂 N ~， ' ，H 11・，f; 1.てl l叫 l附
N-2J' 2'1 r..t" ， ~: 1‘l 1l<J 1'，3 

111 N 11' 'IU W ，f; I~I "'，湖 ~13 

ISI~同7 H十Nぬ..:il Jl'十. _1_<_1_- J叫 1]; 

IHI州同 N-:¥tl' ~1 ・ 4怖 w 1>..1 l7n 37d 

IH刷出" 11 "ll' l。、II t: 1‘l ~.IO ao:; 

1削船側 11 NW  n Ih' ，t: I~I Z開 lOJ 

IH削日l 11 NI網'刷ド '11' ，t: 1'1 ~~'() 318 

1問視仰 I ~ NW  11]' H'，P， I.ml !I 721 IHfo) 

I~ N:ll'・1M'2O・w 1'1 2刷 273 

12 N 15・5c1'3;1・w 1> 1 2 ~3 325 

1:: N柑.出.1耳目 1λl 2目附 lOl 

Il N Jl' ~II 31' E 1>1 21i均 3.~O 

1~11I<<I1 13 ".17' 31. 31 E 1 "1 2&5 ~K~ 

INlJINa HトN ~2 ・ ~~ I附，f. I .:~ ~ 75 1I 1~ 

I酬憾!JIJ N 32'帥岨.，E Ixl 2削 3"~ 

i討HUtIO 11 N .(5・4則.1.' W i、i J 6~ n凶

11;119111 li N 10・m・削.w j，q '.lrl(l ~ Ol 

1~ 同時 '1 N抑制 3.' ~; ー 1(，;1:;) IX21¥1 (;1削}
;同1'~ 71 N ，~:j M 胡・ H 1>1 ， 1'， :.e:u. 
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Tab.15 周溝状遺構一覧表
III国貴'j 的H l'剛I?;.. 外川(m} 1111. 1m. 明. l' ，1剛 同 F

I"X冊l 11¥ 1'1耳 4~' 12~ 体~ 1~lt'l'叫同 1 陵町l倒 V
I~Xlbll 11， " (j '/ 1制J =“7 
I~X白7 16 情川町。 111; lkョ
IsX品柄 柵1'11.' ー . 中間1" 一ISXl1l>ll 情1'1・j 2時寸罰 1耳、‘2...'(1 . 岨倒的1111.1

一1<民f開局 17 情川{I eぉ 3110 . 中岡情4
i符XHll 11， 1'1 !ll 0・2 3 ，~ a・ 除問

一IMXIl. 17 同l'lt. '40 3!!j . '1'岡，.10伶剛・1
一』討X~コl l別 1'1 !I 。7. ;lJf5 . f金納
ー一一ISSllO l網 1'1削? h I~ :1 .I~ IUI 
一UiX:JIr， 1'1 1'1 !I f刷。 n3 
一t・剛網，UI.II島民~i~J

bl" EO 1'1 tl ，It) ~II;I . 
11剛嶋1"1.1 一掛お凶

" lJ 
il!) L3.'"， 

J吋xla li9 ド1U E抗 19'; . I~岡嶋 " 1同 一

この状況を桃rI に、かなり大JJIIではあるが暇火f1JJ;' と 1~llι杭 ill物について辿榊の);IL叫ヤ配問状況、 )i

fiL~予を肋議すると縫っかの+11't:性を比IHすこと がでさる

1)約20m未満の11:1.';'( 1'.から1(lIfaJIICt)

. 1S1860 1白日894 (妨げ1-: II.~ftIIJ JUJ 1~ '1:'、後JUJIlir '1' ) 

・IS1480 lSB887 (体11: 1I ，}1~後JYJIJir '1'-) 

. 181765 -1813890 (悦υ|ミ II.~:イに後JU])

2)約20 30 n1'ぷi仰のイ1::)，1;'

. lSII04 1行β896 (弥'1二II~代後JUJ)

・181250-18s900( ~ ) 

. lSI260 lSB898 ( ~ ) 

3)約30-40 m~ ~tl~1 の1UA

. 3SI10 381365 (弥' 1:1I ，~'イt後JUJ)

. 181493 1臼R899(怖'I:.II.H¥後JUJliir '1") 
4) iUlは:不能

， 3付r:w 3SB75 (伯;II:. II，ff~後JUJ)

( ) 1人lにぶしたU!J'WJは、 11¥ 1. 1二時μよゐ 1:出+11を記したものであり、 11:肘の仙川・晦絶をぷす悦拠
はない。しかし、 |時JUJがドるに従って11:}6-の1(lift't 1-ヒはj円})11する何'ill"Jにあることを必み取ゐことができ、
それは時代背Jjt守家族榊成、 ~i格胤f佐官》の泣凶がもたらし変化 したものと;t!;l定される 。

さて、.illHltの切り介いとIH1. "，持制|における新1111則係にはややイづ(iか'1ミじていることもあり、こうい
った ・J~~をイiする資料には'''~JUJ に ド I!J~を ~'t征する必嵯がある。このため、説状ではì1t仰のJIH~生時JUJ をと­
察する HU立がnJJ.洲 と忠われる。t.'県足I十1'].の変避については F'ig.92へ〆J~すように概ね l 、 3 1"lfËJ止の切り介
い|捌係にあることがわかる。一二れい/1¥1: 1:時十11悼の↑，11械を勘案すると辿榊のイI冷)'(.7;、らl挺絶までのおおま
かなIl，~JUJ処l定がIIf能である。先述した内容から 寸既にl:tklj'できないが、ここではill備の切り什いや山 1: 
1:加十11の|人j作を断まえ概制サる。

まず、，Ii州段階では 18 1860が1 I'I JJlするが、 f l:JAに lよ nlJ~1 さか 11 立つ。 1 1\ t:iu物の体'1:.J'. ?if (斑)では
q 'J~Jの「辺 L '{:机J 1 1緑から脱却し、「く .j:状J1 1蝕へと砂行する段|明であり、 n~:JUJ と しては後JUJIIIf平あ
たりと比定される。rllJUJ 0) 1:時をイ''t't1;、い合むが、桜制1:に切り什うil:J，';'であ勺たことから 1'，加が流れ込ん
だ可能性がある。 J，~1 .il1に l.(イ正す る f ~J，J:'・のう ち、 IS IR60 と IliJm悦のftltl ;'である 181765 ・ lO~ は、 [li]U判明に也l

定されようω"1Hll立附ι比定される{七肘にはlSl250・260・480・493、3SI10があ り、 ζれらはiH!;'の干
面プランが縦l毛プランを呈するニとに j与j曲点をは 11\す。 l 次J!，!1f.のilJ'iからはIl!jJUJ を決定すべくし~~に忠
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まれていないことから切り合いを喰悦したlI.fJVJ:W.定となり 、主体的には後J9J11Il下、中頃に位前付けられ

る。li'JJ州民の3SI10は周溝状遺構 (3おX05・70)を切るように検出した刊日であり 、rpJUl前半、後朋後1え

の ~hlJ1~ 1，. 、/1¥，-t持を t認めている。 主体的には後JYjliir、rt-，Jt!であり、 ド|現は後JVJ後'1:'に比定されよう。
lSD240は)Utl~の切り什いから新-!-II段|併に似ift{ ・j け られるもので、 主として後jUJ後 T~の/1\ t L?~を得たが、

決定的な11与JUJ:tJ.l.定は上時相からは闘世Itである。Uii:制lでは時IIlJi_去が感じられないが、地榊はl"ig.92に示す
ように惚維に.[(出し合っており、制JUlfllJでillて11'(しが行われたニとが窺える。

以前、幣穴住J，Ti と 周昨年状jïH/~における M~tn状尚から片岡氏 (註・1 、 3) によって比峡検I1-J されたことが

あったが、‘1'1遺跡ではその傾向を1)ミすH資料に.'J!.まれなかったため今1111は割愛した。、''t，IをJUJにおける資

料は狐J誕地跡発1~11I叫査以降、 iJI，J 資j北地が)I l(t起きれつつあるなかで、円遺跡、の資料を新たに加えることがで

きた4とは此*であったa

3.中世

この}切における迫'備は3次で冊lJ2.した併 (3日[)01)と上坑 (3SK03)である。何れも'11Ilt域におけるH年

JUJを断定できていないが、出についてはその胤快から川排水路若しくは|正Ilhiil/fとして機能していたIIT能

性がザえられる。

4.151104出土の炭化米

吋 1H';・の J.~{1人'JIこ抗からは大ほの);k:化米が/l¥十した。ゐj'E.(';'は、報作，IF作成段|哨においてや'1らかの分析デ

ータが必梨であると ザえていたところ、近年、械ill~~ に よ って盛んに活論されている r;~ポ 14 年代測定」

による分析が炭化米でも行えることを ~II っ た 。 n丘、タイ ミングよく 1 t;:1立服史民俗博物舶に依制するこ

とができ、 [J:k:ぷ14年代 (I'C lW) : 2020上30J[ I~正午.代 (çal sC) : l05BC一八D60 95.4 %]の分

析車内米 c.I:4:後根容!!日)がポされた。 大ほのjえ化米に拠収した上総は~fJ;中~ 1:出 (強)制}'r1点であり、

細川からの II.~山j屯!定はボ"1'能であった《 このため、税火住Jr，}/H ，-_の 1.時折lによるII.}JtJ]を:tJ.l.i，与したところ

弥生川代後JUJIjif下あたり と比定し、分析結出とlよ大与な隔たりがあることとなった。この*，'，栄について

i命与を}JIIえゐ)J:I lは市計にはないが、 分析車人以を}J.I~ '.J!: に ~Jtえたい立向から後市においてデー タを m，!Gす

ることとした

以後に、分析を快くごI{，，:riいただいたいI\i:JIf山l\;併 1'.11.物飢年代研究グループの雌f(W~ -郎氏、、i伝ぴに

小林IJ-r¥:にこの助を{!?りて!乱射の立を点したい。

[jl11 
IJ'，I吋常三 n I，¥hA'4!.dI例lの検.1(その1)J [11011品1~，'， 1 r.) 11 ¥; IioI I品1~ ， li 屯!o'M~ (l~M)) 

21¥1品I'Q:'. rI 1M'寓仏m情|の椴，101 (その ~) J rl品|品11}，，， 1総15り 1，，11川1}，'iW;品会 ( I ~H I )

:¥)¥1刈活，;;fll.'oIl町4人.11!抑jの伶.1(その:1)J rl品同革，，，1 r.(¥ 16 ¥; '"制暗，'，¥tl，，¥会 1Hl¥ll) 
4. r勃.'I'alJlのil!;，帽I:ikγ í- ~N.~ 1L，悶・'.i! I ' l: ゐ向附IQ.制4'1 体.v，"' I" ~町 巴 J I"iιIljfj 1ft. ~耳 íthU~f世~'，' ('I'I&.J7qI3JD 
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V.古島根111奇遺跡出上の炭化米

肱射性iJtおI~ t，1 ~代H制定分析村民一

はじめに

1'1 !:HW~，~fill跡 (節 l 次ゆ，J1f.) で倹/1 \ した出火1H'~ (1別1(4))ぷl(lI付近からよほの此化米が出 1:したニと

により 、J:R:，{{l4年代mlJi主による分析を以)04{1'.8 ) JμIIt.I \í_ )~~ ~とJ(1m咋物館 lこ依相したところ快くご/兵IIfl を

いたどいた。以ドは、 その分析*..'，肢をtll:';.するよととするが、|人1'1半はl既に研究会等で弛点されており、

ここではその-却をJぷ粋 (.，1:2)する。

平成16年度測定データ一覧

1.本tHUJは、ドl北161F.)立のiJ11れEとして、、l勺北161n)J 、 J~ 川ま でにiJllιi::*.'i*が作 られたものを ~J北しん

ものであゐ。

2. -1正制作の資本:1，よ、・|ιJ北1611:.)文)l_1~IS科学1'î利J7:研究叩)，1;幣研究 (八) r制丈11.¥.代 .')fJi / I~時代の fJJjh加支払l

11と体系のillf拠J(Wr党代氏 ノp十j本雄)において味収したものである ，
3.ιれらのデータについての，jif処.fIIUよ、 1"1、):)tf~と1(;1谷川物町itjé代 iJliJ定資 tいi~-r: f rっているι 沈ゆ処J'f!
の)ji)dよ、 AA八処瑚(般 γルカリ 一般処J1tl)である

~. ;自制;のl針イI: J也のわ・政|バ:およびJリfll~Jd週間名は 、 JJ;(lHJとして101¥料掠j収11争点の才1品、を，lL帆している。
5.データの北み)Jは以|、・を参!!討するよとれ

一測定データ一覧の読み方一

(1)猷料番号

よ中:1保J1)(II.1・にj併I，JJ.がつけた砕;j-でサ 。よみ;:1.病;けの数イIf(のf去のね:り・は 1，'，1Lのとおりであるo
r C・rl . Ilf : ，り1:illlJ '"とをおζなった，，1¥料。

r ('八人八処1111などの，'JiJ処Jll!から|りWtおこなったもの 3
l' t サでにIjir処J[llを行ったものの伐り を、 :般化i~ .M化のための燃悦からI'fJ江おι なったもの。

(1 d : 1叶 . "M:Iを11訂正保J脱したもの。
a . b . C • d : IliJ ' j，lH本の|付 1(11 ・ 外 1(11 公ど{求JI\(.;~iIf也OH~なる "A~:I 。

ω測定機関番号
jえ;#l~ 年イt HllJ í与を行った機|則 と iJIIJ定貯サ。

Bela 本;ベータアナリティック札による判J.i'，' 0 ~'.'l: に rj:. I ;CがなければAMSiJIIιじ

lAM (株) 加j~ ?'~1N1Ni}1究j斤による AMSil¥lJ5.iZ 

MTC 以京大学大午: 1出 ι学側党系タンデム )JI I.ì.~l~~，(iJf':先による AMSiJlIJ}jミ

NUTA 2 rll'jJ'ri大学年代iJllJ).Iミ総作研究センターのタンデトロン2り'f縫いよるAMSiJtiJi.E

。〕鼠料の種類

保J~ した炭化物の柿制。 1 . 時十J'，.i'，(物や機、木材、 jえ化{Jfif-などがあるの

。〉時代

子t~:1 の上持形式または資本:1 が祉合されていた肘が対比されている H年代をぷす。
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5)土器型式 ・その他

J~化物を保JI~ した L慌の型式またはその時制なとをボオ

(6)採取部位

:tf rlのとのsM¥Lから炭化物を保l収したかをポ-1， 

11H: f l付制、JlI~ : JJl，iJ郎、 JiC応部、

1'.: I .Î~ILtたはじ位、下 F'出I~ またはドhi.

|人J: 1付 1(11 、外:外 1(11 をノJ~す 。

7 O川c(%: permil) 
よ干:1のJJ-;:，h13 と以来 12のjヒ唱をぷ 4 もので 、 131徴 ，~tt:1 との芯を下分市flnlìt.でぶ~ ( ilIリ〉ζ;よ安定ItrJ位体

質 ;1t分析 111 で行っており、この1I!i は "J~干:1 の m.ぷの山米を J又l快し、海洋リザ パー幼~~の影智や C~+t((物

( 'tff殺矧)などの検r;.J材料になる。

*ニの分析はすべての，vt:r:1でおこなっているとは|拠らないが、今後、データの占miをJサめるけ1'1曲iである。

(8)備考

jA化物の探JuetH:1・の識別'1'，'1械を川崎している。資料にIl~~ されている机，l~、または刊行 1 '1・の~l~~&n ' 
f件サなと'をノjミす。

(の炭繋14年代 (，・CBP)

ここでボされている仙は、ド'Ji立体幼呆Mi11:1巧みのtHlt (lIc~llì ïE111! ) である')

jAふ I~ 年代他li炭.，{{ 1 4 の Î~i，成JVJ を !)，56R1ドとして111t?した年代制(で、 阿Itれ，95011二を必iV!にさかのぼ J

た~;故として何られる。その{1ftI .刈してハMS ìi!lJí主 II.~ に何ら h/.: O 1 G 111'(j 1.)を仲仁川物の‘ド均的な11f(

( ::!5恥)と比較し、よ料品j牧およびìlllJ定の|摂に起こった ILlJi'/.体比の変動を ~llì 1しした111L を ~~H& している J

il制定111lおよびそのAJ12の出叫について、 r，，'i!t{大ヤ ・米ベータ γナリァ('/ク fJ' )扶|ゅの:.f.'ではh
V~にj品いがある 。 測定機関によ って f '{jfの紋仰のJ泣いが見なるためで、よれらの出叫jiiJ;か~'(.なコて

いゐ。

γ名'"J山i何il.附奇吋t大，γ:i測11印川lドIIJリ定官仙白の数4制仙I[をそのままli記i記己ωI1帆|肱誕&-サ4るo
米ベータアナリティック社 :10 11~ ljl.似で似Ii~し ている。

!伏|申:IS~)II~ 1 50 イI~ 以|人jであüぱ、ドド Ijl.似で十jflιサる。 (2抗3 人 ・ 7抗8 人)

例)23~2 ト 32 ・ 23~0 J. 30 2347上33・2345土35
401:JF土50午組であれば、 1011二'111立で十Jille，Uしている(<(4抗5入)

例)23~3 土 62 ・ 23~O .:i60 

j1:)このa"C11/Ui、AMSによるiJllJ定の|拐に叶iJ!iJされるもので、(7)の安定I'IJ似体質日分析7lで111illlJ 
されたδ日じ他ではない。AMSでrlhUilされる o' C111Uよ、 í~n~:J幣およびìlliJ:.との際の変動を受け、厳掛には

よキ:In 身の δ11C111[として探mするべきではないため、本側行では掲~& していない ョ

ω較正年代 (calBC :紀元前の歴年代を示す)
I~ぷ I ~ 11'.代fili11:他は!低年代に州 、'í するものではなく、 I hll摂ヴ:会によ って~)tÃ<~ された般 lト'. 1111線 (こ ι で

は IJlLCaIO~ ) によって昨年代へと変換される匂この変換されたl何年代が似 IEイnt となる。ニの舵UIIの rl1 に

約95%の純1m を日1・~~:して示している。こ のイ1;'代は IIIfI.) j j;}~ヤ峡正 IIIJ似の修正により、後 11t.. ['.の変1)1が
IHる場合がある。
機長小のAJ1は、紀元f去の年代を示す。

-127-



95.tl % 

tl0833 

25.5 

81)) : 2020土30

日C): 105BC 八D60

分析結果

追跡、γ，I'i・品位111なillWJ;
Ii!f (I..ttk :十isi怖l叫筑後di

lリii政機|削れ :?izlh官1U，~.1lt:後山政if{i t~ 会

，Af:1砕け:I"J 0601 
測定機凶器tけ:1M八

試料州知 :炭化米

H 

i上: 2器~)明~~i式\，その他 :，uj : iJ~ 
保l脱却杭:

a nc (恥)
民，.{04年代 (" 
'1改正年代(('<11

耳目5Sのn ¥0 lk tL 111'5-1 J ' 1'成 "i:11虻 M 1l!Mt. 1\ 抑;リ ド"'，~17 ，，3Jf)川，31

l凶1)
1 r的、'1民II!-(/)I!]j噸主 jj(アジア
を州事?

ただし戦，1il 1¥，1' )いτl品、 InH'，‘10，11 よ りて"凶，1') し心 "'i ~~ 骨，f; 'f

2 .本レポー ト IJ 、 1~lln." J.! J~11il申物創刊 flllR允ゲJレーザ的雌IMI'I . ($・小林崎 ・J I.の I~r州主"トた

~I fi- ;;'\q)t情'民ポIlifl測定に t心，il，tMG.

4O:IC拘

。失.
••• 

128 

岨 I個

郎.~‘

叫 柿

1ntt.刷

。同・"'...‘..7骨.)

ι"̂ D60 

•.
.
•
• 

初叫8c

‘...畠C

1国 80

鮫定年代(cal)

町田制

凶M ・帥3l

滋総.w.ぷJIf.

105 "" 8c 

お帥a。

楓"・ー
・・・司
血血且笠11

徹底..代

'“国一似国DO

剖冊

主混血

抵鵬

1倒閣

ε∞ω
Z
}
μ
+貼
哨
守
戸
幽

mwお



PLATE 

凡例

.ifi物写J1iイil、-の帯り-は、以下のとおりである。

10-1 

jfl物番り-



Pla.1 I片山側Ih奇遺跡 (郁i次調有)

lpゅ ー凶幽. ム11. LL4選過圃1 鯛査区遠景 (空中写真)

商から

調査区温景 (空中写真)

商から



Pla.2 I~i ，1:.;tWI{.j jfi跡 (第]次iW.J1t)

. . 

E同査区全景 (空中写真)

ょが北

鯛査区東側 (空中写真)

ょが北



Pla.3 山品位l崎追跡 (筋l次jQ.'，J11:) 

調査区北側 (空中写真)

上が北

l
 
u-
-

• 
• • 

• 
• • 

調査区酉個IJ (空中写真)

上が北



Pla.4 ，1，・):HWII(.fill跡 (第 1;x訓育)

竪穴住居151104(酉から)

竪穴住居群 (空中写真)

上が北
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Pla.8 1'， !:.j似 111:'j .iu~~、 (出 1 ;j\I~M1f. ) 

竪穴住居1S1765(北から)
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々
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内
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. -
、，;

掘立性蹴物群 (空中写真)

上が北



Pla.9 r'i r.HWh~f jfl~A; (抗 l次，]IIJ先)

掘立性強物158881 (西から)

掘立柱盤物158883(束力、ら)



Pla，10 ，11I:.H，WII{，jill:跡(部l次IWJ1f.)

摘立柱建物188884・885(商から)

掘立柱雄物188889(北から)
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Pla.12 ， 'i山桜111~jj1i跡 (佑 l次訓有)

掘立柱建物1S8895・896(西から)

掘立柱趣物1S8897(酉から)



Pla.13 市L'~ 1'~)i? ili跡 (節j次l制作)

掘立柱雄物188898(北から)

柵列18A902 --906 (東から)



Pla.14 11日;占位附足i跡 (都 l次訓有)

周溝状遺構1SX001 (束力、ら)

周溝状遺構1SX056 ~ 058 (酉から)



Pla.15 r引;;似IIi(，fJ.品跡(出 l次I11M!t)

閤j問状遺構1SX088・103(北から)

周j帯状遺構1SX128 (北から)



Pla.16 I片山倒的i立跡 (前l次，]"'l1e)

周溝状遺構1SX220(酉から)

.... ー

司

予~

周i冊状遺構1SX310・315(西から)



Pla.17 11j);'J桜Ih!.f追跡 (部l次，JM1f.)

周溝状遺構1SX475 (西から)

土坑1S K397 (蘭から)
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凪也
.. ~，. -
軍置圃毘

面圃

園田F
24-7 

25-16 

25-17 

「司|
i L 
H :1・・......... 
-.aiIlI噛咽凪タ‘ 圃-

iIjム占事'凶W~・・一一一一
24-5 

24-8 

24-9 

Pla.19 I片山恒111!，fjfi叫:(出l次Itr.Hf.)

24-6 

25-14 

25-15 

25-18 

25-19 



Pla.20 I片山似IIi(.jjli跡(前l次品，Jff.)

25-20 26-27 

26-21 26-28 

26-22 

27-29 

27-30 28-33 



Pla.21 I片山似1111守地跡 (出 l次，制官)

， .咽凪

lhy--R直也

29-34 30-39 

29-35 30-40 

30-36 30-41 

官夢
園F

30-37 30-42 

30-43 30-44 30-45 



Pla.22 I片山似IIJ(.i辿跡 (節 l;J¥訓1f.)

31-47 

31-49 31-50 

32-51 

32-53 32-55 

32-59 33-60 33-61 



Pla.23 r片山桜IIi:'Jj立跡 (前l次l制作)

33-62 33-63 33-64 

33-65 33-72 

33-66 33-73 

33-68 33-78 

，~ l' ，， ~.'r\. 

33-79 33-80 



Pla.24 111，1; 

33-82 33-83 33-84 

33-85 33-86 34-87 

34-88 34-89 34-90 

iJ7| 
34-94 34-95 

園喧圃

理署'
司割



Pla.25 ，'i l:，~1Wh奇lù跡(郁 1 ;)¥.IJ，¥j 1f. ) 

35-99 35-100 

35-101 35-102 36-103 

36-104 36 -105 36-106 

• 
36-107 36-108 

36-109 36-110 



Pla.26 丙l:，Hailijj自助¥(出l次訓1t)

36-112 36-113 37-117 

36ー114 37-1 18 

37-119 37-120 37-121 

37-122 37-123 37-124 

38-125 38-140 



Pla.27 ，Ii )，'，JH.llh(of j立跡 (釦1;j(，;).'Jj fr:} 

『圃富国

38-126 38-141 

38-127 

38-143 38-144 38-145 

38-146 38-147 38-148 

38-149 38-157 



Pla.28 山i!:，jlulll創立跡 (釦 l次，VMff)

38-150 39-159 

38-158 39-161 

39-160 

39-163 39-164 

39-166 39-167 39-168 



Pla.29 r1j山桜lli:'fitiV4J; ( 都 l 次 id，~有)

監ヲ圃
I..:i 

F圏
-署圃圃F

39-169 39 -170 40-171 

40-172 40-173 40-174 

40-175 40-176 40-177 

40-178 40-179 40-180 

40-181 40-182 40-183 



Pla.30 I守山側!11M遺跡 (第 l次調査)

41 -187 41-188 

42-192 

42-193 42-194 

43-197 43-198 



Pla.31 ， ~i ):~+illb~j jl1跡(出 l次J，'，J1f)

44-199 44-200 44-201 

44-202 44-203 44-204 

44-205 44-206 

45-208 

45-210 46-211 46-212 



Pla.32 11，品似11日:i;自跡 (前l次J.¥Jiモ)

46-213 46-214 46-215 

46-216 46-218 

46-221 47-222 

47-223 47-224 47-225 

47-226 47-227 47-228 



Pla.33 ，Ii山桜11府遺跡 (t(':;1次訓Hf.)

A 
47-229 47-230 

48-23~ 48-234 48-235 

48-236 48-237 48-238 

48-239 49-244 49-245 

49-246 49-248 



Pla.34 ，lil:MWh創立制; ( 節 l 次 ，~M慌)

49-247 49-249 

49-250 49-251 49-252 

じ勺|
50-253 50-254 50-255 

50-256 51 -257 

51 -258 51 -259 51 -260 



Pla.35 ，Ij 1:&1-叫11M地跡 (的l次，JMft) 

51 -261 51 -263 

51 -262 51-265 

51-266 51 -267 51 -268 

51-269 52-273 

52-272 52-274 



Pla.36 1'，'):M.9){，t J皇制;(抗 1;'x，制作)

52-275 52-276 

52-278 52-279 52-280 

52-281 52-282 53-283 

53-284 53-285 53-286 

53-287 53-288 55-291 



Pla.37 占山岨111有地跡 (節 l次，VIo]1t)

54-289 55-292 

54-290 55-293 

55-294 

56-296 56-300 

56-301 5e-302 



Pla.38 ，1，山似11出品跡 (命 l次訓告)

56-303 

56-305 56-306 

57-308 57-310 

57-312 57-313 

57-314 58-316 



Pla.39 Ilj r~極111市 j立跡 (節 ] ;J(訓告)

59-318 

l 
59-319 59-320 59-321 

59-322 60-323 60-324 

60-325 60-326 60-327 

60-328 60-329 61-332 



Pla.4Q 1" 山側|崎jU跡 (的 l 次;~t.J有)

60-330 

61 -331 61 -334 

61 -335 61-336 

61-338 

62-340 62-341 62-342 



Pla.41 8 ，1:~叫111白泣lNJ; (品l次1Vt'，J1f.)

62-343 62-344 62-345 

62-346 62-347 62-348 

62-349 62-350 62-351 

園

62-352 

画註与ュ

唱~
-副
~哩E

63-354 63-355 63-356 



Pla.42 ， ' í山桜llií~f地跡 (佑 l 次訓10

63-357 64-359 

63-358 64-360 

64-362 64 -363 

64-364 64-365 

A 
64-366 65-367 



Pla.43 h ~，~1Slilljlf泣同: (的 l次訓告)

65-368 

65-371 65-372 65-373 

65-375 65-376 
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Pla.46 I片山桜lil(，jj立跡 (出2:大訓告)

67-1 67-2 



Pla.47 ，'i I:~ ~立 Iht.fj立Y'n、(那3;j.くIJ!J1f.)

鯛査区全景 (南から)

調査区全景 (南西から)



Pla.48 Ilj ):，~Æ足的j也跡 (郁3;J( IJ，¥j 1t:: ) 

竪穴住居38110床面 (商西から)

竪穴住居38110完掘 (商酉から)



Pla.49 r1i !.'ð，fWI~r追跡 (卸 3 次 IJ月査)

竪穴住居3S110完掘 (北西から)

竪穴住居3S120(西から)



Pla，50 Ili j.'HW崎遺跡 (前3次訓告)

竪穴住居3S130炭化材検出 (西から)

ご::fJ¥了

竪穴住居3S130(酉から)



Pla.51 ，'I)，:~Hllli!.jJ.u跡 ( 前 3 次tJ/.J任 )

掘立柱雄物38865(南西から)

掘立柱建物38875(酉から)



Pla.52 I'i品川11川山跡 (如3次，制作)

周i問状遺構3SX05・70(北西から)

満38D01・02(酋から)



Pla.53 11 j，I:~~'SJ)(，f遺跡 (部 3 次品，1ft )

75-1 75-2 75-3 

75-4 75-5 

75-6 75-7 75-8 

75-9 75-10 75-11 

75-12 75-13 75-14 



Pla.54 ~日よ}桜 III(，Jjit跡 (的3次t制1e)

75-15 75-16 75-17 

75-18 75-19 76-21 

75-20 76-22 

76-23 76-25 

76-26 76-27 76-28 



Pla.55 11， }:h~涯 111(.jj立跡 (節3;j(;UM1f) 

圏直国圃

76-29 76-30 76-31 

77-32 78-34 

77-33 78-35 

78-36 78-37 79-38 

79-39 79-40 79-41 



Pla.56 ，J1・山恒Ih(.fj'ü.u~; ( ~"; 3次Idli]1f.)

79-42 79-43 79-44 

79-45 79-46 79-47 

79-48 79-49 79-50 

80-51 80-52 80-53 

80-54 80-55 81-56 



Pla.57 r'i .':，~脱出均ja跡 (抗3次iU，¥j作)

81-57 81-58 81-59 

81-60 81 -61 81-62 

81-63 81-64 

82-66 82-67 82-66 

82-69 82-70 82-71 



PIa-58 li[J:UMIlkf追跡 (第3次idbl.1i)

82-72 82-73 82-74 

82-75 82-76 82-77 

82-78 82-79 82-80 

83-81 83-82 83-83 

83-84 83-85 83-86 



Pla.59 内 1.:~1支111荷追跡: (郁:3;x，JM 1tl 

83-87 83-88 

84-90 

84-91 84-93 

84-94 84-95 84-96 

L 】|
84-97 84-98 84-99 



Pla.60 r片山側Ihf，f:j立閥、 (ir'，3次j-OM1t)

-

a・・圃・・-一 r " - ... ・......¥ ・一珂 J
a・・......J/IItr I 、〆
4圃・.. 詰グ執 -~ ，/ 
a・・圃圃・L':-占h，-...1/

84-100 

85-105 

86-108 

85-103 

85-102 85-104 

85-106 86-107 

86-109 87-110 

87-111 87-114 



Pla.61 ，Ii PIí~Wh:'f j也跡 (第:3;)iふJbJ1f.)

87-112 88-117 

87-113 88-118 

88-119 

88-120 

88-121 



Pla.62 8山側III/.fi立同:(前3次，u.'.)1t)

「守F，
89-123 89-124 89-125 

89-126 90-127 90-129 

90-128 90-130 

90-131 90-132 

90-133 90ー134 90-135 



Pla.63 I片山組111(，f遺跡 (節3次iUI，Jfi.)

90-136 90-137 
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